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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　軸方向に長い略直方体状あるいは略円柱状の本体部、および前記本体部の軸方向途中か
ら前記本体部の軸方向と略直角方向へ突出し、前記本体部の軸方向長さよりも短く前記本
体部と一体に形成されて前記本体部の表面に付着した水が毛細管現象により供給される略
直方体状あるいは略円柱状あるいは略角錐状あるいは略円錐状の突出部から構成された放
電電極と、前記放電電極を保持する電極保持部と、前記電極保持部に設けられ、前記突出
部と対向して設けられた対向電極と、前記本体部の直上に所定すきまを介して設けられ、
前記放電電極あるいは前記電極保持部に水を供給する水供給手段と、を備え、前記本体部
の軸方向長さは、前記突出部の長さの４倍以上２０倍以下の範囲内としたことを特徴とす
る静電霧化装置。
【請求項２】
　発泡金属で形成された本体部、および前記本体部の表面に付着した水が毛細管現象によ
り供給される突出部から構成された放電電極と、前記放電電極を保持する電極保持部と、
前記電極保持部に設けられ、前記突出部と対向して設けられた対向電極と、前記放電電極
の直上に設けられ、前記放電電極に水を供給する水供給手段と、を備え、前記本体部が略
直方体形状であり、幅を厚さよりも大きくして水を受ける面積を大きくしたことを特徴と
する静電霧化装置。
【請求項３】
　前記電極保持部に切欠きや開口を設け、前記電極保持部に前記放電電極が保持された状
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態で前記水供給手段より落下した水が前記電極保持部に溜まりにくくしたことを特徴とす
る請求項１または請求項２に記載の静電霧化装置。
【請求項４】
　前記水供給手段が結露水を生成する吸熱部と放熱部とを備え、前記吸熱部と前記放熱部
の間にペルチェ素子を設けた冷却板であって、前記吸熱部の直下に前記本体部が位置する
ように配置したことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の静電霧化装置。
【請求項５】
　前記水供給手段が吸熱部と放熱部を有する冷却板であって、前記吸熱部で生成された結
露水を前記吸熱部の下端に設けられた傾斜部分を伝って収集してから前記結露水を落下さ
せるようにしたことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の静電霧化装置。
【請求項６】
　前記水供給手段より供給される水を前記電極保持部に設けられた傾斜部に落下させて前
記水を前記電極保持部の所定部位に集中させるようにしたことを特徴とする請求項１また
は請求項２に記載の静電霧化装置。
【請求項７】
　前記放電電極を上方から固定する固定手段を備え、前記固定手段に前記水供給手段から
供給された水を受けて前記本体部に供給する傾斜部を設けたことを特徴とする請求項１ま
たは請求項２に記載の静電霧化装置。
【請求項８】
　前記放電電極を上方から固定する固定手段を備え、前記固定手段に前記対向電極を上方
から覆う対向電極覆い部を設けたことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の静電
霧化装置。
【請求項９】
　請求項１または請求項２に記載の静電霧化装置と、前記静電霧化装置と離れた位置に送
風路を介して設けられ、前記静電霧化装置で生成されたミストを噴霧する噴霧口と、を備
え、前記静電霧化装置で生成された前記ミストを前記静電霧化装置と離れた位置に設けら
れた前記噴霧口が開口している室内に噴霧するようにしたことを特徴とする機器。
【請求項１０】
　請求項１または請求項２に記載の静電霧化装置と、前記電極保持部に収納された前記放
電電極あるいは前記対向電極を前記電極保持部に固定する固定手段と、を備え、前記電極
保持部、前記放電電極、前記対向電極、前記固定手段を一体に形成してキット部品化した
ことを特徴とする機器。
【請求項１１】
　前記静電霧化装置は、前記放電電極あるいは前記電極保持部の直上に設けられた前記水
供給手段より落下することによって供給される水が前記水の周囲の空気の流れの影響を直
接受けないように前記水供給手段と前記電極保持部との間の前記水の落下経路の少なくと
も一部を覆う覆い部を前記固定手段に設けるようにしたことを特徴とする請求項９または
請求項１０に記載の機器。
【請求項１２】
　前記水供給手段と前記放電電極との間の前記所定すきまを４ｍｍ以上としたことを特徴
とする請求項１に記載の静電霧化装置。
【請求項１３】
　前記本体部に孔径１０～８００μｍ、空隙率６０～９０％のチタンなどの三次元網目構
造の発泡金属を使用するようにしたことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の静
電霧化装置。
【請求項１４】
　前記静電霧化装置に設けられ、前記静電霧化装置が動作中であることを表す静電霧化装
置表示手段を備えたことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の静電霧化装置。
【請求項１５】
　前面側に設けられた前面側熱交換器と上方あるいは後方に設けられた背面熱交換器とを
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配置した熱交換器と、前記熱交換器の前方あるいは上方に設けられた空気吸込口と、前記
空気吸込口より吸込まれ前記熱交換器により熱交換した空気を送風路を介して前面下方に
設けられた空気吹出口から吹出すための送風機と、前記空気吸込口の下流に配置され、少
なくとも前記放電電極、前記対向電極、前記水供給手段にて構成されて前記放電電極と前
記対向電極との間に電圧を印加することでミストを発生させる請求項１または請求項２に
記載の静電霧化装置と、を備え、前記静電霧化装置で生成された前記ミストを前記静電霧
化装置と離れた位置に設けられた前記空気吹出口より室内に噴霧するようにしたことを特
徴とする空気調和機。
【請求項１６】
　内箱と外箱から構成され、冷却器で冷却された冷気を冷却風路を介して送風することに
より仕切り壁で区画された複数の貯蔵室内を冷却する冷蔵庫において、貯蔵室内の壁面あ
るいは前記仕切り壁に配置され、少なくとも前記放電電極、前記対向電極、前記水供給手
段にて構成されて前記放電電極と前記対向電極との間に電圧を印加することでミストを発
生させる請求項１または請求項２に記載の静電霧化装置と、前記静電霧化装置が設けられ
た貯蔵室内の前記静電霧化装置とは離れた部位、あるいは前記静電霧化装置が設けられた
貯蔵室とは別の第２の貯蔵室内に設けられ、前記静電霧化装置と送風路を介して接続され
た噴霧口と、を備え、前記静電霧化装置で生成された前記ミストを前記静電霧化装置と離
れた位置に設けられた前記噴霧口から前記噴霧口が開口している前記貯蔵室内あるいは前
記貯蔵室とは別の第２の貯蔵室内に前記冷却風路を介して噴霧するようにしたことを特徴
とする冷蔵庫。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、ナノミストを発生させる静電霧化装置、冷蔵庫やショーケースや業務用冷
蔵庫や貯蔵庫などや空気調和機（空気清浄機や加湿器なども含む）などの（家電）機器、
機器の中の空気調和機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　水溜め部の上部に水溜め部よりの水を搬送する搬送部と、搬送部の搬送方向に対向する
ように配置された対向電極と、水溜め部から搬送部の対向電極側先端に至る経路中の水に
電圧を印加する水印加電極と、を備え、搬送部が固体酸を材料とする多孔質セラミックよ
り構成された静電霧化装置が記載されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　毛細管現象により水を搬送する水搬送部と、水搬送部に水を供給する水供給部と、水搬
送部が搬送する水に対して電圧を印加する印加電極と、を備え、水供給部が吸熱面を有し
吸熱面上で空気を冷却して結露水を生成する吸熱板、及びペルチェ素子、放熱板で構成さ
れる熱交換部であり、水搬送部の下部に熱交換部が配置されている静電霧化装置が記載さ
れている（例えば、特許文献２参照）。
【０００４】
　近年、冷却風路内に設けられて冷蔵庫内の空気中の水分を結露させる冷却板と、冷却板
で結露した水を水溜め部に搬送する搬送部と、水溜め部内の水を印加電極と対向電極の間
の電圧印加部に搬送する毛細管汲水体を供えて、電圧を印加することで貯蔵室内に脱臭効
果のあるミストやオゾンを発生させることのできる霧化装置を備えた冷蔵庫が提案されて
いる（例えば、特許文献３参照）。
【０００５】
　また、野菜ケース内を高湿度にするためのカバーが設けられた冷蔵庫のカバーの下方に
貯水タンクを設け、貯水タンクの下部（底面）にミスト発生装置（超音波振動子）が設け
られている冷蔵庫が提案されている（例えば、特許文献４参照）。
【０００６】
　また、冷蔵庫の前面扉に設けた表示部に複数色の照明手段を設けて操作部の操作により
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発光色又は発光状態を切替えたり、使用者が除菌ボタンを押した場合に表示部に「除菌モ
ード」と表示する冷蔵庫が記載されている（例えば、特許文献５参照）。
【０００７】
　また、除霜水を給水に利用する超音波加湿装置を野菜室に備えた冷蔵庫が記載されてい
る（例えば、特許文献６参照）。
【０００８】
　また、貯蔵室に微細ミストを供給するための霧化装置と、霧化装置に供給するための液
体を貯水する貯水部と、を備えて霧化装置と貯水部とを連結する経路（細管流路）内に液
体の含有物を除去する除去部材を備えた冷蔵庫が記載されている（例えば、特許文献７参
照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２００６－０３５１７１号公報
【特許文献２】特開２００７－１８１８３５号公報
【特許文献３】特開２００７－１０１０３４号公報
【特許文献４】特開２００６－１６２１９５号公報
【特許文献５】特開２００３－１７２５７７号公報
【特許文献６】特開平０６－２５７９３３号公報
【特許文献７】特開２００８－０８９２０３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　特許文献１に記載の霧化装置では、搬送部にセラミックが使用されているが、セラミッ
クは、一般的に気孔率（空隙率）が１０～５０％程度、気孔径（孔径、空隙部の直径の平
均）が０．１～３μｍ程度であり、また電気抵抗が（０．２～２）×１０１２Ω・ｍ程度
と大きい。このようにセラミック材は、孔径が非常に小さいため異物による目詰まり耐力
が極端に小さく長期間使用する場合には信頼性に課題があった。また、空隙率も小さいた
め、毛細管力が小さく水の吸収力や水の保持量が小さく、静電霧化の開始までの時間が長
くかかったり、霧化が途切れる恐れもあった。また、電気抵抗が非常に大きいため、電気
を通しにくく、高電圧がかかりにくく大きな電力が必要であった。
【００１１】
　また、水溜め部内に搬送部が上下方向に向くように挿入され、搬送部の上方の先端部と
対向する位置に対向電極が設けられ、水溜め部が搬送部や対向電極などと一体に構成され
ており、水溜め部に水を供給する必要性から水溜め部を空気清浄機などの機器本体から取
り外す必要があるが、水溜め部が搬送部や対向電極などと一体に構成されているので、水
溜め部をユーザが機器本体から取り外す場合にが搬送部や対向電極などの電極部も一緒に
取り外す必要があり、ユーザが電極部を触る可能性があり、感電する恐れもあった。
【００１２】
　特許文献２に記載の霧化装置では、水搬送部の下部に熱交換部を設け、熱交換部を吸熱
面を有する吸熱板の下部にペルチェ素子、ペルチェ素子の下部に放熱板の順で設けている
ので、吸熱面上に生成された結露水が多い場合には吸熱面の下部に設けられたペルチェ素
子に結露水があふれてかかる恐れがあり水に弱いペルチェ素子が故障する恐れがあった。
【００１３】
　特許文献３に記載の霧化装置を備えた冷蔵庫では、冷却板で結露した水を水溜め部に搬
送する搬送部を備えているので、冷却板から水溜め部までの経路が長くなり搬送部の構造
が複雑で部品点数が多くなりコストが高く、組立性が悪いし、また、搬送部にごみなどが
進入して搬送部を詰まらせて水溜め部に結露水が供給されないという課題があった。また
、毛細管汲水体と印加電極が別部材であり、構成が複雑で組立性が悪く、コストも高くな
っていた。また、水溜め部に水位検知手段を設けており、部品点数が多く高コストであり
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、また、制御が複雑になるという課題があった。
【００１４】
　特許文献４に記載の野菜ケースに霧化装置を備えた冷蔵庫では、野菜容器及びカバーを
直接ミスト発生装置の冷却板に使用しているので、結露水の収集が野菜容器及びカバーの
形状や大きさに依存されるので、野菜容器及びカバーの形状は、設置スペースがかぎられ
、内容積拡大の必要性からも大幅な形状変更などが行えず制約が多くミスト噴霧に必要な
水を安定して確保するのが容易でなかった。また、冷却板に野菜容器及びカバーを直接使
用しているので、野菜ケース内部を高湿度にして結露水を生成する必要があり、高湿度に
できない他の貯蔵室への展開などが困難であった。また、貯水タンクの底面にミスト発生
装置（超音波振動子）が設けられているので、貯水タンクとミスト発生装置との水漏れ対
策などのシール構造を含め構造が複雑になって組立性が悪化しコストが上昇していた。ま
た、ミスト発生装置に超音波振動子を使用しているので、ミストが微細化できず庫内に均
一に噴霧することがむずかしかった。
【００１５】
　また、特許文献３や特許文献４では、霧化装置が動作中であることがユーザにわかりず
らく確認のしようがなかった。また静電霧化装置が本当に動作しているのか、いつ動作し
たのかが分からず、ユーザに疑念を抱かせていた。
【００１６】
　また、特許文献５に記載の冷蔵庫では、使用者が除菌ボタンを押した場合に「除菌モー
ド」と表示を行うが、使用者が除菌ボタンを押さなかった場合に除菌モードに入っても使
用者が冷蔵庫の前にいなかった場合には除菌を行ってくれているのかどうかが使用者には
わからず不安になっていた。
【００１７】
　また、特許文献６に記載の冷蔵庫では、野菜室に除霜水を給水に使用する超音波加湿装
置を供えているが、除霜水をどうやって給水に利用するのかの具体的構成が何ら記載され
ておらず、従って除霜水を必要なとき確保するのが困難であった。また、ミストを発生さ
せるために孔径０．２～０．３ｍｍ、厚さ８０～１００μｍの霧化フィルタを使用する必
要があり、その取り扱いや取付構造が難しく、構成が複雑になっていた。また、ミスト発
生装置に超音波振動子を使用しているので、ミストが微細化できず庫内に均一に噴霧する
ことがむずかしかった。
【００１８】
　また、特許文献７に記載の冷蔵庫では、霧化装置と貯水部とを連結するために経路（細
管流路）を断熱材中に設け、さらに送水量を制御する送水手段も設ける必要があり、構造
が複雑でコストアップとなっていた。また、ホーンには先端部の霧化部に水を供給するた
めに底面部から先端部に向かって直線状の微細孔を設ける必要があり、加工が困難であり
、コストアップとなっていた。
【００１９】
　本発明は、簡単な構成で組立容易でしかも低コストの静電霧化装置（ミスト噴霧装置）
、静電霧化装置を備えた冷蔵庫や空気調和機などの（家電）機器を提供することを目的と
する。
【００２０】
　また、本発明では、異物による目詰まり耐力があり長期間使用でき信頼性が高く、また
、水の吸収力や水の保持量が大きく、静電霧化の開始までの時間が短時間で霧化の発生が
途切れることがなく、また、電気抵抗が小さく、低電力の静電霧化装置（ミスト噴霧装置
）、静電霧化装置を備えた冷蔵庫や空気調和機などの（家電）機器を提供することを目的
とする。
【００２１】
　また、熱交換部に吸熱板と放熱板の間にペルチェ素子を用いる場合にあってもペルチェ
素子に結露水がかからずペルチェ素子の故障などのおこらない信頼性の高い静電霧化装置
（ミスト噴霧装置）、静電霧化装置を備えた冷蔵庫や空気調和機などの（家電）機器を提
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供することを目的とする。
【００２２】
　また、本発明では、霧化した水粒子を微細化して貯蔵室内に均一に噴霧できる冷蔵庫や
空気調和機などの（家電）機器を提供することを目的とする。
【００２３】
　また、本発明は、搬送部や経路（細管流路）や電極への微細孔の加工などが不要な構造
が簡単で低コストで安価な静電霧化装置、静電霧化装置を備えた冷蔵庫や空気調和機など
の（家電）機器を提供することを目的とする。
【００２４】
　また、本発明では、静電霧化装置が動作中であること、およびいつ動作したかの履歴な
どを目視にて確認できる手段を備えた静電霧化装置を提供することを目的とする。
【００２５】
　また、どのような温度帯の貯蔵室であっても適用できる静電霧化装置を提供することを
目的とする。
【００２６】
　また、本発明では、水溜め部や水位検知手段を設けなくても動作可能で部品点数が少な
く構成が簡単な静電霧化装置、静電霧化装置を備えた冷蔵庫や空気調和機などの家電（機
器）を提供することを目的とする。
【００２７】
　また、本発明は、水切れを抑制できる高性能で信頼性の高い静電霧化装置を搭載した冷
蔵庫や空気調和機などの（家電）機器を提供することを目的とする。
【００２８】
　また、本発明は、低コストでしかも貯蔵室内の加湿、除菌が可能でしかも詰まりなどの
ない信頼性の高い静電霧化装置、静電霧化装置を備えた冷蔵庫や空気調和機などの（家電
）機器を提供することを目的とする。
【００２９】
　また、本発明は、これらの（家電）機器の中でも、特に上記目的を達成することができ
る空気調和機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００３０】
　本発明の静電霧化装置は、軸方向に長い略直方体状あるいは略円柱状の本体部、および
前記本体部の軸方向途中から前記本体部の軸方向と略直角方向へ突出し、前記本体部の軸
方向長さよりも短く前記本体部と一体に形成されて前記本体部の表面に付着した水が毛細
管現象により供給される略直方体状あるいは略円柱状あるいは略角錐状あるいは略円錐状
の突出部から構成された放電電極と、前記放電電極を保持する電極保持部と、前記電極保
持部に設けられ、前記突出部と対向して設けられた対向電極と、前記本体部の直上に所定
すきまを介して設けられ、前記放電電極あるいは前記電極保持部に水を供給する水供給手
段と、を備え、前記本体部の軸方向長さは、前記突出部の長さの４倍以上２０倍以下の範
囲内としたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００３１】
　本発明によれば、加工性が良く、長期間にわたって安定して突出部に水を供給でき、安
定してミストを噴霧できる。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本発明の実施の形態を表す冷蔵庫１の正面図である。
【図２】本発明の実施の形態を表す冷蔵庫１の側断面図である。
【図３】本発明の実施の形態１を表す冷蔵庫１の制御装置３０のブロック図である。
【図４】本実施の形態を表す図１、図２で示した冷蔵庫１の扉を開放した状態での貯蔵室
内を正面から見た正面図である。
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【図５】本実施の形態を表す冷蔵庫１に搭載されるカバーを取り付けた状態の静電霧化装
置２００の正面図である。
【図６】本実施の形態を表す冷蔵庫１に設けられる静電霧化装置２００のカバー内部の斜
視図である。
【図７】本実施の形態を表す冷蔵庫１に設けられる静電霧化装置２００のカバー内部を上
から見た上面図である。
【図８】本実施の形態を表す冷蔵庫１に設けられる静電霧化装置２００のカバー内部を側
面から見た側面図である。
【図９】本実施の形態を表す冷蔵庫１に設けられる静電霧化装置２００のカバー内部を冷
蔵庫１の正面から見た正面断面図である。
【図１０】本実施の形態を表す冷蔵庫１に設けられる静電霧化装置２００のカバー内部を
側面から見た側面図である。
【図１１】本実施の形態を表す冷蔵庫１に設けられる静電霧化装置２００のカバー内部を
側面から見た側面図である。
【図１２】本発明の実施の形態を表す別の静電霧化装置２００の分解斜視図である。
【図１３】本発明の実施の形態を表す別の静電霧化装置２００の組立方法を表す斜視図で
ある。
【図１４】本発明の実施の形態を表す別の静電霧化装置２００の上面図である。
【図１５】本発明の実施の形態を表す図１４で示した静電霧化装置２００のＫ－Ｋ断面を
表す静電霧化装置２００の断面図である。
【図１６】本発明の実施の形態を表す図１４で示した静電霧化装置２００のＭ－Ｍ断面を
表す静電霧化装置２００の断面図である。
【図１７】本発明の実施の形態を表す静電霧化装置２００に給水手段を設置した状態を説
明するための図である。
【図１８】本発明の実施の形態を表す冷蔵庫の扉を開放した状態での正面図である。
【図１９】本発明の実施の形態を表す冷蔵庫１に搭載されるカバーを取り付けた状態の静
電霧化装置２００の正面図である。
【図２０】本発明の実施の形態を表す冷蔵庫１に搭載されるカバーを取り付けた状態の静
電霧化装置２００の正面図である。
【図２１】本発明の実施の形態を表す冷蔵庫１の概略側断面図である。
【図２２】本発明の実施の形態を表す冷蔵庫の冷蔵室の正面斜視図である。
【図２３】一般的なＬＥＤ９１０の発光特性を表す図である。
【図２４】本発明の実施の形態を表す冷蔵庫１の冷蔵室２を上面からみた図である。
【図２５】本発明の実施の形態を表す別の冷蔵庫１の冷蔵室２の上面図である。
【図２６】本発明の実施の形態を表す冷蔵庫１の側断面図である。
【図２７】本発明の実施の形態を表す冷蔵庫１の冷蔵室２の正面斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　実施の形態１．
（冷蔵庫）
　図１は本発明の実施の形態１を表す冷蔵庫１の正面図、図２は本発明の実施の形態１を
示す冷蔵庫１の側断面図である。図において、冷蔵庫１は最上段に観音開き式（あるいは
開閉式）の冷蔵室２を備えている。冷蔵室２の下には製氷室３及び切替室４が左右に並列
に配設されている。冷蔵庫１の最下段には冷凍室６を備え、冷凍室６の上には野菜室５を
備えている。この野菜室５は、左右に並列に配設された製氷室３と切替室４の下方で、冷
凍室６の上方に設けられている。
【００３４】
　もちろん、各室の配置は本実施の形態を制限するものではなく、上段に設けられた冷蔵
室２の下に製氷室３及び切替室４を左右に並列に配設し、これら左右に並列に配設された
製氷室３及び切替室４の下方で、かつ下段に設けられた野菜室５の上部に冷凍室６を配設
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する、いわゆる野菜室５と左右に並列に配設された製氷室３及び切替室４との間に冷凍室
６を配設するミッドフリーザータイプの方が低温室（例えば、製氷室３、切替室４、冷凍
室６）が近接するため低温室間の断熱材が不要であり、また、熱漏れも少ないので省エネ
ルギーで低コストの冷蔵庫が提供できる。
【００３５】
　貯蔵室である冷蔵室２の正面側開口部は、自在に開放、閉塞することができる観音開き
式の冷蔵室扉７が設けられており、この冷蔵室扉７は、冷蔵室扉左７Ａ、冷蔵室扉右７Ｂ
の２つにより観音式扉を構成している。もちろん、観音式扉ではなく、１枚式の回転式扉
でもよい。他の貯蔵室である製氷室３、切替室４、野菜室５、冷凍室６には、製氷室３の
開口部を自在に開口・閉塞することができる引出式の製氷室扉８、切替室４の開口部を自
在に開放・閉塞することができる引出式の切替室扉９、野菜室５の開口部を自在に開放・
閉塞することができる引出式の野菜室扉１０、冷凍室６の開口部を自在に開放・閉塞する
ことができる引出式の冷凍室扉１１がそれぞれ設けられている。また、貯蔵室である冷蔵
室２の左右の冷蔵室扉左７Ａ、冷蔵室扉右７Ｂのいずれかには、貯蔵室内の温度設定など
を行う操作スイッチ（部屋選択スイッチ６０ａ、温度帯切替スイッチ６０ｂ、瞬冷凍スイ
ッチ６０ｃ、製氷切替スイッチ６０ｄ、ミスト噴霧スイッチ６０ｅ）や庫内温度や設定温
度などの温度情報の表示を行う操作パネル６０が設けられており、操作スイッチの操作情
報や液晶表示部の表示情報や貯蔵室内の温度情報などが冷蔵庫本体背面上部（冷蔵室背面
）に設けられたマイコンなどを実装した制御基板で構成される制御装置３０によって制御
される。
【００３６】
　冷蔵庫１の背面最下部に設けられている機械室１Ａには圧縮機１２が配されている。冷
蔵庫１は、冷凍サイクルを備えており、圧縮機１２は冷凍サイクルを構成する１部品であ
り機械室１Ａに配置されており、冷凍サイクル内の冷媒を圧縮する作用を有する。圧縮機
１２で圧縮された冷媒は凝縮器（図示せず）において凝縮される。凝縮された状態の冷媒
は減圧装置である毛細管（図示せず）や膨張弁（図示せず）において減圧される。冷却器
１３は、冷蔵庫の冷凍サイクルを構成する１部品で冷却器室１３１に配置されている。減
圧装置にて減圧された冷媒は、冷却器１３において蒸発し、この蒸発時の吸熱作用により
冷却器１３周辺の気体は冷却される。冷気循環用ファン１４は冷却器室１３１内で冷却器
１３の近傍に配置されており、冷却器１３周辺で冷却された冷気を冷却風路（例えば、切
替室冷却風路１６や冷蔵室冷却風路５０など）を介して冷蔵庫１の貯蔵室である各室（冷
蔵室２、製氷室３、切替室４、野菜室５、冷凍室６）へと送風するためのものである。
【００３７】
　冷却器１３の下方には冷却器１３の除霜を行う除霜手段である除霜用ヒータ１５０（除
霜用のガラス管ヒータで、例えば、石英ガラス管内に石英ガラス管を透過する波長０．２
μｍ～４μｍの光を出すカーボン繊維が用いられたカーボンヒータなど）が設けられてい
る。冷却器１３と除霜用ヒータ１５０の間で除霜用ヒータ１５０の上部には、冷却器１３
より落下してきた除霜水が直接除霜用ヒータ１５０に当たらない様に、ヒータルーフ１５
１が設けられている。除霜用ヒータ１５０にカーボンヒータなどの黒色媒体のヒータを使
用すれば、輻射伝熱により冷却器１３の霜を効率的に溶かすことができるため表面温度を
低温度（約７０℃～８０℃）にすることが可能となり、冷凍サイクルに使用される冷媒に
可燃性冷媒（例えば、炭化水素冷媒であるイソブタンなど）を使用している場合に冷媒漏
れなどが発生しても着火の危険性が低減できる。また、ニクロム線ヒータに比べて輻射伝
熱により冷却器１３の霜を効率的に溶かすことができるため冷却器１３に着霜した霜が除
々に溶けるようになり霜が塊となってどさっと落下しにくくなるので、ヒータルーフ１５
１に落下したときの落下音が低減できるので、低騒音で除霜効率の良い冷蔵庫が提供でき
る。
【００３８】
　ここで、除霜用ヒータ１５０は、冷却器１３に一体に組み込まれたかち込みタイプのヒ
ータであっても良い。また、ガラス管タイプヒータとかち込みタイプヒータを併用しても
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良い。
【００３９】
　風量調整手段である切替室ダンパ１５は、冷気循環用ファン１４により貯蔵室である切
替室４に送風される冷気の冷気量を調整し、切替室４内の温度を所定温度に制御したり、
切替室４の設定温度を切り替えたりするためのものである。冷却器１３で冷却された冷気
が冷却風路である切替室冷却風路１６を通って、切替室４内に送風される。また、この切
替室冷却風路１６は、切替室ダンパ１５の下流に配されている。
【００４０】
　また、風量調整手段である冷蔵室ダンパ５５も、冷気循環用ファン１４により貯蔵室で
ある冷蔵室２に送風される冷気の冷気量を調整し、冷蔵室２内の温度を所定温度に制御し
たり、冷蔵室２の設定温度を変更したりするためのものである。冷却器１３で冷却された
冷気が冷却風路である冷蔵室冷却風路５０を通って、冷蔵室２内に送風される。
【００４１】
　貯蔵室である、例えば切替室４は、貯蔵室内の温度を冷凍温度帯（－１７℃以下）から
野菜室温度帯（３～１０℃）までの間で複数の段階から選択可能な部屋（貯蔵室）であり
、冷蔵庫１の冷蔵室扉左７Ａ、冷蔵室扉右７Ｂのいずれかに設置した操作パネル６０を操
作することで貯蔵室内の温度の選択や切り替えを行う。
【００４２】
　切替室４の、例えば奥側壁面には、切替室４内の空気温度を検知するための第１の温度
検出手段である切替室サーミスタ１９（図３参照）を設置し、切替室４の例えば天上面（
中央部、前面部、あるいは後面部など）には貯蔵室である切替室４内に投入された貯蔵物
の表面温度を直接的に検出するための第２の温度検出手段であるサーモパイル２２（図３
参照、あるいは赤外線センサ）を設置している。冷却器室１３１から切替室４に冷気を送
る風路には、風量の制御や風路を遮蔽して冷気の流入を阻止することができる風量調整装
置である切替室ダンパ１５を設け、第１の温度検出手段である切替室サーミスタ１９の検
出温度（あるいはサーモパイル２２の検出温度）により切替室ダンパ１５を開・閉するこ
とで、切替室４の温度が選択された温度帯になるように調整したり、設定された温度範囲
内に入るように制御装置３０にて制御される。また、第２の温度検出手段であるサーモパ
イル２２にて切替室４内の貯蔵物である食品の温度を直接検出するようにしている。
【００４３】
　貯蔵室である冷蔵室２の奥側の仕切り壁５１（断熱壁）には、貯蔵室内にミストを噴霧
するミスト噴霧装置である静電霧化装置２００が設けられている。静電霧化装置２００は
、貯蔵室内の空気中の水分を結露水として収集するための冷却板２１０（後述）が貯蔵室
である冷蔵室２内から冷蔵室２の奥側の仕切り壁５１（断熱壁）を貫通して冷却風路であ
る冷蔵室冷却風路５０内に突出するように設けられている。
【００４４】
　図３は本発明の実施の形態１を表す冷蔵庫１の制御装置３０のブロック図である。制御
装置３０にはマイコン３１（マイクロコンピュータ）を搭載し、予め記憶しているプログ
ラムにより、冷蔵庫１の各貯蔵室の温度制御、圧縮機１２や冷気循環用ファン１４の回転
数制御、切替室ダンパ１５、冷蔵室ダンパ５５の開閉制御、静電霧化装置２００（後述す
る放電電極２３０、及び対向電極２４０）への電圧印加制御などを行っている。操作パネ
ル６０には、以下に示すスッチを備える。
（１）冷蔵室、冷凍室、切替室などの貯蔵室を選択する部屋選択スイッチ６０ａ；
（２）切替室などの貯蔵室の温度帯（冷蔵、冷凍、チルド、ソフトフリージングなど）を
切り替えたり、急冷や強・中・弱などを切り替える温度帯切替スイッチ６０ｂ；
（３）貯蔵室内を過冷却状態を経て冷凍保存する瞬冷凍スイッチ６０ｃ（瞬冷凍は、過冷
却冷凍ともいう）；
（４）製氷に関して、透明氷、通常、急速、停止などを選択する製氷切替スイッチ６０ｄ
；
（５）静電霧化装置２００に通電して貯蔵室内にミスト噴霧（静電噴霧）を実施するミス
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ト噴霧スイッチ６０ｅ（静電噴霧選択）。
【００４５】
　ここで、貯蔵室（例えば切替室４）内の温度を検出する温度検出センサについて説明す
る。本実施の形態では、貯蔵室（例えば、切替室４）内の温度を検出する温度検出センサ
として、第１の温度検出手段である切替室サーミスタ１９と第２の温度検出手段であるサ
ーモパイル２２を備えている。貯蔵室（例えば、切替室４）内の空気の温度を検出する第
１の温度検出手段である切替室サーミスタ１９の検出温度は、制御装置３０を構成するマ
イコン３１に入力され、マイコン３１（例えば、マイコン３１内の温度判定手段）で所定
値と比較して温度判定を行い、所定の温度範囲内に入るように制御を行う。また、貯蔵室
（例えば、切替室４）内の食品などの表面温度などを直接検出する第２の温度検出手段で
あるサーモパイル２２の検出信号はマイコン３１に入力され、マイコン３１（例えばマイ
コン３１内の演算手段）で演算処理されて食品などの表面温度に換算された後、急速冷凍
制御や過冷却冷凍制御など所定の温度制御を行う。また、制御装置３０は、各貯蔵室（冷
蔵室２、製氷室３、切替室４、野菜室５、冷凍室６）内の温度制御や静電霧化装置２００
の通電制御などの各種制御行い、冷蔵室扉左７Ａ、冷蔵室扉右７Ｂのいずれかに設けられ
た操作パネル６０（表示パネル）に各貯蔵室の設定温度や食品（表面）温度や各貯蔵室に
設置された静電霧化装置２００の動作状況などを表示する。
【００４６】
（静電霧化装置）
　図４は本実施の形態を表す図１、図２で示した冷蔵庫１の扉を開放した状態での貯蔵室
内を正面から見た正面図である。図５は本実施の形態を表す冷蔵庫１に搭載されるカバー
を取り付けた状態の静電霧化装置２００の正面図、図６は本実施の形態を表す冷蔵庫１に
設けられる静電霧化装置２００のカバー内部の斜視図、図７は本実施の形態を表す冷蔵庫
１に設けられる静電霧化装置２００のカバー内部を上から見た上面図、図８は本実施の形
態を表す冷蔵庫１に設けられる静電霧化装置２００のカバー内部を側面から見た側面図で
ある。
【００４７】
　静電霧化装置２００は、本実施の形態では、貯蔵室（例えば、冷蔵室２や野菜室５など
であり、どの貯蔵室であっても良い）内の背面上部に設けられている。静電霧化装置２０
０には、貯蔵室である、例えば冷蔵室２の背面に設けられた仕切り壁５１（断熱壁）を貫
通して貯蔵室である冷蔵室２側と冷却風路５０側にまたがって水供給手段である冷却板２
１０が設けられている。冷却板２１０は、腐食に強く熱伝導の良い材料（例えば、アルミ
やアルミ合金や銅合金など）で一体成形（あるいは分割して一体に構成）され、貯蔵室で
ある冷蔵室２側に突出して設けられる吸熱フィン部２１１、冷却風路５０側に突出して設
けられる放熱フィン部２１２、吸熱フィン部２１１（貯蔵室側フィン部）と放熱フィン部
２１２（冷却風路側フィン部）とを接続する熱伝導部２１３とから構成されており、熱伝
導部２１３は冷却風路５０と冷蔵室２との間の仕切り壁５１（断熱壁）に冷却風路５０か
ら貯蔵室への冷気漏れが貯蔵室の温度制御可能な程度に略シールされた状態で配置されて
いる。吸熱フィン部２１１と放熱フィン部２１２は別に突出して無くても良く、所定の冷
却効果（吸熱性能や放熱性能など）が得られれば良い。
【００４８】
　ここで、吸熱フィン部２１１（貯蔵室側フィン部）の下端面２１１Ｙの下方（直下）に
、上下方向の所定すきまＸを介して水を排出するための開口や切欠きを有する容器状の電
極保持部２２０が設けられている場合について、図８にて説明する。吸熱フィン部２１１
（貯蔵室側フィン部）の下端面２１１Ｙの下方（直下）には、１ｍｍ～２０ｍｍ程度の上
下方向の所定のすきまＸを介して樹脂製の電極保持部２２０が設けられており、結露水が
直接直下の電極保持部２２０に落下するので、吸熱フィン部２１１に生成された結露水を
電極保持部２２０に搬送するための搬送部が不要であり、構造が簡単でコンパクトとなり
低コストの冷蔵庫１が得られる。電極保持部２２０には放電電極２３０が保持されており
、放電電極２３０は本体部２３２と突出部２３１とから形成されている。
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【００４９】
　また、吸熱フィン部２１１の下端面２１１Ｙと電極保持部２２０上端との間の上下方向
（結露水の落下方向）の所定のすきまＸは、吸熱フィン部２１１から落下する結露水が貯
蔵室内を冷却する冷気によって電極保持部２２０の容器外に飛ばされて容器外に落下しな
いように１ｍｍ～２０ｍｍ程度にしている。ここで、吸熱フィン部２１１と電極保持部２
２０との間の所定すきまＸは、貯蔵室内の空気が電極保持部２２０の容器内に入りこんで
電極保持部２２０の容器内の温度が低下して電極保持部２２０の容器内の結露水が凍結し
てしまうのを抑制できるようにできるだけ小さい方がよく、好ましくは１０ｍｍ程度以下
が良い。
【００５０】
　また、この場合、水供給手段である吸熱フィン部２１１の下端面２１１Ｙと放電電極２
３０（上面）との間のすきまＺは、吸熱フィン部２１１から直下の放電電極２３０や電極
保持部２２０へ空間を介して落下する結露水の落下速度を小さく抑えて放電電極２３０や
電極保持部２２０への落下時の衝撃緩和や飛び跳ねて容器外への飛び出すことなどを抑制
するため小さいほうが良く、１ｍｍ～３０ｍｍ程度にすればよい。また、電極保持部２２
０には、放電電極２３０、対向電極２４０が固定・保持されている。但し、吸熱フィン部
２１１の下端面２１１Ｙと放電電極２３０との間のすきまＺは、放電電極２３０の表面に
水滴が付着した状態になると、放電電極２３０と対向電極２４０間に電圧を印加した場合
に吸熱フィン部２１１の下端面２１１Ｙと放電電極２３０との間で放電する恐れがあるの
で、放電しないすきまを確保する必要があり、所定すきまＺは４ｍｍ以上が好ましい。ま
た、放電電極２３０上に水が溜まった状態にならない方が放電しにくいため、電極保持部
２２０は水供給手段である吸熱フィン部２１１と対向する放電電極２３０の表面に水が付
着あるいは溜まらないように開口や切欠きなどを設けて水が電極保持部２２０の放電電極
２３０保持部分に溜まらない構成（あるいは放電電極２３０の表面に水が溜まらない構成
とするために放電電極２３０保持部分からは水が排出できる構成とし、排出された水を溜
める水溜め部を別途下方に設ける構成として水溜め部に溜まった水が放電電極２３０に接
触しない構成としても良い）にした方が良い。
【００５１】
　また、電極保持部２２０の大きさ（例えば図７や図８における幅方向寸法２２０Ｋ、奥
行き方向寸法２２０Ｌ）は、冷却板２１０の大きさ（例えば図７や図８における幅方向寸
法２１１Ｋ、奥行き方向寸法２１１Ｌ）と略同等か、冷却板２１０の大きさより大きくし
てあり、冷却板２１０で生成された結露水が電極保持部２２０の容器内に落下するのを受
けて外部に飛び出さないようにしている。
【００５２】
　次に、吸熱フィン部２１１（貯蔵室側フィン部）の下端面２１１Ｙの外側面周囲を所定
長さＰだけ電極保持部２２０の上部内壁である給水手段覆い部２２０Ｘで覆う場合につい
て図９にて説明する。この場合でも吸熱フィン部２１１の下方に電極保持部２２０を設け
ることにかわりはない。
【００５３】
　図９は本実施の形態を表す冷蔵庫１に設けられる静電霧化装置２００のカバー内部を冷
蔵庫１の正面から見た正面断面図である。図において、複数の吸熱フィン部２１１（貯蔵
室側フィン部）の下端面２１１Ｙ（冷却板２１０の庫内側の吸熱フィン部２１１の下部）
の外側面２１１Ｘの周囲が所定長さＰだけ電極保持部２２０の上部内壁である給水手段覆
い部２２０Ｘにて覆われている。ここで、吸熱フィン部２１１（貯蔵室側フィン部）の下
端面２１１Ｙ（冷却板２１０の庫内側の吸熱フィン部２１１の下部）の外側面２１１Ｘの
周囲と電極保持部２２０の上部内壁（給水手段覆い部）である給水手段覆い部２２０Ｘと
の間には側面方向（結露水の落下方向に対して略直交する方向）の所定すきまＹ（図９参
照）、Ｙ１（図８参照）が設けられている。ここで静電霧化装置２００を正面からみて側
方すきまである所定すきまＹは正面から見て両側方（左右）で異なっても良いが、両側方
の所定すきまが同じＹだとすれば、
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　　２１１Ｋ＋２×Ｙ＝２２０Ｋ
となる。静電霧化装置２００を正面からみて前面すきまである所定すきまＹ１は、
　　２１１Ｌ＋Ｙ１＝２２０Ｌ
の関係を有していることになる。
【００５４】
　ここでは、電極保持部２２０の容器内に落下して結露水の温度が上昇して雑菌が繁殖し
ないように電極保持部２２０の容器内には貯蔵室内の冷気を取り入れた方が良く、吸熱フ
ィン部２１１と電極保持部２２０との間のすきまＹ、Ｙ１は、１ｍｍ以上が良く、好まし
くは２ｍｍ以上が良い。この所定すきまＹ、Ｙ１の大きさは、吸熱フィン部２１１と電極
保持部２２０の容器との間のすきま面積（冷気が容器内に進入できる吸熱フィン部２１１
と電極保持部２２０との間に形成される開口部の面積：例えば２２０Ｋ×２２０Ｌ－２１
１Ｋ×２１１Ｌで表される面積）と関連するので、電極保持部２２０の容器内に落下した
結露水が凍結してしまわない温度以上で容器内の結露水に雑菌が繁殖しにくい温度以下で
ある所定温度範囲（例えば凍結点温度（例えば０℃）程度以上５℃程度以下）となるよう
にすきまやすきま面積を設定すれば良い。
【００５５】
　ここで、水供給手段である給水手段（冷却板２１０の吸熱フィン部２１１）より落下す
る結露水が電極保持部２２０の給水手段覆い部２２０Ｘにて略密閉状態となるように覆わ
れるか、あるいは少なくとも一部が覆われるようにすれば、電極保持部２２０の電極収納
部２２５内に落下する水滴２７５（図１６参照）が冷却板２１０の吸熱フィン部２１１、
電極保持部２２０が設置されている周囲の影響（空気の流れや温度の影響など）を受けに
くいので、落下する結露水が空気や冷気の流れなどによりどこかに飛び散ったり、給水手
段（冷却板２１０の吸熱フィン部２１１）に発生した結露水が凍りついたりすることが起
こりにくく信頼性の高い静電霧化装置２００が得られる。
【００５６】
　また、電極保持部２２０の容器の上面開口部（給水手段覆い部２２０Ｘ）の大きさ（例
えば幅方向寸法２２０Ｋ、奥行き方向寸法２２０Ｌ）は、吸熱フィン部２１１下部の外側
（外面、外周面）の大きさ（例えば幅方向寸法２１１Ｋ、奥行き方向寸法２１１Ｌ）と同
等か吸熱フィン部２１１の大きさよりも大きくしてあり、好ましくは吸熱フィン部２１１
の外側面２１１Ｘを１ｍｍ～２０ｍｍ程度の所定すきまＹ、Ｙ１を介して覆うようにすれ
ば、貯蔵室内の空気が電極保持部２２０内に入りにくくなり、従って電極保持部２２０の
容器内に落下した結露水が凍結するのを抑制できる。このとき、吸熱フィン部２１１の外
側面２１１Ｘと吸熱フィン部２１１の外側面２１１Ｘと対向する位置の電極保持部２２０
の容器内面（給水手段覆い部２２０Ｘ）とのすきまＹ、Ｙ１が小さすぎると吸熱フィン部
２１１に結露した結露水が容器の壁面に接触して表面張力などで容器外にこぼれる可能性
があるので、吸熱フィン部２１１の外側面２１１Ｘと電極保持部２２０の容器の開口部側
面内壁である給水手段覆い部２２０Ｘとの間の所定すきまＹは２ｍｍ以上が良く、２ｍｍ
～２０ｍｍとすれば良い。また、吸熱フィン部２１１の下部前面と電極保持部２２０の容
器の開口部前面内壁との間の所定すきまＹ１も所定すきまＹと略同等でよく、２ｍｍ以上
が良く、２ｍｍ～２０ｍｍとすれば良い。
【００５７】
　また、吸熱フィン部２１１の下端面２１１Ｙと電極保持部２２０の容器（給水手段覆い
部２２０Ｘ）の上端部との長さＰ（電極保持部２２０の給水手段覆い部２２０Ｘの上端部
が吸熱フィン部２１１とオーバーラップする長さＰ、図９参照）は、冷却板２１０から落
下する結露水が飛び跳ねて容器外部に飛び出さないように実験などにより設定すればよく
、１ｍｍ～２０ｍｍ程度が良い。ここで、吸熱フィン部２１１と電極保持部２２０（給水
手段覆い部２２０Ｘ）の寸法を定義する。吸熱フィン部２１１については、幅方向寸法２
１１Ｋ、奥行き方向寸法２１１Ｌとする。また、電極保持部２２０（給水手段覆い部２２
０Ｘ）については、幅方向寸法２２０Ｋ、奥行き方向寸法２２０Ｌとする。吸熱フィン部
２１１の幅方向寸法２１１Ｋは、電極保持部２２０の幅方向寸法２２０Ｋより幅方向の所
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定すきまＹの２倍だけ小さいことになる。吸熱フィン部２１１の奥行き方向寸法２１１Ｌ
は、奥行き方向の所定すきまをＰ１（幅方向の所定すきまＰと同じであっても異なってい
ても良い）とすれば、電極保持部２２０（給水手段覆い部２２０Ｘ）の奥行き方向寸法２
２０Ｌよりも奥行き方向の所定すきまＰ１だけ小さいことになる。
【００５８】
　また、この場合、水供給手段である吸熱フィン部２１１の下端面２１１Ｙ（下面）と放
電電極２３０の上面との間のすきまＺは、吸熱フィン部２１１から落下する結露水の落下
速度を小さく抑えて放電電極２３０や電極保持部２２０への落下時の衝撃や飛び跳ねなど
を抑制するため小さいほうが良く、３０ｍｍ程度以下が良く、好ましくは１０ｍｍ程度以
下にすればよい。また、このすきまＺは、小さければ小さい方がよく、０．５ｍｍ以上が
良く１０ｍｍ以下程度（好ましくは１ｍｍ程度以上８ｍｍ程度以下）がよく、さらには１
ｍｍ程度以上６ｍｍ程度以下であれば表面張力や毛細管現象により吸熱フィン部２１１か
ら直接放電電極２３０に連続的に結露水を供給（移動）させることができるので、落下時
の衝撃や飛び跳ねを抑制できる。ここで、すきまＺは、１ｍｍよりも小さいと冷蔵庫１の
圧縮機１２や冷気循環用ファン１４などの運転時や起動・停止時などの振動で接触して吸
熱フィン部２１１や放電電極２３０が磨耗や割れなどの故障の原因となるし、また接触す
るため騒音・振動が問題となるので、１ｍｍ以上が好ましい。また、放電電極２３０の水
供給手段である吸熱フィン部２１１と対向する上表面に水が付着した状態では、放電電極
２３０と対向電極２４０間に電圧を印加した場合に吸熱フィン部２１１の下端面２１１Ｙ
と放電電極２３０との間で放電する恐れがあるので、放電電極２３０に水を溜めないよう
にし、また放電しないすきまを確保する必要があり、所定すきまＺは４ｍｍ以上が好まし
い。
【００５９】
　以上のように水供給手段である冷却板２１０（吸熱フィン部２１１）を放電電極２３０
（あるいは電極保持部２２０）の直上に所定隙間Ｚを介して設けているので、水供給手段
を放電電極２３０の下方や別の場所に設ける場合に比べて、結露水が直接直下の容器状の
電極保持部２２０（あるいは放電電極２３０）に落下するので、水供給手段である冷却板
２１０の吸熱フィン部２１１に生成された結露水を電極保持部２２０（あるいは放電電極
２３０）に搬送するための搬送部が不要であり、構造が簡単でコンパクトとなり低コスト
の冷蔵庫１が得られる。
【００６０】
　以上は、放電電極２３０を吸熱フィン部２１１の下端面２１１Ｙの直下に設ける例につ
いて説明したが、放電電極２３０を吸熱フィン部２１１の下端面２１１Ｙの外側面２１１
Ｘの側方に設けても良い。この場合には、吸熱フィン部２１１で結露した結露水が放電電
極２３０に供給できるように吸熱フィン部２１１の側面と放電電極２３０との所定側面す
きまは、吸熱フィン部２１１で生成された結露水が吸熱フィン部２１１から直接下方に落
下せずに表面張力や毛細管現象にて放電電極２３０へ伝わって供給可能なように小さけれ
ば小さい方がよく、０．２ｍｍ程度以上５ｍｍ程度以下（好ましくは０．５ｍｍ程度以上
３ｍｍ程度以下）が良い。０．２ｍｍ程度以上５ｍｍ程度以下（好ましくは０．５ｍｍ程
度以上３ｍｍ程度以下）であれば表面張力や毛細管現象により吸熱フィン部２１１から直
接、放電電極２３０に連続的に結露水を供給することができるので、放電電極２３０に結
露水が供給されないということが抑制できる。ここで、所定側面すきまは、０．２ｍｍよ
りも小さいと冷蔵庫１の圧縮機１２や冷気循環用ファン１４などの運転時や起動・停止時
などの振動で接触して吸熱フィン部２１１や放電電極２３０が磨耗や割れなどの故障の原
因となるし、また接触するため騒音・振動が問題となるので、０．２ｍｍ以上が好ましい
。
【００６１】
　また、電極保持部２２０を、吸熱フィン部２１１（貯蔵室側フィン部）の下方（直下）
の仕切り壁５１にネジなどで固定するようにすれば、吸熱フィン部２１１に結露した結露
水を電極保持部２２０に搬送する搬送部が必要なく、しかも電極保持部２２０の貯蔵室内
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での設置場所が貯蔵室背面や貯蔵室側面に集約でき、静電霧化装置２００あるいは電極保
持部２２０などを貯蔵室背面や貯蔵室側面と一体に設けることができるので、別途取付部
品を設ける必要がなくなり、貯蔵室内への突出容積を少なくできるので、構造が簡単でコ
ンパクトになり、電極保持部２２０の設置範囲が小さくコンパクトになった分だけ貯蔵室
内の内容積を大きくできるので、低コストで内容積の大きな収納性が向上する使い勝手の
良い冷蔵庫１が得られる。
【００６２】
　また、電極保持部２２０には、チタンなどの発泡金属により形成された放電電極２３０
が電極保持部２２０の壁面（前面壁や側面壁）に設けられた切り欠きや穴を介して、ある
いは電極保持部２２０の壁面（前面壁や側面壁）の上端部を介して容器外部に突出するよ
うに（電極保持部２２０の壁面から突出するように）少なくとも１個以上（２個以上の複
数個の方が望ましい）設けられている。本実施の形態では、孔径１０～８００μｍ（好ま
しくは孔径５０～３００μｍ、好ましくは５０～１５０μｍ）、空隙率６０～９０％（好
ましくは７０～８０％）のチタンなどの発泡金属を使用しているので、毛細管力が大きく
、導電体として水に効率的に電気がかかるので、印加電圧の設定などが容易でありナノミ
ストの生成が確実に容易に行える。放電電極２３０は本体部２３２と突出部２３１とから
形成されており、放電電極２３０は電極保持部２２０を貫通しなくても良く、電極保持部
２２０から突出するように突出部２３１が設けられていれば良い。
【００６３】
　このように、放電電極２３０を電極保持部２２０の前面や側面に設けて電極保持部２２
０の底面より下方に貫通して設けないようにしているので、電極保持部２２０の容器底面
の放電電極２３０を取り付けた部分のすきまから水が下方に漏れる恐れがない。容器底面
に放電電極２３０を取り付ける構造だと放電電極２３０に水を供給する必要性から放電電
極２３０の取付部周辺のシール構造が複雑になるが、容器の前面壁や側面壁に放電電極２
３０を取り付ける場合に、放電電極２３０の取り付けられる電極保持部２２０の壁面には
壁面（前面壁や側面壁）の少なくとも一部が残るように切り欠きや穴位置などの放電電極
２３０の取り付け位置を選定し水排出口を別位置に設けるようにすれば、放電電極２３０
の取付位置から放電電極２３０を伝って水が下方に漏れることがなくなりシール構造が簡
略化できるので、漏れた水の処理が不要となり、組立性が向上し、部品点数も減らすこと
が可能であり低コスト化が図れる。
【００６４】
　ここで、吸熱フィン部２１１には、複数の吸熱フィン板２１１ａ，２１１ｂ，２１１ｃ
，２１１ｄ，２１１ｅが設けられ、放熱フィン部２１２には、複数の放熱フィン板２１２
ａ，２１２ｂ，２１２ｃ，２１２ｄ，２１２ｅが設けられており、効率よく吸熱や放熱が
できるようにしている。また、吸熱フィン部２１１の複数の吸熱フィン板２１１ａ，２１
１ｂ，２１１ｃ，２１１ｄ，２１１ｅのうちの少なくとも１つの吸熱フィン板（例えば、
図では複数の吸熱フィン板２１１ｂ，２１１ｃ，２１１ｄ）の下方（直下）には少なくと
も１つの放電電極２３０（図では複数の吸熱フィン板２１１ｂ，２１１ｃ，２１１ｄのそ
れぞれの下方（直下）にそれぞれ複数の放電電極２３０ｂ，２３０ｃ，２３０ｄが配置さ
れている）が配置されており、複数の吸熱フィン板２１１ｂ，２１１ｃ、２１１ｄに結露
した結露水がそれぞれのフィンの直下の放電電極２３０に落下するようにしており、放電
電極２３０への水の供給を効率よく行うようにしている。ここで、複数の吸熱フィン板２
１１ｂ，２１１ｃ，２１１ｄの間隔は、所定の間隔（例えば０．５ｍｍ～３ｍｍ程度）と
している。フィン板間にごみ等が詰まらずしかもフィン板間隔が狭すぎて結露した水滴が
表面張力で落下しにくくならないように０．５ｍｍ以上が望ましく、また、フィン板間隔
が大きくなるとフィン板の枚数が減少してフィン効率が悪くなるので３ｍｍ以下が望まし
い。従って、本実施の形態では、複数の吸熱フィン板２１１ｂ，２１１ｃ，２１１ｄ間の
所定間隔を０．５ｍｍ以上２ｍｍ以下としている。
【００６５】
　従って、結露水が少なくて電極保持部２２０に結露水が溜まらなくても放電電極２３０
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への水の供給が行えるので、結露水不足により貯蔵室内にミストの噴霧が行えないことが
なくなり、高性能で高信頼性の静電霧化装置２００を備えた冷蔵庫１が提供できる。また
、吸熱フィン部２１１に結露した結露水を電極保持部２２０へ搬送する搬送部が不要とな
り、また搬送部がごみなどでつまって結露水が放電電極２３０へ供給されないということ
もなくなるので、構造が簡単で低コストで信頼性の高い静電霧化装置２００及び冷蔵庫１
を提供できる。
【００６６】
　ここで、本実施の形態では、吸熱フィン部２１１で結露した結露水が１カ所（あるいは
必要な所定箇所（例えば１～４カ所程度））に集まってから電極保持部２２０内に落下で
きるようにしている。図１０は本実施の形態を表す冷蔵庫１に設けられる静電霧化装置２
００のカバー内部を側面から見た側面図である。図に示すように、吸熱フィン部２１１の
下端の形状に斜め部分（斜面部分）を設けて斜め部分を結露水が伝わって結露水を集めた
い部分に結露水が集まるようにしている。吸熱フィン部２１１の下端の形状を略三角形状
や台形形状や円錐形状やのこぎり歯形状など下方に突出するような形状である傾斜部２１
１Ｗや突出部２１１Ｔを有する形状とすれば、結露水が傾斜部２１１Ｗを伝って突出部２
１１Ｔ（結露水を収集したい部分）に集まって電極保持部２２０の必要な部分に落下する
ように設定できるため、結露水の落下位置が特定、把握できるので、電極保持部２２０の
大きさを小さくでき、コンパクトな静電霧化装置２００が得られる。
【００６７】
　また、図１１に示すように電極保持部２２０の容器形状も傾斜部２２０Ｗと水集中部２
２０Ｇを設けるようにすれば、結露水が少なくても結露水を容器の所定部位（例えば、放
電電極２３０の位置）に集めることができるので、結露水が不足することなくミスト噴霧
が行なえる。図１１は本実施の形態を表す冷蔵庫１に設けられる静電霧化装置２００のカ
バー内部を側面から見た側面図である。図において、電極保持部２２０は、下方に向かっ
て傾斜した傾斜部２２０Ｗと傾斜部２２０Ｗの下方（下部）に隣接して設けられた凹部を
形成する水集中部２２０Ｇから構成されている。放電電極２３０は電極保持部２２０の水
集中部２２０Ｇ内に配置されている。電極保持部２２０の容器形状をこのように形成する
と、吸熱フィン部２１１で生成された結露水が電極保持部２２０内に落下した場合、傾斜
部２２０Ｗに落下した結露水は傾斜に沿って水集中部２２０Ｇに流れ込むため、結露水が
水集中部２２０Ｇに集まる。
【００６８】
　従って、水集中部２２０Ｇに配置されている放電電極２３０は、落下した結露水が傾斜
部２２０Ｗに沿って流れて水集中部２２０Ｇに流れ込んで集中するため、結露水が不足す
ることがなくなり常に結露水中に浸かっていることになり、結露水が少ない場合でも放電
電極２３０が配置された水集中部２２０Ｇに効率的に集めることができるため結露水が不
足せず安定してミスト噴霧を行うことができる。また、水集中部２２０Ｇに結露水が集中
するため、放電電極２３０の長さを長くして結露水をできるだけ多く吸収させなくても水
集中部２２０Ｇに結露水が集中するので、放電電極２３０を水集中部２２０Ｇの大きさに
合わせて短くできる。従って、コンパクトで低コストの静電霧化装置２００、冷蔵庫１を
得ることができる。また、放電電極２３０の長さが短くできるため、放電電極２３０の突
出部２３１（先端部）までの長さも短くできる。また、放電電極２３０の長さが短い分だ
け、結露水が発泡金属などで形成された放電電極２３０内を短時間で毛細管現象によって
突出部２３１（先端部）まで届くことができ、ミスト噴霧装置である静電霧化装置２００
によってナノサイズ化された微細なミストが噴霧されるまでの時間が大幅に短縮できる。
【００６９】
　但し、水集中部２２０Ｇに水が溜まって放電電極２３０に水が付着した状態で、放電電
極２３０と対向電極２４０間に電圧を印加した場合に放電電極２３０と水供給手段である
吸熱フィン部２１１との間で放電が発生するような場合には、水集中部２２０Ｇに水排出
口を設けて水が溜まらないようにすれば良い。このように水集中部２２０Ｇに水排出口を
設けて水が溜まらないようにしても、放電電極２３０には傾斜部２２０Ｗよりの水や吸熱
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フィン部２１１よりの結露水が直接接触するようにしておけば毛細管現象にて突出部２３
１（先端部）に水を供給できるので、突出部２３１に水が不足することがなく、安定して
ミスト噴霧が可能となる。
【００７０】
　また、図６で説明した冷却板２１０の熱伝導部２１３は、複数の熱伝導板２１３ａ，２
１３ｂ，２１３ｃ，２１３ｄを有し、熱伝導板間には複数の空隙部２１４（空隙部２１４
ａ，２１４ｂ，２１４ｃ）を有しており、この複数の空隙部２１４には断熱材を充填や挿
入できる構造としているので、放熱フィン部２１２が冷却されすぎても吸熱フィン部２１
１には熱が伝わりすぎない構成となっており、冷却風路５０を流れる冷却器室１３１から
送風されてくる冷気にて冷却風路５０側の放熱フィン部２１２が冷却されすぎても貯蔵室
（例えば冷蔵室２）側の吸熱フィン部２１１は凍結しにくいように構成している。凍結し
てしまうと結露水を生成できなくなるため、熱は伝わるが伝わりにくい構造として凍結し
にくいようにしている。この空隙部２１４は、少なくとも１個設ければ、効果を発揮する
。
【００７１】
　即ち、本実施の形態では、冷却板２１０の熱伝導部２１３に少なくとも１個の空隙部２
１４を設けているので、熱伝導部２１３の長さ（例えば図６～図１１のように、冷蔵庫１
の正面側から奥行き方向に向かって冷却板２１０を吸熱フィン部２１１、熱伝導部２１３
、放熱フィン部２１２の順で配置する場合には、放熱フィン部２１２と吸熱フィン部２１
１との間の長さ（熱伝導部２１３の冷蔵庫の奥行き方向の長さ））や空隙部２１４の大き
さ（熱伝導部２１３の幅方向長さ、奥行き方向の長さ、高さ方向長さ、開口部面積の大き
さや容積など）や空隙部２１４に充填や挿入する空気などの気体や液体や断熱材などの種
類や材質などを所定の冷却性能や温度特性が得られるように調整することで、冷却風路５
０を流れる冷却器室１３１から送風されてくる冷気にて冷却風路５０側の放熱フィン部２
１２が冷却されすぎても貯蔵室（例えば冷蔵室２）側の吸熱フィン部２１１は凍結しない
ように設定できる。従って、冷却板２１０の温度制御を行う加熱ヒータなどの温度制御手
段が不要になり、低コストで構造が簡単な静電霧化装置２００、および静電霧化装置２０
０を備えた冷蔵庫１を提供できる。また、逆に冷却板２１０が冷却されにくい構造であっ
ても、熱伝導部２１３の複数の熱伝導板の形状や厚さや空隙部２１４に封入する充填材や
断熱材の材質や種類などを所定の冷却性能や温度特性が得られるように選定することで所
定の冷却性能が得られるように調整できる。
【００７２】
　吸熱フィン部２１１の温度の調整は、冷却風路５０の冷気の温度や風量を制御すればよ
く、貯蔵室（例えば、冷却室２）の上流側の冷却風路５０に設けられた冷蔵室ダンパ５５
の開閉制御にて行っても良いし、熱伝導部２１３を複数備えているので、その板厚や形状
や材質などを所定の冷却性能や温度特性が得られるように選定（変更）することで、吸熱
フィン部２１１の温度を適度に調整しても良いし、また冷気の温度制御や風量制御と熱伝
導部２１３の形状や板厚や材質変更と組み合わせて行っても良い。また、熱伝導部２１３
の個数を選定（増減）しても良いし、空隙部２１４に挿入される断熱材の充填率や断熱材
の種類（例えば発泡ウレタンや真空断熱材など）を所定の冷却性能や温度特性が得られる
ように選定しても良い。また、全ての冷却板や熱伝導板を同じ板厚や長さや形状にしても
良いし、個別に形状や厚さや長さなどを変化させても良い。
【００７３】
　また、冷却板２１０の熱伝導部２１３に設けられている空隙部２１４にウレタンや真空
断熱材などを発泡充填させたり、あるいは予め空気などの気体や液体や断熱材などを封入
するなどして冷却板２１０と冷却板断熱材５１１とを一体成形（あるいは冷却板２１０と
ウレタンや真空断熱材などの冷却板断熱材５１１を一体に形成）したキット化部品５１２
にして別部品化しても良い。冷却板断熱材５１１、キット化部品５１２については、後述
する（図１８～図２０の説明において）。
【００７４】
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　ここで、真空断熱材としては、芯材にシート状の有機繊維集合体の積層構造したものを
使用すれば、芯材にガラス繊維を使用した場合に比べて、分解時やリサイクル時の粉塵に
よる人体への影響が少ない。また、芯材を所定の長さ、あるいは所定の幅にカットしてガ
スバリア性の外包材に挿入して略真空状態まで減圧して略密閉構造にシールする場合に、
有機繊維集合体にシートの長さ方向、あるいは幅方向より短い短繊維を使用した場合には
、芯材の端面や穴加工部分をカットした際にカットされた分だけ繊維長が短くなるので、
元の繊維長が短かった場合には、カットによりシートに残った残存繊維が極端に短くなる
場合があり、シートの他の有機繊維とからまることができなくなって芯材のカット面（端
面）からはみ出したり、飛び散ったりする恐れがあり、外包材のシール面に芯材の残存繊
維がはさまれてシール不良となって略真空状態を維持できなくなり、しいては、真空断熱
材としての断熱性能が損なわれる恐れがある。また、極端に短い残存繊維が芯材のカット
面（端面）からはみ出したり、飛び散ったりすると、真空ポンプで真空引きを行なうとき
に残存繊維が真空ポンプに吸込まれて真空ポンプの故障の原因となる恐れがある。
【００７５】
　しかしながら、芯材を構成する有機繊維集合体にシートの長さ方向、あるいは幅方向よ
り長い長繊維（例えばシートの長さ方向、あるいは幅方向以上の連続した所定長さを有す
る繊維）を使用するようにすれば、端面などをカットした場合でもシートに残った残存繊
維の長さが極端に短くなることがなくなるので、残存繊維がシートの他の繊維とからまっ
て芯材のカット面からはみ出したり、飛び散ったりする恐れがなくなり、外包材のシール
面に芯材の残存繊維がはさまれることがなくなり、シール不良となって略真空状態を維持
できないことがなくなる。また、真空ポンプの故障の恐れもなくなる。従って、リサイク
ル性が良好で、シール不良などの発生しない断熱性能が良好で信頼性が高く少エネルギー
な断熱材、静電霧化装置２００、冷蔵庫１が得られる。
【００７６】
　また、芯材を構成する有機繊維集合体にシートの長さ方向、あるいは幅方向より長い長
繊維（例えばシートの長さ方向、あるいは幅方向以上の連続した所定長さを有する繊維）
を使用するようにすれば、芯材に穴加工を施して穴を有する真空断熱材を得たい場合にも
有用であり、静電霧化装置２００と略同等か、あるいは静電霧化装置２００よりも大きな
穴部を有する芯材に長繊維を使用した真空断熱材を貯蔵室の仕切り壁５１に使用し、穴部
内に静電霧化装置２００を収納するようにしても良い。このようにすると、断熱性能が良
く、しかも除菌や抗菌や乾燥を防止できる冷蔵庫が得られる。同様に、静電霧化装置２０
０以外の他の機能部品を真空断熱材の穴部に収容するようにしても良い。また、芯材に長
繊維を使用した真空断熱材は、上述のようにシール不良となって略真空状態を維持できな
いことがなくなるので、静電霧化装置２００用のみに使用しなくてもよく、冷蔵庫１の断
熱を行なう断熱材に使用すれば、シール不良などの恐れの少ない、リサイクル性が良好で
断熱性能が向上した省エネルギーな冷蔵庫１を提供できる。
【００７７】
　このとき冷却板断熱材５１１を、冷却板２１０の熱伝導部２１３の大きさ（例えば、幅
方向長さ、高さ方向長さ）と略同等かそれ以上の大きさである所定の大きさとして、貯蔵
室（例えば、冷蔵室２）の仕切り壁５１に組み込んで固定するなどして取り付ければよい
。このとき、貯蔵室（例えば、冷蔵室２）の背面壁には、冷却板断熱材５１１と略同等か
それ以上の大きさの貫通穴を設けるなどして貯蔵室の仕切り壁５１に組み込むようにすれ
ばよい。
【００７８】
（静電霧化装置２００のキット化）
　このように冷却板２１０の熱伝導部２１３の周囲も含めて所定の大きさを有する冷却板
断熱材５１１（例えば、発泡ウレタンや真空断熱材など）を冷却板２１０と一体成形（あ
るいは一体に形成）するなどして別部品としてキット化部品５１２にして貯蔵室の背面壁
に着脱可能に取り付けるようにすれば、貯蔵室（例えば、冷蔵室２）背面壁に組み込んだ
り、あるいは固定したりする場合に組立性が向上する。ここで、冷却板２１０の熱伝導部
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２１３に設けられている空隙部２１４にウレタンを発泡充填させたり、あるいは真空断熱
材や空気などの気体や液体や断熱材などを封入するなどして冷却板２１０のみを一体に形
成してキット部品化しても良いし、吸熱フィン部２１１と放熱フィン部２１２を別体で構
成して吸熱フィン部２１１と放熱フィン部２１２の間に断熱材やペルチェ素子を挟みこん
で一体形成したキット化部品５１２にして別部品化して着脱可能に取り付けても良い。こ
のようにペルチェ素子を使用して熱の移動を強制的に行なわせるようにすれば、空気調和
機や加湿器や空気清浄機などの家電機器にも特別な加工などを行なわなくても容易に適用
でき、ミスト噴霧が行なえる。
【００７９】
　また、冷却板２１０以外の部品、例えば電極保持部２２０、放電電極２３０、対向電極
２４０、高電圧電源部２５０なども適宜、冷却板断熱材５１１と一体に形成してキット化
部品５１２にすれば、静電霧化装置２００の組立性が向上する。また、静電霧化装置２０
０の動作不良や故障時などの場合に、仕切り壁５１とは別部品で構成されたキット化部品
５１２のみを貯蔵室背面壁から取り外すことができるので、部品の交換が容易になり、修
理も容易になる。また、冷蔵庫１の解体時やリサイクル時などにも簡単に取り外すことが
できるので、リサイクル性が向上する。ここで、キット化部品５１２が形成される冷却板
断熱材５１１と略同等か、あるいは冷却板断熱材５１１よりも大きな穴部を有する芯材に
長繊維を使用した真空断熱材を貯蔵室の仕切り壁５１に使用し、穴部内にキット化部品５
１２、あるいはキット化部品５１２が形成される冷却板断熱材５１１を収納するようにし
ても良い。このようにすると、断熱性能が良く、しかも組立・分解・リサイクル性が良好
で除菌や抗菌や乾燥を防止でき、しかも省エネルギーな冷蔵庫１が得られる。
【００８０】
　貯蔵室内に配置した場合に結露や凍結などで故障の恐れのある高電圧電源部２５０（図
８参照）は、結露や凍結などの恐れのない場所に別部品として配置して、例えば、断熱さ
れたリード線などで接続するようにすればよい。例えば、高電圧電源部２５０を冷蔵庫１
の上部背面に設けられた制御装置３０と一体にするか、あるいは制御装置３０が収容され
る制御装置収容室内に配置して静電霧化装置２００とリード線などの接続線でコネクタな
どを介して簡単に接続が解除できるように接続すれば良い。高電圧電源部２５０の配置場
所は制御装置３０の収容室に限定されるものではなく、例えば貯蔵室内と断熱壁を介した
場所など結露や凍結などの恐れのない場所であればどこでも良い。また、高電圧電源部２
５０を防水仕様にし、あるいは低温耐力を備えた仕様にしておけば、冷蔵庫１内のどの貯
蔵室内であっても設置可能となる。
【００８１】
　上記は、冷却板２１０の熱伝導部２１３に設けられている空隙部２１４にウレタンや真
空断熱材などを発泡充填させたり、あるいは予め空気などの気体や液体や断熱材などを封
入するなどして冷却板２１０と冷却板断熱材５１１とを一体成形（あるいは冷却板２１０
とウレタンや真空断熱材などの冷却板断熱材５１１を一体に形成）したキット化部品５１
２にして別部品化して着脱可能に取り付けることについて説明したが、冷却板断熱材５１
１の背面に位置する冷却風路５０（冷却風路５０のうちの一部分）も含めてキット部品化
して着脱可能に取り付けるようにしても良い。このようにすると組立が容易になるし、ま
た、キット化された範囲（例えば、冷却板断熱材５１１と略同等の大きさ）の冷却風路に
ダンパ装置や脱臭装置や除菌装置などのように所定の動作を行うような機能部品やフィル
タ装置や除菌装置などのように目詰まりや時間の経過とともに効果が薄くなるような要交
換部品などを組み込めば、故障時やサービス点検時にキット化部品５１２を取り外して点
検・修理・交換などのサービスが容易に行えるようになり、サービス性が向上し、また、
リサイクル性も向上する。
【００８２】
　ここで、キット化部品５１２に貯蔵室（例えば、冷蔵室２）内に冷気を吹出す冷気吹き
出し口を設けても良い。図１８は本発明の実施の形態を表す冷蔵庫の扉を開放した状態で
の正面図、図１９、図２０は本発明の実施の形態を表す冷蔵庫１に搭載されるカバーを取
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り付けた状態の静電霧化装置２００の正面図である。
【００８３】
　キット化部品５１２には、静電霧化装置２００のカバー３００の側方あるいは上下方向
の冷却板断熱材５１１には少なくとも、上方冷気吹出し口５３３、下方冷気吹出し口５３
４が１つ以上設けられている。また、側方冷気吹出し口５３１，５３２、上方冷気吹出し
口５３３、下方冷気吹出し口５３４は、それぞれ１つであっても、複数であっても良い。
【００８４】
　このようにキット化部品５１２に貯蔵室（例えば、冷蔵室２）を冷却する冷気の吹出し
口（側方冷気吹出し口５３１，５３２、上方冷気吹出し口５３３、下方冷気吹出し口５３
４）を少なくとも１カ所設けるようにしたため、静電霧化装置２００が設けられたキット
化部品５１２を仕切り壁５１に取り付けるだけで、貯蔵室内を冷却する冷気を吹出す冷気
吹出し口を設けることができるので、別途貯蔵室の仕切り壁５１に冷気吹出し口を設ける
必要がなくなり、内箱の製造が簡略され、低コストの冷蔵庫１を得ることができる。
【００８５】
　静電霧化装置２００用の冷却風路が貯蔵室冷却用の冷却風路と共通の場合で、冷却風路
５０の温度制御が貯蔵室の温度制御に影響される場合（貯蔵室の温度制御の方が優先され
る場合）には、貯蔵室の冷却風路５０とは別に静電霧化装置２００専用の冷却風路を設け
れば良い。この静電霧化装置２００専用の冷却風路は、放熱フィン部２１２を冷却できれ
ば良いので、冷気の流量は少なくてよく、冷却風路断面積は、放熱フィン部２１２が所定
温度（吸熱フィン部２１１が凍結しない程度で吸熱フィン部２１１の温度が貯蔵室温度よ
りも低くなり貯蔵室内の空気中の水分が吸熱フィン部２１１で結露できる程度）に冷却可
能な風量が得られれば良く、貯蔵室用冷却風路５０の１／２以下程度でよい。また、冷却
風路内に設けられた冷却板２１０の放熱フィン部２１２の温度制御が不要な場合には、ダ
ンパ装置も不要となるので、低コストで制御が容易な静電霧化装置２００、冷蔵庫１を提
供できる。
【００８６】
　ここで、放電電極２３０と対向する位置に所定のすきま（図８における所定すきまＦで
あり、効率良く電圧を印加できるように、例えば、１ｍｍ～１０ｍｍ程度のすきまに設定
されている）を介して導電性の材料（例えば、腐食などに強い導電性樹脂や導電性の金属
など）で形成された対向電極２４０（対向接地電極）が設けられており、静電霧化装置２
００の近傍（側面近傍や上下近傍）に設けられ、放電電極２３０と対向電極２４０に通電
してナノミストを発生させる電源２５１が高電圧電源部２５０内に設けられている。対向
電極２４０には放電電極２３０の突出部２３１（先端部）と対向する位置にミスト噴霧用
の対向電極開口部２４１（例えば、貫通穴）が設けられている。図においては、複数の放
電電極２３１ｂ，２３１ｃ，２３１ｄに対して、それぞれ対向する位置の対向電極２４０
に複数の対向電極開口部２４１ｂ，２４１ｃ，２４１ｄが設けられている（図６参照）。
【００８７】
　本実施の形態では、放電電極２３０は孔径１０～８００μｍ（好ましくは孔径５０～３
００μｍ、さらに好ましくは孔径５０～１５０μｍ）、空隙率６０～９０％（好ましくは
７０～８０％）のチタンなどの三次元網目構造の発泡金属で形成された略円柱形状として
、突出部２３１を対向電極２４０に向かうにつれて徐々にあるいは段階的に先端が細く（
小さく）なる形状（例えば、対向電極２４０に向かって徐々に細くなる略円錐形状）にし
ており、従来のセラミック多孔質材や金属棒に比べて、給水量が多く毛細管力も大きく、
導電体として水に効率的に電気がかかり放電しやすい形状としているので、水が短時間で
突出部２３１の先端部まで充分行き渡り、ナノミストの発生までの時間が短くでき、電圧
を印加してから即座にナノミストを発生させて噴霧させることが可能となる。また、効率
よく電圧を印加できるので、発生するナノミスト量を多くでき、貯蔵室や部屋などの室内
を充分に潤わせることができ、また除菌や脱臭も行なえるという効果を奏する。
【００８８】
　また、本実施の形態では、放電電極２３０を冷却板２１０の吸熱フィン部２１１と分離
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して所定すきまＺを介して放電電極２３０と冷却板２１０の吸熱フィン部２１１とを設置
するようにしているので、冷却板２１０、あるいは放電電極２３０の形状の自由度や配置
の自由度が増加し、冷蔵庫１や空気調和機や空気清浄機などの家電機器ごとの構造に合わ
せて自由に放電電極２３０や対向電極２４０や冷却板２１０の形状や配置を設定でき、家
電機器に合わせてコンパクトで効率の良い静電霧化装置２００を得ることができる。ここ
で、吸熱フィン部２１１の下端面２１１Ｙと放電電極２３０上面との間のすきまＺは、放
電電極２３０の表面に水滴が付着した状態になると、放電電極２３０と対向電極２４０間
に電圧を印加した場合に吸熱フィン部２１１の下端面２１１Ｙと放電電極２３０との間で
放電する恐れがあるので、放電電極２３０の表面に水滴が付着した状態でも放電しないす
きまを確保する必要があり、所定すきまＺは４ｍｍ以上が好ましい。また、放電電極２３
０上に水が溜まった状態でも所定すきまを４ｍｍ以上確保すれば放電電極２３０と水供給
手段である吸熱フィン部２１１との間で放電は発生しないので問題ないが、放電電極２３
０上に水が溜まった状態にならない方が放電しにくいため溜まらないようにしても良い。
また、電極保持部２２０も水供給手段である吸熱フィン部２１１と対向する放電電極２３
０の表面に水が付着あるいは溜まらないように開口や切欠きなどを設けて水が電極保持部
２２０の放電電極２３０を保持する部分に溜まらない構成（あるいは放電電極２３０の表
面に水が溜まったとしても余分な水が電極保持部２２０の放電電極２３０を保持する部分
からは水が排出できる構成とし、排出された水を溜める水溜め部を別途下方に設ける構成
として水溜め部に溜まった水が放電電極２３０に接触しない構成としても良い）にしても
良い。
【００８９】
　また、印加電圧の設定範囲や所定すきまＦ（図８参照）の設定範囲の自由度を大きくで
き、ナノミストの生成が確実に容易に行なえる。また、突出部２３１の対向電極側の先端
部は、細ければ細い方が安定して電圧を印加できるので、安定して放電させることができ
、安定して粒子の大きさの揃ったラジカル化したナノミストを連続的に噴霧・発生させる
ことができる。ここで、本実施の形態では、放電電極２３０の突出部２３１（先端形状）
の形状を略円錐形状とし、対向電極２４０の形状を放電電極２３０の突出部２３１の形状
と略相似形状で放電電極２３０の突出部２３１の断面形状よりも大きな略円形の開口（穴
あき）形状（対向電極開口部２４１）とし、この場合の所定すきまＦ（距離）を１ｍｍ～
６ｍｍ程度として、ナノミストの発生に対して効率良く電圧を印加できるようにしている
。この所定すきまＦは大きすぎても小さすぎても効率よく電圧を印加できずナノミストの
発生量が抑制されるので、１ｍｍ～６ｍｍ程度が良い。
【００９０】
　ここで、放電電極２３０は別に略円柱形状でなくてもよく、平板状でも窪み（凹部）形
状などであっても良い。放電電極２３０の少なくとも結露水を受け止める部分が平板状や
窪み（凹部）形状であれば、吸熱フィン部２１１から落下した結露水を放電電極２３０で
効率よく受け止めることができるので、結露水を無駄にすることなくナノミスト化に使用
でき、安定して、ナノミストを供給できる。特に放電電極２３０の結露水を受け止める部
分が窪み（凹部）形状であれば、放電電極２３０自体で結露水を溜めることが可能となる
ので、結露水不足が解消でき、しかも電極保持部２２０も不要、あるいは小さくすること
も可能となり、構造が簡単で低コストで高信頼性の静電霧化装置２００、冷蔵庫１を提供
できる。また、本実施の形態では、放電電極２３０に異物が詰まって突出部２３１に水が
供給されないという状態が発生したり水の供給がミスト噴霧ができない状態まで低下した
りすることが考えられる場合には、放電電極２３０にフィルタを設けるようにしても良い
。ここで、本実施の形態では、放電電極２３０に孔径１０～８００μｍ（好ましくは孔径
５０～３００μｍ、さらに好ましくは孔径５０～１５０μｍ）、空隙率６０～９０％（好
ましくは７０～８０％）のチタンなどの三次元網目構造の発泡金属を使用しているので、
毛細管力、給水力が大きく、水が短時間で突出部２３１の先端部まで送られるため通常は
放電電極２３０の本体部２３２に落下した結露水は放電電極２３０の本体部２３２に溜ま
ることはないが、仮に放電電極２３０の本体部の平板状表面や本体部２３２に設けられた
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窪み形状に結露水が溜まったとしても放電電極２３０と対向電極２４０との間に電圧を印
加した場合に放電電極２３０と水供給手段との間で放電しないように放電電極２３０と水
供給手段との間は放電しない所定すきまＺが設けられている。
【００９１】
　また、静電霧化装置２００は、高電圧電源部２５０の電源２５１の印加電圧を調整する
ことで、ミスト中のオゾンやラジカルの発生量を調整できるので、人体への影響を及ぼさ
ない程度に抑制でき、また貯蔵室内壁を構成する樹脂部品などの劣化などの悪影響を回避
でき、殺菌や除菌効果が得られるナノミストを噴霧できる衛生的で信頼性が高く人体への
影響を及ぼさない冷蔵庫１を提供できる。
【００９２】
　静電霧化装置２００には、前面にカバー３００が設けられており、ユーザが直接触れな
いようにしている。前面カバー３００は、冷却板２１０、電極保持部２２０、放電電極２
３０、対向電極２４０などを覆うように取り付けられており、このカバー３００には、前
面あるいは両側面にはユーザの指が挿入できない程度の大きさの開口である開口部（例え
ば、前面開口部５１５あるいは側面開口部（図示せず）や上面開口部（図示せず）や下面
開口部（図示せず））が１つあるいは複数設けられており、これらカバー３００に１つあ
るいは複数設けられた開口部よりナノミスト化された水分が貯蔵室（例えば、冷蔵室２、
どの貯蔵室であっても良い）内に噴霧される。なお、カバー３００の前面、上面、及び下
面にもユーザの指が挿入できない程度の前面開口部を１つあるいは複数設ければ、貯蔵室
（例えば、冷蔵室２）内の必要な方向や貯蔵室内のあらゆる方向へナノミスト化された水
滴を噴霧することができる。
【００９３】
　静電霧化装置２００は、例えば、貯蔵室の背面や側面や上面の奥部に設けられており、
しかも高電圧を印加して霧化させるようにしているので、ナノミスト化された微細なミス
トを噴霧できるため貯蔵室内を冷却する冷気の流れによって冷蔵庫１の背面（奥部）近傍
から前面近傍にまで噴霧可能であり、また、上部に設けられているので、重力や貯蔵室内
を冷却する冷気の流れによって貯蔵室内の上方から下方にまで噴霧可能となるので、ナノ
サイズ粒子のミストを貯蔵室内のほぼ全域に噴霧できる。また、静電霧化装置２００を背
面上部の側面近傍の奥部に設けると貯蔵室（例えば、冷蔵室２）の内容積を広く使用する
ことが可能である。
【００９４】
　冷蔵庫１の上部に配置された貯蔵室（例えば、冷蔵室２）の上部の棚の奥部側方はユー
ザの手が届きにくく、貯蔵物も見にくく収納しにくいことより、ユーザにあまり利用され
ないと思われるため、静電霧化装置２００を貯蔵室背面上部の側方奥部あるいは貯蔵室上
部側面奥部あるいは貯蔵室上部上面奥部に設ければ、貯蔵室内のほとんど利用されない無
効容積（死容積）を有効に利用できるため、内容積を減らすことなく貯蔵室内の除菌や加
湿ができるので、清潔で新鮮さを保持でき、しかも内容積の大きな冷蔵庫１を得ることが
できる。
【００９５】
　特に大型で背の高いの全高が１６５ｃｍ程度以上の３００Ｌ（リットル）程度以上の冷
蔵庫１の場合には、冷蔵庫１の最上部に設けられる貯蔵室（例えば、冷蔵室２）の背面上
部奥側（特に背面上部の奥側側方）は、ユーザ（特に身長が１６０ｃｍ程度未満の家庭の
主婦や子供やお年寄りなど）にとっては手が届きにくく使い勝手が悪いため、無効容積と
なりやすいので、静電霧化装置２００を最上段の貯蔵室（例えば、冷蔵室２）の上部棚の
上方の奥部（例えば上部棚の上方であって、側方の奥部や中央の奥部）近傍に設けること
で、貯蔵室内のほとんど利用されない無効容積（死容積）を有効に利用でき、内容積を減
らすことなく貯蔵室内の除菌や加湿ができ、清潔で新鮮さを保持できるので、内容積が大
きく新鮮で信頼性が高く、長期保存の可能な冷蔵庫１を得ることができる。
【００９６】
　また、静電霧化装置２００を貯蔵室内の背面上部の中央付近の奥部に設けるようにすれ
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ば、１つの静電霧化装置２００を設けるだけで庫内（貯蔵室内）の全域に効率よくナノサ
イズ粒子のミストを噴霧できる。特に略中央付近に設けた静電霧化装置２００よりのナノ
サイズ粒子のミストを両側面から噴霧できるようにミストを噴霧可能な開口部を静電霧化
装置２００の、例えば、カバー３００などの前面、下面、両側面に設ければ、庫内に前面
、下面、両側面からミストを噴霧できる。また、静電霧化装置２００のカバー３００の前
面（正面）や上面や下面にミスト噴霧用の前面開口部５１５を設ければ、庫内の略中央部
へもミストを噴霧できる。従って、貯蔵室内の全域に効率よく除菌や加湿のできる清潔で
長期保存が可能で低コストな冷蔵庫１提供できる。
【００９７】
　ここで、冷凍サイクルに使用される冷媒として可燃性で空気よりも重い可燃性や微燃性
の冷媒（例えば、炭化水素冷媒（ＨＣ冷媒）などであり、例えば、イソブタンなど）を使
用する場合には、冷媒が漏洩した場合でも、静電霧化装置２００の高電圧電源部２５０、
放電電極２３０、及び対向電極２４０が上部に配置された貯蔵室（例えば、冷蔵室２）の
上部（例えば、冷蔵庫１の最上部に設けられた貯蔵室の上部）に設けられていれば、漏れ
た可燃性冷媒が空気より重いため冷蔵庫１の下方より充満するため、冷蔵庫１の上方に設
けられた静電霧化装置２００まで充満することがなくなり、あるいは充満するまでに時間
がかかるため漏れた可燃性冷媒による着火による故障発生の危険性が少ない安全で信頼性
の高い冷蔵庫１が得られる。
【００９８】
　また、静電霧化装置２００を貯蔵室の背面や側面の仕切り壁５１（背面壁や側面壁）内
に凹部を設け、この凹部内に収納するようにすれば、内容積が増大し、意匠性も向上する
。この場合、貯蔵室の背面壁や側面壁は厚さに制限があることが多いため、極力厚さの薄
い構成にする必要がある。従って、本実施の形態では、冷却板２１０の奥行き方向の寸法
をできるだけ小さくするために、冷却板２１０の吸熱フィン部２１１や放熱フィン部２１
２の少なくと一方の上下方向（図８における上下の長さ方向）あるいは左右方向（例えば
、図９における幅寸法２１１Ｋ方向）の長さを大きくして奥行き方向長さ（例えば、図８
の吸熱フィン部２１１の奥行き方向寸法２１１Ｌ）を小さくするようにしている。即ち、
熱伝導による冷却性能は同等程度（必要な所定の冷却性能が得られる程度）を維持できる
程度で冷却板２１０の吸熱フィン部２１１や放熱フィン部２１２の少なくと一方の前後方
向（奥行き方向）の長さ（例えば、図８における吸熱フィン部２１１の奥行き方向寸法２
１１Ｌ）を上下方向（長さ方向）あるいは左右方向（幅方向）の長さ（例えば、図８にお
ける上下の長さ方向寸法や図９における幅寸法２１１Ｋ）よりも小さく（薄く）するよう
にして、冷却板２１０の奥行き方向の寸法をできるだけ小さくしている。例えば、吸熱フ
ィン部２１１の場合は、幅方向寸法２１１Ｋを大きくして、奥行き方向寸法２１１Ｌを小
さくするようにすれば、冷却板２１０の奥行き方向寸法が小さくできるので、静電霧化装
置２００の奥行き方向寸法を小さくでき、小形で薄型の静電霧化装置２００が得られる。
同様に放熱フィン部２１２も幅方向寸法を大きくして、奥行き方向寸法を小さくすれば、
奥行き方向寸法を小さくでき、小形で薄型の静電霧化装置２００が得られる。
【００９９】
　冷蔵庫１の貯蔵室背面や側面の仕切り壁５１（断熱壁）に冷却風路（の一部）が設けら
れている場合（仕切り壁５１に静電霧化装置２００の少なくとも一部（あるいは全部）を
収納する凹部が設けられ、凹部の側方に冷却風路（の一部）が設けられている場合など）
には、冷却風路の側方に位置する仕切り壁５１の凹部に静電霧化装置２００の少なくとも
一部（あるいは全部）が収納されるように設け、冷却板２１０の放熱フィン部２１２を凹
部側方の冷却風路内に配置し、吸熱フィン部２１１を凹部内、あるいは貯蔵室内に配置す
るようにすれば、静電霧化装置２００の冷却板２１０を静電霧化装置２００が収納される
凹部側方方向の冷却風路に設ければ良くなるので、放熱フィン部２１２を貯蔵室背面の仕
切り壁５１を奥行き方向に貫通させて設ける必要がなくなり、組立や取付などが容易にで
きる。この場合、熱伝導部２１３を凹部と冷却風路との間の断熱仕切りを貫通するように
設ければ良く、吸熱フィン部２１１と放熱フィン部２１２が冷蔵庫１の奥行き方向に並ぶ
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ように配置するのではなく、吸熱フィン部２１１と放熱フィン部２１２が冷蔵庫の幅方向
（左右方向）に並ぶように設置すればよく、吸熱フィン板（吸熱フィン部２１１）、放熱
フィン板（放熱フィン部２１２）、熱伝導部２１３の上下方向（風路の冷気の流れ方向）
の長さを長くして伝熱面積をかせいで奥行き方向（例えば、吸熱フィン部２１１の幅方向
寸法２１１Ｋ方向）を薄くするようにすれば設置可能となる。
【０１００】
　以上は静電霧化装置２００を冷蔵庫１に適用する場合について説明したが、本発明の静
電霧化装置２００は冷蔵庫１に限らず、空気調和機や空気清浄機や加湿器などの家電機器
や機器などにも適用できる。
【０１０１】
（静電霧化装置その２）
　ここで、静電霧化装置２００の別の構成例について説明する。図１２は本発明の実施の
形態を表す別の静電霧化装置２００の分解斜視図、図１３は本発明の実施の形態を表す別
の静電霧化装置２００の組立方法を表す斜視図、図１４は本発明の実施の形態を表す別の
静電霧化装置２００の上面図、図１５は本発明の実施の形態を表す図１４で示した静電霧
化装置２００のＫ－Ｋ断面を表す静電霧化装置２００の断面図、図１６は本発明の実施の
形態を表す図１４で示した静電霧化装置２００のＭ－Ｍ断面を表す静電霧化装置２００の
断面図、図１７は本発明の実施の形態を表す静電霧化装置２００に給水手段を設置した状
態を説明するための図である。図１～図１１と同等部分は同一の符号を付して説明を省略
する。
【０１０２】
　図において、静電霧化装置２００は、放電電極２３０、対向電極２４０、電極保持部２
２０から構成され、放電電極２３０と対向電極２４０は所定のすきま（図８におけるすき
まＦと同様のすきま）が得られるように電極保持部２２０に収納・設置されている。放電
電極２３０は、略長方形（あるいは略四角形）断面の軸方向に細長い形状をした直方体（
四角柱）形状の本体部２３２と、本体部２３２の軸方向途中から軸方向に対して略直角方
向に突出して設けられた断面が略長方形（略四角形）形状である直方体形状（あるいは角
錐形状）の突出部２３１とが一体に略Ｔ字状に成形されており、チタンなどの発泡金属で
形成されている。放電電極２３０の本体部２３２は略円形断面の細長い形状（軸方向に長
い形状）をした円柱形状でもよく、また、突出部２３１は、本体部２３２の軸方向途中か
ら軸方向に対して略直角方向に突出して設けられていればよく断面が略円形形状（あるい
は略円形形状）である円柱形状（あるいは円錐形状）としても良い。即ち、突出部２３１
の形状は対向電極２４０方向に向かって細くなる円錐形状や角錐形状にしても良い。また
、突出部２３１は１個設けても良いし複数設けても良い。
【０１０３】
　ここで、図１２に示すように、放電電極２３０の本体部２３２は、軸方長さがＸ２、幅
がＸ３、厚さがＸ４である。また、突出部２３１は突出長さがＸ１、幅がＸ５、厚さがＸ
６である。本体部２３２の長さＸ２は、突出部２３１の長さＸ１よりも長く、Ｘ２／Ｘ１
の値（Ｘ１に対するＸ２の比率）が４倍以上２０倍以下が加工性が良く、また、本体部２
３２から突出部２３１への水供給量も多く、水供給時間が短くできるので良い（好ましく
は、Ｘ１に対するＸ２の比率は６以上１５以下が加工性、強度、水供給量、水供給時間か
ら考えるとバランスが取れているので良い。比率が大きすぎると強度が弱くなる）。また
、本体部２３２の厚さＸ４、突出部２３１のＸ６は、１．５～４ｍｍ程度の範囲内が加工
性がよく、水の吸水性、保湿性が良いので、短時間で突出部２３１に毛細管現象で供給で
きるので良い。以上のことから本実施の形態では、Ｘ１＝３～７ｍｍ、Ｘ２＝３０～８０
ｍｍ、Ｘ３＝４～７ｍｍ、Ｘ４＝１．５～４ｍｍ、Ｘ５＝３～７ｍｍ、Ｘ６＝１．５～４
ｍｍ程度にしている。この略Ｔ状の放電電極２３０はチタンなどの１．５～４ｍｍ程度の
厚さのシート状の発泡金属をプレス加工やレーザ加工などでカットして製造すればよい。
【０１０４】
　以上のように、放電電極２３０は、３次元網目構造を有する発泡金属で形成され、軸方
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向に長い略直方体状あるいは略円柱状の本体部２３２と、本体部２３２の軸方向途中から
本体部２３２の軸方向と略直角方向へ突出し、本体部２３２の軸方向長さよりも短く本体
部２３２と一体に形成されて本体部２３２の表面に付着した水が毛細管現象により供給さ
れる略直方体状あるいは略円柱状の突出部２３１と、により構成されている。従って、本
体部２３２の表面積を多くかせぐことが可能であり、本体部２３２の表面に付着した水が
毛細管現象により突出部２３１に多くの水を供給できる。
【０１０５】
　また、突出部２３１の対向電極２４０と対向する方向の先端部に本体部２３２から毛細
管現象で水が供給される際に、突出部２３１が本体部２３２の軸方向の途中（軸方向の略
中央）から設けられているので、突出部２３１の突出位置に対して本体部が２つ（例えば
、第１の本体部２３７と第２の本体部２３８）に分かれるため、突出部２３１へは第１の
本体部２３７と第２の本体部２３８の２箇所（突出部２３１の両側）から毛細管現象にて
水を供給することができるため、突出部２３１へ水を多く供給することが可能となり、ミ
スト噴霧量を多くでき、安定してミスト噴霧が可能となる。また、第１の本体部２３７あ
るいは第２の本体部２３８のどちらか一方（例えば、第１の本体部２３７）が目詰まりな
どで機能しなくなったとしてももう一方（他方）（例えば、第２の本体部２３８）にて突
出部２３１に水を供給できるので、長期間にわたって安定して突出部２３１に水を供給で
き、長期間にわたって安定してミストを噴霧できる信頼性の高い静電霧化装置２００（ミ
スト噴霧装置）が得られる。
【０１０６】
　また、静電霧化装置２００は、電極保持部２２０に収納された放電電極２３０あるいは
対向電極２４０を電極保持部２２０に固定・保持する固定手段２６０（押圧手段）を備え
、少なくとも電極保持部２２０、放電電極２３０、対向電極２４０、固定手段２６０を一
体に形成してキット部品化して、冷蔵庫１の場合であれば貯蔵室の壁面（例えば側壁や背
面壁や仕切り壁５１など）に設けるようにする。また、空気調和機などの機器では、室内
に設置される室内機などの筐体内（空気の流れに対してフィルタの下流側など）に設ける
ようにしているので、静電霧化装置２００（キット部品）の組立が容易でコンパクトにで
き、また、静電霧化装置２００（キット部品）の壁面や筐体への取り付けが容易になる。
【０１０７】
　ここで、本実施の形態では、放電電極２３０（例えば、本体部２３２、突出部２３１の
両方とも、あるいは本体部２３２のみ）が、３次元網目構造を有する発泡金属で形成され
、軸方向に長い略直方体状あるいは略円柱状の本体部２３２と、本体部２３２の軸方向途
中から軸方向と略直角方向へ突出し、本体部２３２の軸方向長さよりも短く本体部２３２
と一体に形成されて本体部２３２の表面に付着した水が毛細管現象により本体部２３２の
内部を通って供給される略直方体状あるいは略円柱状あるいは略角錐状あるいは略円錐状
の突出部２３１と、を備え、本体部２３２の軸方向長さＸ２を、突出部の長さＸ１の４倍
以上２０倍以下の範囲内としている。本体部２３２の軸方向長さＸ２が、突出部の長さＸ
１に対して長すぎると細長くなりすぎて形状バランスが悪くなり、加工精度が出なくなり
、また加工中や組立時などに破損したりするため、本体部２３２の軸方向長さＸ２を、突
出部の長さＸ１の２０倍程度以下（好ましくは１５倍程度以下）が良いことが分かった。
また、本体部２３２の軸方向長さＸ２が、突出部の長さＸ１に対して短すぎると本体部２
３２から水の供給量が少な過ぎたり、また突出部の先端部に水が供給されるまでの時間が
長くなりすぎてミスト噴霧するまでの時間がかかりすぎるため、本体部２３２の軸方向長
さＸ２を、突出部の長さＸ１の４倍程度以上（好ましくは６倍程度以上）が良いことが分
かった。
【０１０８】
　本体部２３２は、直方体形状の方が電極保持部２２０への設置面が平らのため設置時に
位置が安定するのでよく、また本体部２３２の軸方向長さＸ２は突出部２３１の突出長さ
Ｘ１よりも充分に大きい方がよい。本体部２３２は、直上の給水手段から落下してくる水
を効率よく上表面で受け止めて上表面に付着した水をできるだけ多く毛細管現象で内部を
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通って突出部２３１の先端部へ供給することが望ましいので、軸方向長さを長くして表面
積をできるだけ大きくした方が良く、幅Ｘ３を厚さＸ４よりも大きくして上表面積を大き
くするようにしている。また、突出部２３１はできるだけ短時間で水を対向電極と対向す
る先端部に供給することが望ましいので短い方が良く７ｍｍ程度以下が良い。また突出部
２３１は短すぎると本体部２３２と対向電極２４０間に電圧が印加される恐れがあり、ま
た加工困難となるので、７ｍｍ程度以下が良いことが分かった。
【０１０９】
　また、突出部２３１の先端部は対向電極２４０に向かって細く尖っている方が、先端部
に水がない状態（無給水状態）でも電圧を印加すれば人体に影響を与えない程度のオゾン
を発生させることができ、除菌や脱臭効果がえられるので良く、角錐形状や円錐形状が良
い。ここで、突出部の形状を角錐形状や円錐形状にして突出部２３１の先端部を対向電極
２４０に向かって細く尖った形状にすれば、突出部２３１の先端部の水の有無に関係なく
、放電電極２３０と対向電極２４０との間に機器運転中は常時電圧を印加するようにすれ
ば、給水手段から供給される水が不足した場合でも、ミスト噴霧あるいはオゾン噴霧が行
えるので、脱臭や除菌が行なえる冷蔵庫１や空気調和機などの家電機器が得られる。
【０１１０】
　本実施の形態では、本体部２３２と突出部２３１の外形形状の大きさ（幅、厚さなど）
あるいは断面積が略同等の場合には、本体部２３２の軸方向長さは、突出部２３１の長さ
の４倍以上２０倍以下の範囲内が加工性が良く、本体部２３２から突出部２３１への水供
給量も多く、水供給時間が短くできる。ここで、２０倍よりも大きい２１倍では本体部２
３２が軸方向に長すぎるため加工中に破損したり、組立時に破損したりして信頼性が悪い
。また、４倍よりも小さい３．５倍では、放電電極２３０の本体部２３２の上表面積が小
さくなるので突出部２３１への水供給量が少なく水不足となる場合が発生するので安定し
てミストの噴霧が行えないので、本体部２３２の軸方向長さは、突出部２３１の長さの４
倍以上２０倍以下が良い。好ましくは６倍以上１５倍以下の範囲内が放電電極２３０の強
度が得られ、また短時間で多くの水を突出部２３１へ供給できるので、安定して突出部２
３１に水を供給でき、放電電極２３０と対向電極２４０に電圧を印加した場合のナノミス
トの噴霧量を多くできるので良い。
【０１１１】
　本実施の形態では、放電電極２３０にチタンなどの発泡金属を使用しており、スポンジ
のような３次元網目状構造を持たせた金属多孔質体であるため、金属内部の吸水量も発泡
金属でないものにくらべ２倍～５倍程度と多く、焼結金属に比べて毛細管力も大きく、電
気抵抗が（０．４～２）×１０－７Ω・ｍ程度と小さく導電体として水に効率的に電気が
かかるので、電気抵抗が大きなセラミック（電気抵抗は約１０１２Ω・ｍ程度と大きい）
などに比べて格段に電気を通しやすくミスト生成量を多くでき、また、印加電圧の設定な
どが容易でありしかも印加電圧を小さくすることも可能であり、ナノミストの生成が確実
に容易に行える。電気抵抗は、１０－８Ω・ｍ～１０－４Ω・ｍ程度の材料であれば電気
を通しやすく、ミスト生成量も多くナノミストの生成も安定して行える。また、電気抵抗
が小さく電気を通しやすいため、高電圧がかかりやすく、低電力な静電霧化装置が得られ
る。
【０１１２】
　ここで、本実施の形態では、放電電極２３０に孔径１０μｍ以上８００μｍ以下、空隙
率６０％以上９０％以下のチタンなどの発泡金属を使用している。孔径が０．１μｍ～３
μｍと小さな発泡金属でないセラミックなどに比べて発泡金属は、異物による目詰まりに
対する耐力が格段に大きいので、長期間にわたり安定して本体部２３２から突出部２３１
に水を供給することができる。孔径が１０μｍよりも小さくなると目詰まりの発生する危
険性が高まるので、孔径は１０μ以上が良い。また、孔径が８００μｍよりも大きすぎる
と水滴が大きくなりナノミストの発生量が抑制されるので、孔径は８００μｍ以下が好ま
しい。また、空隙率（気孔率）は、大きいほど内部に多くの水を保持できるので、静電霧
化装置２００に使用する場合は、空隙率は大きい方が良い。本実施の形態では、従来のセ
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ラミックや焼結金属などのように空隙率が５０％以下のものとは異なり、空隙率が６０％
以上９０％以下と大きなチタンなどの３次元網目状構造を持たせた金属多孔質体の発泡金
属を使用しているので、従来のセラミックや焼結金属などに比べて多くの水を発泡金属内
部に保持できる。従って、ナノミストを効率よく多量に発生させることができる。
【０１１３】
　放電電極２３０に使用する発泡金属は、毛細管力が大きく孔径のバラツキが少なく安定
している方が良く、また目詰まりに対する耐力の大きい方が良く、好ましくは孔径５０μ
ｍ以上３００μｍ以下、空隙率７０％よりも大きく８０％以下の発泡金属が望ましい。ま
た、放電電極２３０にチタンの発泡金属を使用することで放電電極２３０の剛性、強度が
向上するので、電圧印加による電気磨耗などを抑制でき、冷蔵庫１や空気調和機の運転時
の微細振動などに対する磨耗耐力も向上し、長期間の使用が可能となり信頼性が向上する
。また、放電電極２３０にチタンを使用することで、電圧印加時のコロナ放電によるオゾ
ンの発生量を還元作用で分解して低減することができ、電極にセラミック材料をした場合
に比べてオゾン発生量が多すぎることによる人体への悪影響を抑制でき、安全で適度なオ
ゾンを発生できる静電霧化装置２００を提供できる。また、放電電極２３０に発泡金属の
チタンを使用する場合は、酸化処理を行うことで、水とのなじみ性が向上し、本体部２３
２の表面の水を毛細管現象により吸収しやすくなり、安定して突出部２３１に水を供給で
きるようになるので、安定してナノミストを長期間噴霧できる。
【０１１４】
　対向電極２４０は、放電電極２３０の突出部２３１の先端部と所定のすきまＦを介して
設けられており（図８と同様）、略四角形の貫通穴である対向電極開口部２４１が放電電
極２３０の突出部２３１の先端部と対向する位置に設けられている。ここで、放電電極２
３０の突出部２３１の先端部の断面形状は、略四角形形状であり、また、対向電極２４０
の対向電極開口部２４１は、放電電極２３０の突出部２３１の先端部の略四角形形状より
も大きな略四角形形状の開口としている。放電電極２３０の突出部２３１の先端部の断面
形状は略円形形状でもよく、対向電極２４０の対向電極開口部２４１の開口形状は、放電
電極２３０の突出部２３１の先端部の断面形状（あるいは外径形状）と略相似形状で、放
電電極２３０の突出部２３１の先端部の断面形状（あるいは外径形状）よりも大きな形状
の開口としても良いし、対向電極２４０の対向電極開口部２４１の開口形状は、放電電極
２３０の突出部２３１の先端部の断面形状（あるいは外径形状）と異なってもよく、放電
電極２３０の突出部２３１の先端部を角錐形状（断面形状（あるいは外径形状）は略四角
形）とし、対向電極２４０の対向電極開口部２４１の開口形状を突出部の断面形状よりも
大きな形状の円形の開口としても良い。
【０１１５】
　電極保持部２２０は、放電電極２３０の本体部２３２を収納して保持・固定する電極収
納部２２５と、電極収納部２２５の軸方向（長手方向）の途中（略中央部）から突出して
設けられて、対向電極２４０を収納・保持する対向電極収納部２２３とから構成されてい
る。放電電極２３０は、電極収納部２２５と対向電極収納部２２３との間の仕切り壁に設
けられた開口穴や切欠きなどの切欠き部２２２を介して、電極収納部２２５に収納された
放電電極２３０の本体部２３２から突出した突出部２３１が対向電極収納部２２３へ突出
するように設けられている。ここで、給水手段が冷却板２１０の場合には、放電電極２３
０の本体部２３２の上表面に水滴が付着した状態で保持されると吸熱フィン部２１１と放
電電極２３０の本体部２３２との間で放電が発生する可能性があるので、この場合には、
電極保持部２２０は底面や側面などに開口や切り欠きなど（図示せず）を設けて給水手段
から供給される水が電極保持部２２０内に溜まらないようにすればよい。
【０１１６】
　即ち、電極保持部２２０あるいは固定手段２６０（押圧手段、押圧部材）に切欠きや開
口を設け、電極保持部２２０に放電電極２３０の本体部２３２が保持された状態で吸熱部
（吸熱フィン部２１１）より落下した結露水が電極保持部２２０や放電電極２３０の本体
部２３２に溜まらないようにすれば、放電電極２３０と対向電極２４０間に電圧を印加し
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た場合でも、電極保持部２２０に保持された放電電極２３０の本体部２３２に水が溜まっ
て放電電極２３０より冷却板２１０の吸熱部（吸熱フィン部２１１）に放電することを抑
制できる。ここで、水供給手段である吸熱フィン部２１１の下端面２１１Ｙと放電電極２
３０（本体部２３２の上面）との間のすきまＺは、放電電極２３０の表面に水滴が付着し
た状態になると、放電電極２３０と対向電極２４０間に電圧を印加した場合に吸熱フィン
部２１１の下端面２１１Ｙと放電電極２３０との間で放電する恐れがあるので放電しない
すきまを確保する必要があり、本実施の形態では所定すきまＺは４ｍｍ以上としている。
【０１１７】
　また、対向電極収納部２２５には、対向電極２４０の段差部２４５を保持する切欠きや
凹部などの対向電極保持部２２４が設けられている。また、対向電極２４０には、電源線
やリード線を接続して通電する穴などで構成される対向電極通電部２４６が設けられてお
り、対向電極通電部２４６は電源線やリード線などで高電圧電源部２５０（図１１等）に
接続されている。
【０１１８】
　放電電極２３０は、本体部２３２が電極収納部２２５に収納・保持され、突出部２３１
が対向電極収納部２２３に収納された状態で固定手段２６０（押圧手段）にて通電部材２
８０を介して本体部２３２が電極収納部２２５に押圧固定される。通電部材２８０（電極
通電手段）は、本体部２３２に接触して押圧する押圧部２８１と固定手段２６０（押圧手
段、押圧部材）にて押圧された場合に弾性変形して押圧部２８１を本体部２３２に押圧す
るバネ部２８２と、高電圧電源部２５０と電源線やリード線が接続されて通電する穴など
で構成される電極通電手段通電部２８６が設けられている。電極通電手段通電部２８６は
、高電圧電源部２５０により電源線やリード線などを介して放電電極２３０を通電する。
ここで、通電部材２８０は、固定手段２６０（押圧手段）にて通電部材２８０を押圧・保
持する構成でなくてもよく、本体部２３２を側面から（幅方向に）バネ性を有してバネ力
で挟み込むことで放電電極２３０に電圧を印加できるような形状であれば良い。
【０１１９】
　固定手段２６０（押圧手段、押圧部材）は、容器状をしており、底面部（あるいは側面
部）に設けられた開口部２６６（図１４参照）と、底面部（あるいは側面部）に設けられ
て放電電極２３０を電極保持部２２０側へ上方から押圧・固定あるいは放電電極２３０が
上方への移動するのを抑制する電極押さえ部２６５と、上方（直上）に設けられた水供給
手段から供給された水を受けて放電電極２３０の本体部２３２へ水を効率よく供給するよ
うに外側から中央方向へ傾斜した傾斜部２６４（図１３参照）と、底面部（あるいは側面
部）に設けられて電極保持部２２０の電極収納部２２５に収納された放電電極２３０の本
体部２３２を弾性体で形成された通電部材２８０を介して電極保持部２２０側に押圧・固
定する通電部材押さえ部２６２（図１３参照）と、固定手段２６０（押圧手段）の側壁の
軸方向略中央付近から放電電極２３０の突出部２３１の方向と略同等方向に突出するよう
に設けられて、電極保持部２２０の対向電極収納部２２３に収納された対向電極２４０（
電極保持部２２０の対向電極収納部２２３の切欠き部２２４に対向電極２４０の段差部２
４５が挿入されて収納されている）の少なくとも開口部２４１部分を上方から覆って埃や
ごみなどが対向電極２４０の開口部２４１に付着するのを抑制する対向電極覆い部２６１
とから構成されている。ここで、通電部材押さえ部２６２は電極押さえ部２６５よりも通
電部材２８０の厚さと略同等厚さ分だけ凹んだ段差形状となっており、固定手段２６０（
押圧手段）で通電部材２８０を介して放電電極２３０を押圧した状態で通電部材２８０が
電極押さえ部２６５に少なくとも一部が収納される（電極通電手段通電部２８６以外の通
電部材２６５のほぼ全体が収納されことが望ましい）。
【０１２０】
　従って、電極保持部２２０に放電電極２３０と対向電極２４０が固定手段２６０（押圧
部材）にて通電部材２８０を介して押圧・固定される。放電電極２３０と対向電極２４０
が電極保持部２２０に固定された状態で、放電電極２３０の突出部２３１の略四角形の面
状の先端部と対向電極２４０の開口部２４１とは所定のすきまＦが設けられている。この
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所定のすきまＦは、通電した場合に出力が大きくとれ、ナノミストを多く放出できるよう
に１ｍｍ以上８ｍｍ以下の範囲で設けられている。
【０１２１】
　通電部材押さえ部２６２は、固定手段２６０（押圧手段、押圧部材）の底面部に設けら
れた放電電極押さえ部２６５よりも通電部材２８０が押圧された場合に弾性力を維持でき
る厚さ分（厚さ分から弾性変形による縮み代分を差し引いた厚さ分）だけの段差が設けら
れており、この段差部分に通電部材２８０を収納して上方から放電電極押さえ部２６５で
通電部材２８０を押圧することで通電部材２８０の弾性力で放電電極２３０の本体部２３
２を電極保持部２２０側へ押圧・固定する。
【０１２２】
　また、通電部材押さえ部２６２の反対側の面（固定手段２６０の上方開口部側の面）は
、通電部材２８０を収納するため一部が凹んだ段差部２６３（一段高くなった段差部）が
形成されており、この部分に冷却板２１０の位置決めを行なって吸熱フィン部２１１の下
端面２１１Ｙと放電電極２３０の本体部２３２とのすきま（放電電極２３０と冷却板２１
０の吸熱フィン部２１１の下端面２１１Ｙとの距離（例えば、図９で示すように吸熱フィ
ン部２１１の下端面２１１Ｙと放電電極２３０との間の距離（所定すきまＺ）））を確保
するように位置決め部を兼ねており、必要な所定すきまとなるように設定すれば良い。
【０１２３】
　固定手段２６０（押圧手段）は、電極保持部２２０の電極収納部２２５に放電電極２３
０を収納・保持した状態で、電極保持部２２０の上面開口部側から通電部材２８０を介し
て放電電極２３０を電極保持部２２０に押圧した状態で電極保持部２２０の側壁などを固
定している。この場合も、水供給手段（たとえば吸熱フィン部２１１の下端面２１１Ｙ）
の下端面と放電電極２３０（上面）との間のすきまＺは、水供給手段（たとえば吸熱フィ
ン部２１１）から直下の放電電極２３０や電極保持部２２０へ空間を介して落下する水の
落下速度を小さく抑えて放電電極２３０や電極保持部２２０への落下時の衝撃緩和や飛び
跳ねて容器外への飛び出すことなどを抑制するため小さいほうが良く、１ｍｍ～３０ｍｍ
程度がよいが、放電電極２３０の表面に水滴が付着した状態になると、放電電極２３０と
対向電極２４０間に電圧を印加した場合に吸熱フィン部２１１の下端面２１１Ｙと放電電
極２３０との間で放電する恐れがあるので、水供給手段（たとえば吸熱フィン部２１１の
下端面２１１Ｙ）と放電電極２３０との間の所定すきまＺは、放電しないすきまである４
ｍｍ以上が好ましい。
【０１２４】
（貯水タンク構造）
　また、図１６、図１７に示すように、冷却板２１０を設けるかわりに貯水タンク２７０
などの給水手段を着脱可能なように固定手段２６０（押圧手段）に保持できる構成にして
も良い。貯水タンク２７０には、目盛線２７１が設けられており、冷蔵庫１に設置された
状態で目盛線２７１がユーザから見えるように設置されるので、放電電極２３０に供給さ
れる水の補給を行う時期が目視で確認できる。ここで、貯水タンク２７０の水排出口２７
７（貯水タンク２７０内の水を放電電極２３０に供給する供給口）と放電電極２３０まで
の必要な距離（所定すきま）は、放電電極２３０と冷却板２１０の吸熱フィン部２１１の
下端面との距離（必要な所定すきまＺ）と略同等に設定すれば、同等の効果が得られる。
【０１２５】
　図１７に示すように、冷却板２１０の代わりに貯水タンク２７０を使用する場合には、
固定手段２６０（押圧手段）に給水手段覆い部２６９を設けて、貯水タンク２７０の位置
決めと保持や固定を行うようにすれば、構成が簡単で低コストな静電霧化装置２００が得
られる。また、貯水タンク２７０より落下する水滴２７５が固定手段２６０（押圧手段）
の給水手段覆い部２６９にて略密閉状態となるように覆われるか、あるいは少なくとも一
部が覆われるため、電極保持部２２０の電極収納部２２５内に落下した水滴２７５が電極
保持部２２０、固定手段２６０（押圧手段）が設置されている周囲の空気中の埃やかびな
どの異物の影響を受けにくいので電極保持部２２０内の水滴がよごれにくくきれいで衛生
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的な静電霧化装置２００が得られる。また、貯水タンク２７０の水排出口２７７より落下
する水滴２７５が固定手段２６０（押圧手段）の給水手段覆い部２６９にて略密閉状態と
なるように覆われるか、あるいは少なくとも一部が覆われるため、電極保持部２２０の電
極収納部２２５内に落下する水滴２７５が電極保持部２２０、固定手段２６０（押圧手段
）が設置されている周囲の影響（空気の流れや温度の影響など）を受けにくいので、水滴
２７５が空気や冷気の流れなどによりどこかに飛び散ったり、貯水タンク２７０内の水や
水滴２７５が凍りついたりすることが起こりにくく信頼性の高い静電霧化装置２００が得
られる。
【０１２６】
　即ち、本実施の形態では、静電霧化装置２００は、放電電極２３０あるいは電極保持部
２２０の直上に設けられた給水手段（冷却板２１０や貯水タンク２７０など）より放電電
極２３０あるいは電極保持部２２０に落下することによって供給される水が落下する水の
周囲の空気の流れの影響を直接受けないように給水手段と電極保持部２２０との間の水の
落下経路の少なくとも一部を覆う給水手段覆い部２６９を固定手段２６０に設けるように
したので、落下した水滴２７５が電極保持部２２０、固定手段２６０（押圧手段）が設置
されている周囲の空気中の埃やかびやごみなどの異物の影響を受けにくくなり放電電極２
３０に付着した水滴や電極保持部２２０内の水滴がよごれにくく放電電極２３０の目詰ま
りが抑制でき、信頼性が高く、きれいで衛生的な静電霧化装置２００が得られる。
【０１２７】
　ここで、水供給手段に導電性でない樹脂製の貯水タンク２７０（給水手段）を使用する
場合には、給水手段に冷却板２１０を使用する場合に比べて、放電電極２３０の本体部２
３２の上表面に水が付着した状態であっても、放電電極２３０から貯水タンク２７０へ放
電することがないので、電極保持部２２０は容器状にして水を溜める構成にしても良い。
このようにすると、放電電極２３０の本体部２３２には常に水が溜まった状態を維持でき
、突出部２３１へ水が安定して供給されるので、安定してミストを噴霧できる。また、固
定手段２６０（押圧手段）に冷却板２１０を設置する場合も吸熱フィン部２１１から落下
する水滴２７５（結露水）が固定手段２６０（押圧手段）などにて略密閉状態で覆われる
構成とすれば同等の効果が得られる。
【０１２８】
　また図１７に示すように、固定手段２６０に側壁から外側方向へ突出した固定用つめ部
２６８を設け、電極保持部２２０の側壁に固定用つめ部２６８と対向する位置に凹部や切
欠きなどの固定用凹部を少なくとも１カ所設けて、固定手段２６０を電極保持部２２０の
方向に押圧することで固定手段２６０（押圧手段）の固定用つめ部２６８が電極保持部２
２０の側壁に設けられた固定用凹部に嵌合、あるいは引っ掛かる嵌め込み構造とすること
で、固定手段２６０（押圧手段）を電極保持部２２０側に軽く押圧するだけで固定手段２
６０、通電部材２８０、放電電極２３０、対向電極２４０、電極保持部２２０を簡単な操
作で一体に固定・保持することが可能となり、キット部品化することができ、冷蔵庫１や
空気調和機などの家電製品や機器などへの取付や組込が容易にできる。
【０１２９】
　本実施の形態では、貯水タンク２７０（給水手段）の水排出口２７７（貯水タンク２７
０内の水を放電電極２３０に供給する供給口）と放電電極２３０との間の距離を水排出口
２７７から落下する水が周囲の空気や冷気の流れの影響で放電電極２３０や電極保持部２
２０内に供給されないということがない範囲の所定のすきまＺを有するように設定してい
るので、給水手段（例えば、貯水タンク２７０など）を静電霧化装置２００と離れた別の
場所に設けてポンプなどの送水手段にて水流路を介して給水手段から静電霧化装置２００
に水を搬送する場合に比べて、給水手段や給水手段より供給される水を搬送する水流路が
不要なため、構成が簡単であり、低コストな冷蔵庫１や空気調和機など家電機器や機器が
得られる。
【０１３０】
　また、貯水タンク２７０の水排出口２７７の直下に所定すきまＺが得られるように放電



(30) JP 4794698 B2 2011.10.19

10

20

30

40

50

電極２３０を配置し、貯水タンク２７０を着脱可能なように固定手段２６０、通電部材２
８０、放電電極２３０、対向電極２４０、電極保持部２２０と一緒に所定すきまＺが得ら
れるように位置決めした状態で一体化してキット部品化すれば、簡単な構成で貯水タンク
２７０から落下する水滴が放電電極に直接落下するようにでき、さらに組立性や取付性が
向上する。また、貯水タンク２７０の代わりに冷却板２１０を使用する場合には、冷却板
２１０の少なくとも吸熱フィン部２１１で結露した結露水が直接放電電極２３０に落下す
るように吸熱フィン部２１１の直下に放電電極２３０が位置するように冷却板２１０を一
緒に固定手段２６０（押圧手段）に固定すれば良い。この場合、貯水タンク２７０あるい
は吸熱フィン部２１１と、放電電極２３０との距離は所定すきまＺとなるように設定すれ
ば良い。所定すきまＺの設定については、上述したとおりである。
【０１３１】
　ここで、本実施の形態の静電霧化装置２００は、放電電極２３０の本体部２３２が軸方
向に細長く奥行き方向（軸方向と直角方向の長さ、厚さ方向）に短い形状をしているので
、冷蔵庫１の貯蔵室の上面を形成する天井壁や貯蔵室の側面を形成する側壁や貯蔵室と貯
蔵室の間を仕切る仕切り壁５１（仕切り板）など厚さの薄い壁面や、空気調和機などにお
いては奥行き方向の小さい部位に設置することが可能となり、冷蔵庫１や空気調和機など
の家電機器や機器の薄型化が図れる。また、本体部２３２が細長く表面積を大きくしてい
るため、結露水や供給水などの水を充分な面積で受けることができ、結露水や供給水など
の水を突出部２３１に毛細管現象で充分な量を供給することが可能となり、また、本体部
２３２を細長くして表面積を大きくしているため水中に若干の異物が存在して本体部２３
２の表面に付着することがあっても水が本体部２３２の内部の空隙を毛細管現象にて通過
して問題なく突出部２３１に供給されるので、結露水や供給水の異物を除去するフィルタ
などが不要で保証期間（例えば、１０年間の使用期間）内においてナノミストを放出可能
な低コストで信頼性の高い静電霧化装置２００、家電機器が得られる。ここで、放電電極
２３０の本体部２３２の軸方向の長さや断面形状は、製品の保証期間内（例えば、１０年
程度）の水中の異物を想定して突出部２３１に水が供給できる表面積の大きさが確保でき
る程度に設定すれば良い。
【０１３２】
　また、静電霧化装置２００の設置に関しては、本体部２３２を細長くして奥行き方向の
厚さを小さくしているので、突出部２３１を本体部２３２から横方向（例えば、略水平方
向）に突出するように配置しても側壁や天井壁や仕切り壁や奥行きの小さい設置場所など
に設置可能な厚さの薄いコンパクトな静電霧化装置２００が得られるが、突出部２３１を
本体部２３２から略上方向、あるいは略下方向に突出するように配置した方が奥行き方向
の厚さが小さくて済むので、この場合は側壁や天井壁や仕切り壁や奥行きの小さい設置場
所などに設置可能な厚さの薄いコンパクトな静電霧化装置２００が得られる。
【０１３３】
　以上は水供給手段に貯水タンク２７０を使用し、放電電極２３０を固定あるいは収納す
る電極保持部２２０を容器状にして水を捕集できるようにしているが、放電電極２３０の
本体部２３２の形状を直方体形状にして幅を有する面形状（本実施の形態では、図１２に
示すように、幅Ｘ３、長さＸ２の略四角形状の面を有する直方体形状、四角形）にして、
設置したときに幅を有する上表面が略水平（若干傾斜していても良く、例えば傾斜が５度
以下）になるように設置することで、電極保持部２２０の形状は水を溜めることが可能な
容器状でなくてもよく、放電電極２３０（例えば、本体部２３２）を固定できる形状（放
電電極固定部）であれば良い。
　本実施の形態では、３次元網目構造の発泡金属で形成された本体部２３２、および本体
部２３２の表面に付着した水が毛細管現象により供給される突出部２３１とから構成され
た放電電極２３０と、放電電極２３０を保持する電極保持部２２０と、電極保持部２２０
に設けられ、突出部２３１と対向して設けられた対向電極２４０と、放電電極２３０の本
体部２３２の直上に設けられ、放電電極２３０に水を供給する水供給手段（たとえば吸熱
フィン部２１１や貯水タンク２７０）と、を備え、本体部２３２が軸方向に細長い略直方
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体形状であり、幅を厚さよりも大きくすることで面形状を有する上表面の面積を大きくし
ており、また、水を受ける上表面が略水平になるように設置することで水を受ける面積を
大きくできる。
【０１３４】
　即ち、貯水タンク２７０から供給される水滴２７５が直下の放電電極２３０の本体部２
３２に落下するが、本体部２３２の上表面が幅Ｘ３、長さＸ２を有する略四角形の面を有
する形状であり、略水平に設置されているので、落下した水を本体部２３２で面形状をし
た上表面で直接受け止めることができ、上表面に落下した水は即座に表面から本体部２３
２の内部に毛細管現象にて吸収されて突出部２３１に供給される。従って、この場合には
、電極保持部２２０の形状は、水を溜める必要がないので容器状でなくてもよく、放電電
極２３０の本体部２３２を固定あるいは保持できればよいので、貯水タンク２７０から落
下した水が多すぎて本体部２３２の内部に吸収されきれない場合は、電極保持部２２０に
切欠きや開口などの水を排出できる水排出口を設けて、別途電極保持部２２０の水排出口
の下方や側方などに排出手段を設けるなどして水が本体部２３２の上表面から下方に排出
できるようにして水が静電霧化装置２００外に排出されるようにしておけば良い。例えば
、空気調和機の室内機の場合には、ドレン水と一緒に排出するようにすれば良いし、冷蔵
庫の場合には、除霜水と一緒に外部に排出するようにすれば良い。
【０１３５】
（除霜水利用）
　ここで、静電霧化装置２００が設けられている貯蔵室（例えば、冷蔵室２）の背面近傍
に冷却器１３が収容された冷却器室１３１が配置されている場合には、図２に示すように
冷却器１３の下部に設けられたヒータルーフ１５１を容器状（ヒータルーフ１５１に別体
で水を溜められる形状のもの（例えば容器））にするなど除霜水を溜められるような形状
の除霜電極保持部１５２を設けるようにすれば、この除霜電極保持部１５２内に溜まった
除霜水をフィルタやフェルトなどで形成されて毛細管現象などを利用した除霜水搬送部を
介して静電霧化装置２００に供給すれば、除霜電極保持部１５２が貯蔵室内の電極保持部
２２０を兼用することができるので、貯蔵室内に電極保持部２２０を設ける必要がなくな
り、更に冷却板２１０も不要になるので、低コストで構造が簡単な冷蔵庫１が得られる。
【０１３６】
　ここで、ヒータルーフ１５１は、冷却器１３から落下する除霜水が直接、除霜用ヒータ
１５０にかからないよう除霜用ヒータ１５０の上方を覆うように設けているが、除霜電極
保持部１５２の大きさや容量は、ミスト噴霧に必要な量の除霜水が確保できる程度の大き
さや容量であれば良いので、除霜回数や除霜時間などを考慮して決めれば良い。また、除
霜電極保持部１５２は、ミスト噴霧に必要な量の除霜水が確保できる程度の大きさや容量
であれば良いので、ヒータルーフ１５１の全域に設ける必要はなくヒータルーフ１５１の
少なくとも一部に設けるようにすれば良い。除霜電極保持部１５２は、ヒータルーフ１５
１の上部に設けられており、除霜水が溜まりすぎてあふれても下方に設けられている除霜
水排水口より外部に排出されるため問題ないので、除霜電極保持部１５２より除霜水があ
ふれたときの対応が不要となり、低コストで構造が簡単な冷蔵庫１が得られる。ここで、
本実施の形態では、冷却器１３から落下する除霜水（霜の状態で落下してしまうことが多
い）を受ける除霜電極保持部１５２を静電霧化装置２００の電極保持部として使用するよ
うにしているので、除霜電極保持部１５２には、霜の状態のままで捕集されることが多く
、霜が除々に溶けることになるため、長時間、除霜電極保持部１５２に除霜水を確保する
ことができる。よって、１日に１回の除霜運転を行う場合であっても長時間、除霜電極保
持部１５２に除霜水を確保することができるので、安定してミストを噴霧することが可能
となる。
【０１３７】
　特に除霜手段である除霜用ヒータ１５０にカーボンヒータなどの黒色媒体のヒータを使
用すれば、輻射電熱により冷却器１３の霜を表面あるいは内面から効率的に溶かすことが
できるため、冷却器１３に付着した霜が霜の状態で落下する割合が低減するので、除霜電
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極保持部１５２には霜の状態でだけ落下して水の状態で落下しなくなって静電噴霧に使用
できないということがない。しかも適度に霜の状態でも落下するため、霜が除々に溶ける
ことになり、長時間、除霜電極保持部１５２に除霜水を確保することができ、安定して長
時間ミスト噴霧が可能となる。また、除霜手段に冷却器１３と一体に設けられたかち込み
タイプヒータを併用すれば、冷却器１３側からも加熱できるため、冷却器１３に付着した
霜が内側（かち込みヒータ）と外側（除霜用ヒータであるカーボンヒータなど）から加熱
できるので、除霜電極保持部に落下する水と霜の割合を必要に応じて設定できる。例えば
、この場合には、かち込みヒータと除霜用ヒータのそれぞれの印加電圧量や電圧印加のタ
イミングなどを操作パネル６０に設けられたスイッチなどによりユーザが設定したり制御
装置３０にて予め設定したりして制御することで、ミスト噴霧に必要な適度な所定の除霜
水を除霜電極保持部１５２に持続的に長時間保持することができ、更なる安定してミスト
噴霧できる効果が得られる。
【０１３８】
　また、除霜手段として除霜用ヒータ１５０などを用いず冷凍サイクルの高温冷媒を冷却
器１３に直接流して冷却器１３の除霜を行うホットガスデフロスト回路を備えても良い。
【０１３９】
　この場合は、冷媒を圧縮する圧縮機１２、切替弁（図示せず）、圧縮機１２により圧縮
された冷媒を凝縮する凝縮器（図示せず）、凝縮器により凝縮された冷媒を減圧させる減
圧装置（図示せず）、減圧装置にて減圧された冷媒を蒸発させて貯蔵室を冷却する冷気を
生成する冷却器１３とを順次接続して冷凍サイクルを構成し、圧縮機１２により圧縮され
た高温の冷媒ガスを切替弁を介して冷却器１３にバイパスさせて冷却器１３に圧縮機１２
により圧縮された高温の冷媒ガスを流して冷却器１３の除霜を行なうホットガスデフロス
ト回路を添えるようにすれば良い。
【０１４０】
　このようにホットガスデフロスト回路（バイパス回路）を備えていれば、除霜を行なう
場合に切替弁を切り替えてホットガスデフロスト回路に圧縮機１２で圧縮された高温・高
圧の冷媒を凝縮器を通さず直接、冷却器１３に流すようにして、高温の冷媒により冷却器
１３に付着した霜を冷却器１３表面より加熱して霜の内部より霜を溶かすことができるの
で、効率良く、短時間で除霜が行なえる。
【０１４１】
　また、ホットガスデフロスト回路（バイパス回路）を第１の除霜手段とし、第２の除霜
手段として輻射伝熱の利用できるカーボンヒータなどの黒色媒体のヒータ（ガラス管ヒー
タなど）と併用すれば、さらに効率よく霜を溶かすことができる。この場合、第２の除霜
手段である除霜用ヒータ１５０を除霜電極保持部１５２内の霜や除霜水を加熱する加熱手
段としても利用するようにすれば、別途加熱手段を設ける必要がなく、構成が簡単で低コ
ストなれ冷蔵庫１が得られる。ここで、除霜電極保持部１５２内の霜や除霜水を加熱する
加熱手段として第１の除霜手段であるホットガスデフロスト回路（バイパス回路）のバイ
パス配管を利用しても良い。このようにすると、加熱手段を別途設ける必要がなくなり、
効率よく除霜水を収集でき、しかも安定してミスト噴霧の行なえる安価な冷蔵庫１を提供
できる。
【０１４２】
　ここで、加熱手段の通電制御としては、冷蔵庫１の貯蔵室（例えば、冷蔵室２）の前面
開口部を覆うように設けられている開閉扉（例えば、冷蔵室扉７）の前面に設けられた操
作パネル６０に静電霧化装置２００を作動させるためのミスト噴霧スイッチ６０ｅを設け
、このミスト噴霧スイッチ６０ｅ操作することで作動するようにすれば良い。ミスト噴霧
スイッチ６０ｅを操作した場合に所定時間だけ、あるいは、ユーザが所定時間範囲内で動
作時間を適宜設定できるようにして、設定した時間だけ通電するようにすれば良い。また
、静電霧化装置２００が設けられている貯蔵室の開閉扉の開あるいは閉と連動して所定時
間だけ動作するようにしても良い。この場合も加熱手段の通電時間は、予め実験などによ
り設定していても良いし、ユーザが自分で予め設定されている所定時間範囲内で適宜時間
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を設定できるようにしても良い。
【０１４３】
　ここで、フェルトなどで構成される除霜水搬送部の一端は除霜電極保持部１５２内にフ
ィルタを介して配置され、また、除霜水搬送部の他端は、電極保持部２２０に直接接続し
ても良いし、あるいは貯蔵室内に電極保持部２２０が設けられている場合には電極保持部
２２０内に配置するようにするなどすれば良い。また、定期的（例えば、最低１日に１回
以上）に冷却器１３の除霜を行うように設定しておけば、静電霧化装置２００への水の供
給も不足することなく安定してナノミスト化した水滴を貯蔵室内（庫内）に供給できる。
ここで、冷却器室１３１や冷却器１３が静電霧化装置２００が設けられている貯蔵室から
離れている場合（例えば、静電霧化装置２００の設けられている貯蔵室が上部であって冷
却器室１３１や冷却器１３が下部貯蔵室背面に設けられている場合や、静電霧化装置２０
０の設けられている貯蔵室が冷蔵庫１の下部であって冷却器室１３１や冷却器１３が冷蔵
庫１の上部貯蔵室背面に設けられている場合）でも、除霜水搬送部を毛細管現象を利用で
きる構造としたり、あるいは毛細管現象を利用できる材料などを使用するようにすれば、
問題なく静電霧化装置２００に水を安定して供給できる。また、除霜水搬送部内の水が凍
結する恐れがある場合には、周囲に断熱材を設けるなどして少なくとも凍結する恐れのあ
る範囲の除霜水搬送部の周囲を断熱すれば良く、あるいは仕切り壁などの断熱材中に埋設
するなどして配設すれば良い。
【０１４４】
　特に冷蔵室２や野菜室５が冷蔵庫１の上部にあり、冷凍室６用の冷却器１３とは別に冷
蔵室用冷却器や野菜室用冷却器も冷蔵庫１の上部であって、冷蔵室用冷却器や野菜室用冷
却器が冷蔵室２や野菜室５の背面に配置されている場合には、除霜電極保持部１５２が冷
蔵庫１の上部背面に設けられることになる（冷蔵室２や野菜室５の背面に冷蔵室用冷却器
や野菜室用冷却器が配置されていることになる）ので、静電霧化装置２００を冷蔵室２や
野菜室５に設置する場合に除霜水搬送部の長さや取り回しを短く簡略化でき、構造が簡単
で除霜水があふれても問題のない低コストの静電霧化装置２００を備えた冷蔵庫１を提供
できる。
【０１４５】
　静電霧化装置２００は、冷蔵庫１の貯蔵室（例えば、冷蔵室２）の前面開口部を覆うよ
うに設けられている開閉扉（例えば、冷蔵室扉７）の前面に設けられた操作パネル６０に
静電霧化装置２００を作動させるためのミスト噴霧スイッチ６０ｅを設け、このミスト噴
霧スイッチ６０ｅを操作することで作動するようにすれば良い。ミスト噴霧スイッチ６０
ｅを操作した場合に所定時間だけ、あるいは、ユーザが所定時間範囲内で動作時間を適宜
設定できるようにして、設定した時間だけ静電霧化装置２００が動作するようにすれば良
い。また、静電霧化装置２００が設けられている貯蔵室の開閉扉の開あるいは閉と連動し
て所定時間だけ動作するようにしても良い。この場合も静電霧化装置２００の動作時間は
、予め実験などにより設定していても良いし、ユーザが自分で予め設定されている所定時
間範囲内で適宜時間を設定できるようにしても良い。
【０１４６】
　また、静電霧化装置２００に除霜水を使用する場合は、除霜終了後に静電霧化装置２０
０を動作させるようにすれば、除霜水収集部内の水不足が発生せず、確実に静電噴霧が行
える。この場合、除霜終了後だと時間がかかりすぎるばあいは、除霜終了後でなくても良
く、除霜の開始直後、あるいは除霜開始から所定時間経過してから静電霧化装置２００を
動作させるようにしても良い。また、除霜運転を夜間実施する場合には、除霜終了後（あ
るいは除霜開始、除霜途中）から次の除霜運転開始までの間であればいつでも静電霧化装
置２００の動作が可能なように設定しても良い。この場合には、除霜開始、あるいは除霜
終了まで待たなくても除霜水が使用できるので、必要なときに静電霧化装置２００を動作
させることができる。従って、ミストを噴霧させるために給水を補給しなくても良くなる
ので、メンテナンスの不要な静電霧化装置２００が得られる。ここで、除霜電極保持部１
５２の除霜水を使用しないで、製氷用の水を供給する給水タンクから給水搬送部（図示せ
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ず）を介して静電霧化装置２００に水を供給するようにしても良い。また、静電霧化装置
２００への水の供給手段として冷却板２１０による結露水の供給や除霜電極保持部１５２
による除霜水の供給や給水タンクから水の供給や他の手段などのうちの少なくとも２つを
併用しても良い。
【０１４７】
（冷蔵庫の略密閉空間への適用）
　次に図１８に示すように冷蔵室２などの貯蔵室内に略密閉された容器２Ｘ，２Ｙを設置
し、この略密閉された容器２Ｘ，２Ｙ内に静電霧化装置２００を配置する場合について説
明する。本実施の形態では、略密閉された容器２Ｘ内は＋３℃～－３℃程度のチルド温度
帯に温度制御されるチルド室２Ａであり、略密閉された容器２Ｙ内は＋３℃～＋５℃程度
の野菜室温度帯に制御される野菜保存容器や野菜室５として使用される。ここで、略密閉
された容器２Ｘ，２Ｙ内の温度制御は、本実施の形態では、静電霧化装置２００の冷却板
２１０にて実施するようにしている。即ち、静電霧化装置２００の冷却板２１０は、冷却
風路５０側に設けられた放熱フィン部２１２と略密閉された容器２Ｘ，２Ｙ内（貯蔵室内
）に設けられた吸熱フィン部２１１により構成されるため、吸熱フィン部２１１によって
略密閉された容器２Ｘ，２Ｙ内を冷却する直冷方式により冷却する構造としている。冷却
板２１０による直冷冷却だけでは略密閉された容器２Ｘ，２Ｙ内の温度が上昇するなどし
て温度制御が困難な場合は、略密閉された容器２Ｘ，２Ｙ外を冷気により間接的に冷却す
る間接冷却方式と組合わせれば良い。
【０１４８】
　ここで略密閉された容器２Ｘ，２Ｙの構造としては、上面が開口した上面開口部を有す
る容器の上面開口部に着脱式のフタを設けるようにすれば略密閉構造の容器を構成できる
。このフタは容器の方に設けても良いし、容器上部に設けられている庫内棚８０や仕切り
壁に設けても良いし、容器上部の棚や仕切り壁のそのものをフタと兼用しても良い。また
、本実施の形態では、容器背面に静電霧化装置２００（例えば、カバー３００）の少なく
とも一部が挿入できる程度の開口部（切り欠きや開口）を設けるようにして、静電霧化装
置２００の少なくとも一部が開口部（切り欠きや開口）より略密閉された容器２Ｘ，２Ｙ
内に挿入された状態で静電霧化装置２００（例えば、カバー３００）と容器の開口部との
所定すきまを極力小さく０．５ｍｍ～２ｍｍ程度にして容器外部の温度の影響を受けにく
い構成として略密閉構造としているので、略密閉された容器２Ｘ，２Ｙ内部が容器外部の
温度の影響を受けにくくなり、略密閉された容器２Ｘ，２Ｙ内部の温度ハンチングが少な
くなり、略密閉された容器２Ｘ，２Ｙ内部の温度の制御性が向上する。このとき、略密閉
された容器２Ｘ，２Ｙを冷蔵庫１の貯蔵室内に挿入・設置した状態で静電霧化装置２００
と略密閉された容器２Ｘ，２Ｙの開口部との所定すきまが塞がれる構成やシールできる構
成にすれば、所定すきまをさらに小さくでき略密閉化できるので、容器外部の温度の影響
を受けにくくなり、略密閉された容器２Ｘ，２Ｙ内部の温度制御性がさらに向上する。ま
た、容器内部が略密閉化されているので、容器内に噴霧されたナノミスト中の水分の効果
で容器内の保湿効果が得られ、またミスト中のオゾン、ラジカルの効果で容器内の抗菌、
脱臭、防汚、除菌効果が得られ、略密閉構造としない場合よりもその効果が向上する。
【０１４９】
（過冷却室への適用）
　次に本実施の形態では、静電霧化装置２００を貯蔵室である、例えば、切替室４内に設
け、切替室４を過冷却冷凍（瞬冷凍）設定とした場合について説明する。まずは、操作パ
ネル６０に瞬冷凍スイッチ６０ｃ（過冷却冷凍）が設けられているので、簡単に過冷却冷
凍の流れから説明する。冷蔵庫１の貯蔵室である切替室４は、冷凍温度（例えば－７℃程
度）に冷却されているとする。切替室４内の空気温度は切替室サーミスタ１９で検知し、
切替室ダンパ１５を開・閉することで、±１Ｋ程度の温度変動に抑えられている。過冷却
冷凍を行う貯蔵物を切替室４に入れた後、ユーザは操作パネル６０のスイッチ（部屋選択
スイッチ６０ａ～ミスト噴霧スイッチ６０ｅのうち瞬冷凍スイッチ６０ｃ）を押す（ここ
で、瞬冷凍とは過冷却冷凍のことをいう（「過冷却」とすると「冷やしすぎ」と誤認識さ
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れるのを避けるためと瞬時に凍結するということから、別の表現として「瞬冷凍」という
））。瞬冷凍スイッチ６０ｃが押されると、制御装置３０によりサーモパイル２２の検出
温度処理（表面温度推定処理）が開始される。定期的に（所定時間ごとに）繰り返し演算
して切替室４内の貯蔵物の表面温度を推定し、推定温度Ｔ１が１～－２℃近辺に到達した
場合、切替室４の設定温度の低下を開始し、徐々に低い温度まで冷やしこんでいく。冷や
しこみが進んでいくとあるタイミングで過冷却状態が解除され、貯蔵物の中の水分が瞬時
に凍結する。水分が凍結したあとは、水分以外の部分をできるだけ早く凍結させるべく切
替室４内に急速に冷気を送風したり、設定温度を更に下げたりして急速冷凍を行って凍結
させ、凍結したら過冷却冷凍が完了となる。ユーザが操作パネル６０を操作して瞬冷凍ス
イッチ６０ｃを押圧して「瞬冷凍（過冷却冷凍）」の制御を行っている間は、操作パネル
６０に「瞬冷凍」中であることの表示を行う。
【０１５０】
　以上は、切替室サーミスタ１９で切替室４の温度検出を行い、サーモパイル２２で投入
した貯蔵物２５の温度検出を行う例を示したが、例えば、サーモパイル２２で切替室４の
温度を検出して切替室ダンパ１５を開・閉を行い、切替室４の温度を調整するようにして
もよい。即ち、温度検出手段であるサーモパイル２２のみで、貯蔵室内の空気温度の温度
検出と貯蔵物の表面温度の温度検出の両方を行わせてもよい。
【０１５１】
　過冷却冷凍過程における貯蔵物の温度Ｔ１を、操作パネル６０に直接数値で表示するよ
うにしてもよい。ユーザが貯蔵物の表面温度Ｔ１を見ることができ、過冷却冷凍や通常の
冷凍などの進行状況を確認できるようになる。
【０１５２】
　ここで、過冷却冷凍（過冷却凍結）についてもう少し詳しく説明する。この発明の実施
の形態に係る冷蔵庫１は、過冷却を安定的に実現するために必要となる安定した温度環境
を維持し、食品への冷気直接吹き付けの温度、風速、風量、タイミングなどの温度や冷気
を調整する制御機構、食品を収納するケース等の構造と、過冷却解除を確実に実現するた
めに必要となる過冷却完了を判断する装置または制御機構、および過冷却解除に必要とさ
れる刺激を与える装置または制御機構とを備える。また、過冷却解除後の質のよい凍結を
維持するための冷却および保存の機能も備えている。
【０１５３】
　ここで、過冷却凍結は、食品温度により以下の５つの状態に分かれる。
　（１）未凍結状態　食品温度が、その食品の凍結点以上である。
　（２）過冷却状態　食品温度が、その食品の凍結点以下でありかつ凍結していない状態
。食品温度が低下し続けるので、過冷却状態であることがわかる。
　（３）過冷却解除　食品温度が凍結点以下の温度から凍結点に戻ったとき。
　（４）凍結開始～凍結完了状態：食品が凍結点に達して相変化（水であれば、液体の水
から固体の氷に変化すること）を起こし、一定温度で推移する状態。
　（５）凍結完了・冷凍保存状態：食品が（４）の過程を経て凍結した状態。
【０１５４】
　ここで、主な食品の凍結点を説明する。牛肉／豚肉であれば－１．７℃、マグロであれ
ば－１．３℃、バレイショであれば－１．７℃、イチゴであれば－１．２℃、リンゴであ
れば－２．０℃である。（参考文献：総合食料工業、９２２頁（１９７５年））
【０１５５】
　（１）～（２）の状態では、過冷却突入（食品を未凍結状態のまま凍結点以下の温度に
すること）のために必要な条件と過冷却を深化させる（過冷却状態のときに到達する温度
を低くすること）条件を、（３）では過冷却状態を解除し凍結を開始するための条件を、
（４）、（５）では過冷却凍結した食品の良さを保つための条件がある。（１）～（３）
をコントロールして十分に深い過冷却度（食品の凍結点と過冷却して到達した温度の温度
差）を得ると（４）、（５）によりその効果が消失することはない。但し過冷却状態にあ
るとき、食品の出し入れで長時間扉を開放し、あるいは、設定温度を凍結点温度以上にし
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て過冷却室内の温度が例えば０℃以上になり過冷却状態が解除された場合は、再び状態（
１）から再スタートすることになる。
【０１５６】
　次に（１）～（３）の工程について述べる。
　先ず食品として厚さ１５ｍｍ、１５０ｇの牛肉を投入したときの検討結果に基づいて述
べる。本発明の冷蔵庫１の過冷却室（過冷却スペースに同じ）における過冷却条件につい
て説明する。過冷却の条件設定時に注意すべき点は、冷却速度および冷却される食品の芯
温の最低到達点（過冷却状態で到達する温度）と凍結点との差等である。冷却速度が速す
ぎると、食品全体の温度が不均一な状態で冷却されるため、（食品の表面温度と芯温の差
が大きい）凍結している部分と未凍結部分とができる。氷結晶は氷核を中心に成長するた
め、該食品の一部分でも凍結してしまうと、そこから未凍結部分の水分を取り込みながら
成長することになる。その結果、針状の大きな氷結晶ができることになる。細胞間などに
生じた針状氷結晶や大きな氷結晶は、細胞中の水分流出や細胞破壊の原因となり、該食品
解凍時のドリップ流出を引き起こす。
【０１５７】
　その結果として、食品本来のうまみが減少したり、遊離アミノ酸などの栄養分が減少し
たり、食感が悪くなったりする。一方、冷却速度が遅すぎると、過冷却状態の維持につい
ては問題ないが、未凍結状態が長くなることで、細菌繁殖、酸化促進などにより食品品質
が悪化することが問題となる。つまり、凍結点までは表面温度と芯温の差が小さくなるよ
うに冷却し、凍結点以下の温度に達した場合（過冷却状態）は冷却速度を上げて、芯温の
最低到達点に早く到達するようにして過冷却を解除することで未凍結状態が長くならない
ようにする。このように食品が凍結点まで、凍結点以下の過冷却状態まで、過冷却解除さ
れ、完全に凍結するまでのそれぞれの温度制御、冷気調整を連続してまたは段階的に行う
ようにする。このような問題を解決するために、過冷却スペースに抗菌機能をつける方法
もある。抗菌機能としては、紫外線、オゾンを用いる方法などが挙げられる。
【０１５８】
　本実施の形態では、過冷却冷凍を行う貯蔵室（例えば、切替室４）内に静電霧化装置２
００を設けるようにしている。静電霧化装置２００を設けることで、過冷却状態を維持し
ている時に静電霧化装置２００を動作させてナノミスト化した水滴を貯蔵室内に噴霧しナ
ノミスト中のオゾン、ラジカルなどにより細菌繁殖、酸化促進などを抑制することができ
るので、過冷却冷凍制御時に冷却速度を遅くして過冷却状態を長期間維持し、未凍結状態
を長くしても、食品本来のうまみが減少したり、遊離アミノ酸などの栄養分が減少したり
、食感が悪くなったりすることを抑制でき、また、過冷却状態（未凍結状態）で長期間保
存できるので、解凍の必要がなく、しかも食品本来のうまみが得られ、遊離アミノ酸など
の栄養分が減少せず、食感の良い保存食品が得られる冷蔵庫、冷蔵庫の食品保存方法が得
られる。
【０１５９】
　また、微細化したナノミスト化した水滴を噴霧できるため貯蔵室内に均一に噴霧できる
ので、ナノミスト化した水滴により貯蔵物の鮮度保持、乾燥化が抑制できる。従って、過
冷却状態の貯蔵物や過冷却冷凍中の貯蔵物や通常冷却中の貯蔵物の鮮度が維持でき、しか
も乾燥化するのを抑制でき、食品品質が悪化することがなくなり、新鮮でしかも清潔で信
頼性が高く冷却や冷凍や過冷却や過冷却冷凍の行える冷蔵庫１を提供できる。
【０１６０】
　過冷却冷凍の場合には、最大氷結晶生成帯（－１℃～－５℃）を含むこの近辺の温度帯
（－１℃～－１０℃付近）で凍結しない過冷却状態を維持して留まる時間（過冷却状態で
あり凍っていない状態を維持できる時間）は、通常冷凍や急速冷凍などに比べて長い（通
過する時間が長い）。しかし、過冷却状態であれば、最大氷結晶生成帯（－１℃～－５℃
）を含むこの温度帯（－１℃～－１０℃付近）の通過時間が長くても凍結後の氷結晶が大
きくならず、微細な氷結晶を略均一に作ることが可能である。最大氷結晶温度帯を含むこ
の近辺の温度帯を使用する冷凍の中で、本発明の過冷却冷凍の考え方は、小さな氷結晶を
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数多く形成させ、品質の良い冷凍とするという点では、新規の冷凍方法である。また、本
発明の過冷却冷凍においては、過冷却状態が解除されると凍結が開始し、温度が変化しな
い相変化状態を経て完全に凍結するのであるが、過冷却状態を経ていれば、その後の凍結
の過程で最大氷結晶生成帯を通過する時間が長くても（最大氷結晶生成帯に長時間留まっ
たとしても）、氷結晶が肥大化することがなく、氷結晶が微細で食品全体に略均一であり
、良質な過冷却冷凍が行えることを確認しており、この点においても新規の冷凍方法であ
るといえる。
【０１６１】
　過冷却状態を経ていれば、その後の凍結過程に長時間かかったとしても、氷結晶状態に
ほとんど影響はないので問題無いが、過冷却状態が解除されて凍結過程に入ったときに急
速に冷凍してやれば、氷結晶が肥大する可能性がさらに低くなるので、良好な食品品質を
得ることができる。また、氷結晶に関する以外の食品品質低下要因（例えば、細菌繁殖な
ど）についても回避することができるので、さらに品質の良い冷凍が行える。
【０１６２】
　以上、これまでは過冷却状態に入った食品を過冷却解除して凍結させた場合について述
べてきたが、過冷却状態に入った食品を必ずしも凍結させる必要はない。凍結させないで
過冷却状態を維持する過冷却保存メリットとしては、凍結温度以下、即ち通常であれば凍
ってしまうような温度で保存しているにも関わらず１００パーセント凍っていない、氷結
晶が全くできていない状態であるため、低温で保存しながら氷結晶による食品構造の変化
をほとんど受けないという点が挙げられる。より低温で保存することは食品の様々な化学
変化を抑制できるという点で鮮度推持に有効であるが、この低温保存と未凍結であるとい
う両方のメリットを本発明（過冷却保存や過冷却冷凍）では達成できる。また、過冷却状
態であり凍っていない状態なので、食品を解凍する必要もない。しかし、過冷却状態であ
るということは未凍結状態であり、食品中の水分が未凍結であるということは、細菌繁殖
や様々な化学変化にその水分が利用される可能性があるが、本発明のように過冷却状態を
経てから冷凍させる過冷却冷凍を行えば、食品品質が良好な状態で維持できると考えられ
る。従って、過冷却状態での保存（過冷却保存）は、凍結したもの（過冷却冷凍）よりも
食品品質が劣る（注意を払う必要がある）可能性があるが、短期的な保存（例えば１～３
週間程度）であれば問題ないレベルである。
【０１６３】
　ここで、過冷却冷凍制御が行われる貯蔵室（例えば、切替室４）内に設けられた静電霧
化装置２００は、過冷却冷凍制御の開始（例えば、操作パネル６０に設けられている瞬冷
凍スイッチ６０ｃの操作）と同時に動作させても良いし、過冷却冷凍制御の途中から動作
させても良い。ここで、静電霧化装置２００の動作の終了は、冷却板２１０の吸熱フィン
部２１１や吸熱フィン部２１１に結露した結露水が凍結しない所定温度（例えば、凍結点
温度、水の場合は０（ゼロ）℃）とすればよい。
【０１６４】
　即ち、操作パネル６０に設けられている瞬冷凍スイッチ６０ｃが操作されると、過冷却
冷凍制御が開始され、貯蔵室内の温度が除々に低下していくが、このとき過冷却冷凍制御
の開始（例えば、操作パネル６０に設けられている瞬冷凍スイッチ６０ｃの操作）と同時
、あるいは、過冷却冷凍制御の開始後所定時間経過後に静電霧化装置２００を動作させて
、貯蔵室（例えば切替室４）内に設置された第１の温度検出手段である切替室サーミスタ
１９（あるいは第２の温度検出手段であるサーモパイル２２で代用可能）の検出温度が所
定温度に到達した時点で、静電霧化装置２００の動作を終了させるようにしている。
【０１６５】
　ここで、操作パネル６０に設けられている瞬冷凍スイッチ６０ｃが操作された場合に静
電霧化装置２００を動作させ、所定時間経過後に過冷却冷凍制御を実施するようにしても
良い。このように過冷却冷凍制御の開始前に静電霧化装置２００により貯蔵室に結露水を
噴霧できるので、貯蔵物がうるおった状態で過冷却状態での保存や過冷却冷凍状態での保
存が行える。
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【０１６６】
　ここで、静電霧化装置２００の高電圧電源部２５０が結露や凍結により故障する恐れが
ある場合、静電霧化装置２００の高電圧電源部２５０を、静電霧化装置２００と一緒にキ
ット化せず別体にして貯蔵室内に設置せず、例えば凍結や結露などの危険のない制御装置
３０内に別体として設置すればよい。また、静電霧化装置２００の近傍に加熱手段を設け
れば、過冷却冷凍や冷凍を行う貯蔵室内に静電霧化装置２００を設置して、冷凍保存して
いる場合に冷却板２１０や電極保持部２２０や放電電極２３０などが凍結しても加熱手段
に通電することで溶かすことができ、貯蔵室内温度が上昇した場合に即座に静電霧化装置
２００の再使用が可能となる。操作パネル６０に設けられているミスト噴霧スイッチ６０
ｅを操作したときも静電霧化装置２００は動作する。
【０１６７】
　ミスト噴霧装置（静電霧化装置２００）の初期設定として、ミスト噴霧装置（静電霧化
装置２００）の動作はミスト噴霧スイッチ６０ｅを操作したときのみ動作するように設定
しておき、後でユーザが部屋選択スイッチ６０ａで部屋の選択をしたときや温度帯切替ス
イッチ６０ｂで貯蔵室の温度設定を行ったときにミスト噴霧装置（静電霧化装置２００）
を動作させるタイミング（静電霧化装置２００が動作するタイミングの設定を瞬冷凍スイ
ッチ６０ｃの操作と連動して動作・停止させるのかや所定時間間隔で動作させるのかや扉
の開閉と連動させて動作・停止させるのか、外気温度や貯蔵室内の温度と連動して動作・
停止させるのかや圧縮機１２や冷気循環用ファン１４のオン、オフと連動して動作・停止
させるのかやダンパ装置の開閉と連動して動作・停止させるのかなど）の設定や動作時間
の設定できるようにして、ミスト噴霧スイッチ６０ｅを操作しなくても静電霧化装置２０
０が他の操作スイッチの操作や他の貯蔵室内の温度や扉の開閉や圧縮機１２や冷気循環用
ファン１４のオン、オフなどと連動して動作するようにしても良い。
【０１６８】
　また、少なくとも１つの貯蔵室に直接冷却用風路と間接冷却用風路の両方を備えるよう
にして、ダンパなどの流量制御手段も設けて間接冷却と直接冷却を切り替えられるように
すれば、急速冷凍、通常冷凍、過冷却冷凍、過冷却保存に切替可能な貯蔵室を備え、しか
も静電霧化によるナノミストの噴霧が可能な冷蔵庫１や貯蔵庫を提供できる。また、間接
冷却と直接冷却を切り替える（使い分ける）ようにすることができるため、間接冷却に切
り替えることより貯蔵室（例えば切替室）を高湿度にでき、しかもナノミストを噴霧する
ことで高湿度状態を維持できる野菜収納室としても使用できるので、清潔で新鮮な野菜の
保存が可能な冷蔵庫１や貯蔵庫を提供できる。また、貯蔵室に静電霧化装置２００を配置
しているので、微細化したナノミストを貯蔵室内に均一に噴霧することができ、貯蔵室内
の除菌、抗菌、鮮度保持、乾燥化防止なども行える。
【０１６９】
　また、高品質冷凍機能として、従来の急速冷凍に加え、過冷却冷凍機能を採用しており
、しかも静電霧化装置２００を備えることができるので、従来よりも少ないエネルギーで
しかも乾燥化が抑制できる高品質冷凍、即ち、地球環境対策として省エネルギー冷凍を実
現することができるという効果を有する。
【０１７０】
　また、過冷却をおこすためのスペース内に冷気を導入し、冷却温度を複数に変化できる
温度制御できる冷却構造を採用すれば、従来と大きく変わらない冷蔵庫の構造、制御で、
食肉などの食品の過冷却冷凍を実現でき、しかもナノミストを噴霧可能なため貯蔵室内の
除菌、抗菌、乾燥化防止もできるという効果を有する。
【０１７１】
　本発明によれば、温度検知手段として例えば赤外線センサを使用しているので、食品の
表面温度を測定することが可能であり、より食品に近い温度（例えば、食品の表面温度）
を検出でき、ひいては過冷却冷凍の成功率が上昇し、食品品質の良好な冷凍保存（過冷却
冷凍）を提供できる。
【０１７２】



(39) JP 4794698 B2 2011.10.19

10

20

30

40

50

　本発明によれば、過冷却状態を経て凍結した過冷却冷凍機能を備えるので、凍結時にで
きる氷結晶の大きさ、形状が食品本来の構造を破壊しにくい品質の良い冷凍が行える。ま
た、氷結晶が小さいので、氷結晶が破壊されても元の状態に近い状態を得ることができ、
解凍したときに食品の味や食感や保存状態など食品品質が良好といえる。また、過冷却状
態を経て凍結した過冷却冷凍を備えるので、氷核が小さく微細であり、また、氷核が食品
など冷凍対象物全体に渡って略均一となるため、通常冷凍や急速冷凍の場合に比べて食品
品質が良好である。また、微細化したナノミストを貯蔵室内に均一に噴霧を行なえるので
、除菌、抗菌、乾燥化防止もできるという効果を有する。
【０１７３】
　また本発明の冷蔵庫１において過冷却冷凍を実施した食品は、過冷却状態をつくるとき
の冷却速度がゆっくりであるので、食品内部まで均一に温度が下がってから同時に氷結晶
ができはじめ、一部に生じた氷結晶が不均一に成長することがなくなり、食品内部にでき
る氷結晶の大きさが小さく略均一となるため、食品品質を維持することができ、しかも静
電霧化装置２００を設置すれば、食品の乾燥化の防止、貯蔵室内の除菌、抗菌などが行え
るので、貯蔵物を過冷却状態で長期間保存しても食品品質が劣化しにくい。
【０１７４】
　本発明の冷蔵庫１は、冷却器１３から循環する冷気により収納する食品を０℃から冷凍
温度帯の温度まで連続してまたは段階的に温度調整可能な冷凍室６と、冷凍室６の冷気吹
出し口から吹出され冷却器１３に吸い込まれる冷気を取り入れ食品を凍結点以下の温度で
も凍らない過冷却状態に維持する冷凍室６内に配置された冷却室と、冷却室に貯蔵された
食品が過冷却状態を得るように冷凍室６の温度を－２℃以下で－１５℃以上に設定する温
度設定手段と、冷却室に収納した食品周囲の風速を抑え冷却室に貯蔵された食品を過冷却
状態に維持するように冷凍室６内に吹出し冷却室に取り入れる冷気を調整する冷気調整手
段と、冷却室に収納した食品周囲の風速や温度などを変更して過冷却状態を解除する過冷
却解除手段と、過冷却が解除された後に食品周囲の風速を大きくしたり食品周囲の温度を
低下させるようにして食品を急速に冷却して０℃よりも低い設定温度にて冷凍保存を行う
冷凍温度設定手段と、を備えるようにしており、省エネルギーで高品質冷凍を実現できる
。
【０１７５】
　なお、本実施の形態では、過冷却冷却や過冷却冷凍や急速冷凍が行える貯蔵室としては
、切替室４以外でも良く、冷凍室６や野菜室５などの他の貯蔵室であっても直接冷却用風
路と間接冷却用風路を備えて、風路を切替可能とすれば、過冷却冷凍や急速冷凍が行える
ようにできる。そうすると貯蔵室を選ばずユーザの好みで好きな貯蔵室を好きな温度帯や
過冷却冷凍に設定でき、ユーザにとって使い勝手の良い冷蔵庫や貯蔵庫が提供できる。ま
た、静電霧化装置２００は、どの貯蔵室（例えば、冷蔵室２、切替室４、野菜室５、冷凍
室６など）であっても貯蔵室内の制御される温度帯によって加熱手段を設けるなどすれば
設置可能である。
【０１７６】
（静電霧化装置動作中の表示）
　次に、静電霧化装置２００には、カバー３００に静電霧化装置２００が動作中かどうか
をユーザが視覚にて確認できるように視認手段が設けられている場合について、冷蔵庫１
の例で視認手段について説明する。本実施の形態では、図４、図５、図１８～図２０に示
すように静電霧化装置２００のカバー３００内あるいはカバー３００そのものに静電霧化
装置２００が動作中かどうかをユーザが視覚にて確認できるように例えばＬＥＤの静電霧
化装置照明６００が少なくとも１個設けられている。静電霧化装置照明６００は、静電霧
化装置２００が動作中の時に点灯するようにしており、貯蔵室の開閉ドア（扉）が開放さ
れたときに静電霧化装置２００が動作中であれば点灯や点滅可能なようになっており、ユ
ーザが視認できるようにしている。ここで、貯蔵室の開閉ドア（扉）が開放されたときに
静電霧化装置２００が動作中でない場合には、静電霧化装置照明６００は庫内照明として
使用すれば良く庫内照明として使用できそうな色（例えば、白色など）で連続点灯させれ
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ば良い。仮に貯蔵室の開閉ドア（扉）が開放されたときに静電霧化装置２００が動作中の
ときは、静電霧化装置照明６００を点滅や消灯させるなどして静電霧化装置２００が動作
中でなく庫内照明として使用しているときと異なる点灯方法でユーザに視認させるように
すれば良い。
【０１７７】
　静電霧化装置照明６００をカバー３００内部に設ける場合で、前面あるいは両側面には
ユーザの指が挿入できない程度の大きさの開口である開口部（例えば、前面開口部５１５
あるいは側面開口部（図示せず）や上面開口部（図示せず）や下面開口部（図示せず））
が１つあるいは複数設けられている場合には、静電霧化装置照明６００（例えば、ＬＥＤ
やランプなど）の光が開口である開口部から貯蔵室内に漏れるような位置に設置しておけ
ば、特別な工夫をしなくても静電霧化装置２００が動作中であることを知らせることがで
きる。また、庫内照明と兼用する場合であっても、別途、庫内照明を設けなくとも貯蔵室
内を照射できるので、十分な明るさを確保できる。逆にカバー３００に対する開口である
開口部の位置や数を貯蔵室内を満遍なく十分な明るさで照射できるように設定すれば、静
電霧化装置２００の動作中に貯蔵室内を照射できるので、特別な工夫をしなくても静電霧
化装置２００が動作中であることを知らせることができる。また、庫内照明と兼用する場
合であっても、別途、庫内照明を設けなくとも貯蔵室内を満遍なく照射できるので、庫内
照明の代用が可能となる。
【０１７８】
　ここで、静電霧化装置照明６００に２色発光可能なＬＥＤあるいは発色の異なるＬＥＤ
を２個以上使用すれば、貯蔵室扉が開放しているときに点灯する庫内照明として使用する
白色ＬＥＤと、静電霧化装置２００の動作中の時に点灯する静電霧化装置用照明として使
用する青色や緑色や赤色のＬＥＤとを使い分けることができる。また、静電霧化装置２０
０が動作中であることをユーザに目視にて知らせる手段としては、貯蔵室（例えば、冷蔵
室２）の扉に設けられている操作パネル６０に「静電霧化装置点灯中」などの表示を行っ
たり、あるいは静電霧化装置動作中を表す専用の照明（ＬＥＤなど）を設けるなどして青
色や緑色や赤色に発色させることでユーザに容易に知らせることができる。
【０１７９】
　また、静電霧化装置２００の動作の強さ（例えば、印加電圧の大きさやミスト噴霧の噴
霧量など）で貯蔵室内のミスト噴霧量の大きさや除菌度合い（除菌の強さ）を大、中、小
の表示や棒グラフなどグラフの大きさで表わしたり、また、マークや図形（例えば、葉っ
ぱマークなどの図形や四角や丸など単純な形状の図形）などの大きさや数で表示するよう
にすれば、ユーザに即座にミスト噴霧量や除菌度合いなどが視認できる。また、使用電力
量や電気代やＣＯ２排出量などを葉っぱマークなどの図形で表示する場合には、その図形
を複数分割してその分割数に応じて色を変えるなどして色に変化した分割部分の数でミス
ト噴霧量や除菌度合いなどを表示させても良い。このようにすると、使用電力量や電気代
やＣＯ２排出量などの図形表示で、ミスト噴霧量や除菌度合いなども一緒に表示させるこ
とができるので、表示部位がコンパクトになり、しかも表示させるための液晶などが少な
く制御も容易になるので、安価でコンパクトな表示装置、冷蔵庫が得られる。また、使用
電力量や電気代やＣＯ２排出量などと合わせてミスト噴霧量や除菌度合いなどが一箇所の
表示部分を目視するだけで即座にユーザに視認できるので、複数場所を見なくても良くな
るので、ユーザにやさしい冷蔵庫１を得ることができる。
【０１８０】
　ここで、カバー３００の少なくとも一部を透明や白色や乳白色や黄色や水色など内部の
光を透過できる色で厚さの薄い樹脂材料かあるいは内部の光が外部より視認できるように
透明や半透明や厚さの薄い樹脂材料（例えば、白色系や黄色系や青色系や緑色系などの厚
さの薄い樹脂）などで形成し、カバー３００の内部に静電霧化装置照明６００を少なくと
も１個（好ましくは複数）設けて、カバー３００の内部からカバー３００全体を有色（例
えば赤やオレンジや青や紫など）で発光させても良い。カバー３００の色でカバー３００
を発光させても良いし、静電霧化装置照明６００の発光色でカバー３００を発光させても
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良い。この場合、カバー３００の前面にカバー３００の内部の光が漏れないように開口や
スリットなどを設けないようにして、カバー３００の側面や上下面などに冷気やナノミス
トが通過できるように開口やスリットを設けるようにすれば、カバー３００内に設ける静
電霧化装置照明６００を除菌や抗菌や脱臭効果のある波長の光（例えば、人体に影響のな
い程度の紫外線など）を発光するＬＥＤなどにすることで、カバー３００の前面から光が
漏れてユーザーに直接光が当たることがないので人体への影響もなくなり、また、静電霧
化装置照明６００で除菌や脱臭効果が得られ、ナノミスト噴霧による除菌や脱臭効果が向
上する。
【０１８１】
　このようにカバー３００内に静電霧化装置照明６００を設けると、カバー３００が広範
囲（例えば、カバー３００の全体、あるいはカバー３００の少なくとも一部）に発光させ
ることができるので、静電霧化装置２００の前面など静電霧化装置２００の周辺に食品な
どの貯蔵物が収納されたとしても貯蔵物と貯蔵物との間からカバー３００が発光している
のが目視で即座に確認できる。また、カバー３００に直接「ミスト噴霧動作中」のように
静電霧化装置２００（ミスト噴霧装置）が動作中であることを表示しても良い。
【０１８２】
（静電霧化装置動作中表示の庫内照明利用）
　ここで、上述では、静電霧化装置２００に静電霧化装置照明６００を設けて静電霧化装
置２００の動作中を目視にて視認させる例を説明したが、貯蔵室である、例えば、冷蔵室
２内の貯蔵室内（庫内）の照明装置９００を利用して静電霧化装置２００の動作中を目視
にて視認させるようにしても良い。即ち、貯蔵室内の照明装置９００に静電霧化装置２０
０の動作中を表示させるように兼用させてもよい。
【０１８３】
　図２１は本発明の実施の形態を表す冷蔵庫１の概略側断面図である。本実施の形態の冷
蔵庫１は、貯蔵品（食品等）を収納するための空間を有する冷蔵室２、製氷室３（図示せ
ず）、切替室４、野菜室５、冷凍室６など複数の貯蔵室を備えている。また、ヒンジ式の
冷蔵室扉７、引き出し式の製氷室扉８（図示せず）、切替室扉９、野菜室扉１０、冷凍室
扉１１を有し、これら各扉は室内と室外との間で空間の開放／遮蔽を行う。冷蔵庫１の最
上部に設けられた貯蔵室である冷蔵室２内には複数の庫内棚８０（載置棚）が設けられて
おり、最下段に設けられた庫内棚８０の下方には略密閉された容器２Ｘ，２Ｙが設けられ
ており、＋３℃～－３℃程度のチルド温度帯に温度制御されるチルド室として使用された
り、＋３℃～＋５℃程度の野菜室温度帯に制御される野菜室や野菜保存容器として使用さ
れる。冷蔵室２の下方には切替室４が設けられ、切替室４の下方には野菜室５が設けられ
ている。また、冷蔵庫１の最下部で野菜室５の下方には冷凍室６が設けられている。以下
においては、冷蔵室扉７、庫内棚８０（積載棚）等を有する冷蔵室２について説明するが
、これに限定するものではない。
【０１８４】
　ここで、図２１に示すように、冷蔵庫１は略直方体の形状をしており、冷蔵庫１の設置
方向に基づき、扉を有する手前側の面を前面とし、前面に対する後側の面を後面とする。
また、図２１における上側（天井側）を上面とし、下側（床側）を下面とし、その他の２
面を側面（ここでは正面からみて左側を左側面とし、右側を右側面とする）とする。そし
て、冷蔵室扉７で開閉を行う冷蔵室２には、貯蔵品を積載するための複数の庫内棚８０（
積載棚）を上面（あるいは下面）に対して略平行となるように並列に複数配置して冷蔵室
２内を区画し、貯蔵品の収納性を高めるようにしている。
【０１８５】
　また、本実施の形態では、制御装置３０は、冷蔵庫１の最下段に設けられた貯蔵室（例
えば、冷凍室６）の下方で冷蔵庫１の底面壁に設けられており、冷蔵庫１を構成する各手
段を制御する。もちろん、制御装置３０（制御手段）は、冷蔵庫１の最上段に設けられた
貯蔵室（例えば、冷蔵室２）の背面上部に設けても良い。制御装置３０は、主として冷蔵
室２内の照明を行うための照明装置９００が有する複数のＬＥＤ９１０（ＬＥＤ９１０ａ
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，ＬＥＤ９１０ｂ，ＬＥＤ９１０ｃ，ＬＥＤ９１０ｄ，ＬＥＤ９１０ｅ，ＬＥＤ９１０ｆ
）に係る制御を行う。
【０１８６】
　図２２は本発明の実施の形態を表す冷蔵庫１の正面斜視図である。図２２に示すように
、冷蔵室２の内壁の側面部分（以下、内側壁２Ｐという）に、例えば、白色光等、使用者
が貯蔵品を視認できるようにするための可視光を発する複数のＬＥＤ９１０を光源とする
照明装置９００が設置されている。本実施の形態においては、内側壁２Ｐにおいて、庫内
棚８０の前縁よりも前側（冷蔵室扉７寄り）の位置に照明装置９００を設けるようにして
庫内棚８０上に貯蔵物を収納した場合でも照明装置９００のＬＥＤ９１０の発光した光が
貯蔵物で隠れてしまわないようにしている。また、上下方向に関しては、照明装置９００
のＬＥＤ９１０の発光した光が庫内棚８０によって影響を受けにくいように照明装置９０
０が有する複数のＬＥＤ９１０が複数の庫内棚８０のうちの隣り合う２つの庫内棚８０間
の略中間に位置するように配置している。
【０１８７】
　図２３は一般的なＬＥＤ９１０の発光特性を表す図である。図のように、ＬＥＤ９１０
は一般に発光に係る光の指向性が強い。そのためＬＥＤ９１０の発光面とは垂直となる光
軸９１５方向に対する光度が最も高く、光軸９１５から離れるほど光度が低下する。ここ
では、例えば、光軸９１５における光度に対して５０％以上の光度で照射する範囲をＬＥ
Ｄ９１０の有効照射範囲αとする（但し、ＬＥＤ９１０が発した光により有効照射範囲α
以外の部分にまったく光を照射することができないことを意味するものではなく、ＬＥＤ
９１０が発した光により有効照射範囲α以外の範囲は所定の光度が得られない範囲を意味
する）。図では、光軸９１５方向を０°とした場合にα＝１００度（±約５０度）が有効
照射範囲αに含まれている場合を表している。また、特に断らない限り、以下、ＬＥＤ９
１０の発光に係る光の方向については、庫内棚８０に平行な平面における方向を表すもの
として説明する（上下方向の光に関しては特に制限するものではないものとする）。
【０１８８】
　本実施の形態では、複数のＬＥＤ９１０（ＬＥＤ９１０ａ，ＬＥＤ９１０ｂ，ＬＥＤ９
１０ｃ，ＬＥＤ９１０ｄ，ＬＥＤ９１０ｅ，ＬＥＤ９１０ｆ）のうちの少なくとも１個を
静電霧化装置２００用の静電霧化装置照明６００として使用するようにしている。例えば
、冷蔵室扉７が開放中は、照明装置９００の複数のＬＥＤ９１０はすべて庫内照明として
使用するため、例えば白色に点灯させ、冷蔵室扉７開放中に静電霧化装置２００が動作し
た場合には、庫内の照明装置９００の複数のＬＥＤのうち、少なくとも１個のＬＥＤ（例
えば、９１０ａ）を点滅させたり、消灯させたりすれば良い。
【０１８９】
　もちろん、静電霧化装置２００が動作中に点灯させるＬＥＤの色（例えば、青色や赤色
やオレンジ色や黄色など）と庫内照明用に点灯させるＬＥＤの色（例えば、白色）とを、
異なる色としてユーザに目視にて簡単に分かるようにしても良い。また、庫内照明用とし
て使用するＬＥＤの色を変えた上で点滅させても良い。また、静電霧化装置２００の動作
中に点灯させるＬＥＤを複数にして、複数のＬＥＤの色を変更しても良く、また色の異な
るＬＥＤを交互に点滅させるようにしてユーザにすぐに分からせるようにしても良い。
【０１９０】
　ここで、静電霧化装置２００が動作中に点灯するＬＥＤの色を庫内照明用ＬＥＤの色と
異なる色とした場合には、静電霧化装置２００の動作中に点灯するＬＥＤを静電霧化装置
２００が動作中のときのみ点灯させ、静電霧化装置２００が動作中でない時は消灯させる
ようにしておけば良い。また、２色（第１色と第２色）発光できるＬＥＤを使用するよう
にすれば、静電霧化装置２００が動作中でないときは、例えば第１色である白色を点灯さ
せて、静電霧化装置２００が動作中のときは、第２色（例えば、第１色と異なる色である
赤や青や緑や黄色やオレンジなど）を点灯させるようにすれば良い。このようにすれば、
静電霧化装置２００が動作していない場合でも静電霧化装置２００動作中に点灯するＬＥ
Ｄが庫内照明として利用できるので、冷蔵室２の冷蔵室扉７が開放時に照明装置９００の
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複数のＬＥＤがすべて庫内照明として利用できるため、庫内が暗くなることがない。しか
も静電霧化装置２００が動作中の時には、庫内照明として使用される色（第１色：例えば
白色）と異なる色（第２色：例えば赤や青や緑や黄色やオレンジなど）で点灯させること
ができるので、静電霧化装置２００が動作中であることが目視でだれでも確認でき、また
意匠性も向上する。
【０１９１】
　図２４は本発明の実施の形態を表す冷蔵庫１の冷蔵室２を上面からみた図である。前述
したように冷蔵室扉７は冷蔵室２の前面に設置している。本実施の形態の冷蔵庫１におい
て、冷蔵室２の前面には、それぞれヒンジ（図示せず）により冷蔵庫１の本体と連結し、
いわゆる観音開き式の開閉により冷蔵室２の空間を外部に開放／遮蔽するための冷蔵室扉
左７Ａ及び冷蔵室扉右７Ｂを有する。ここでは、冷蔵庫１に向かって右側にある扉を冷蔵
室扉右７Ｂとし、左側にある扉を冷蔵室扉左７Ａとする（特に区別する必要がない場合に
は冷蔵室扉７として説明する）。
【０１９２】
　また、冷蔵室扉７は内側に、食品収納用のドアポケット７２を有している。また、照明
装置９００は、電気回路を構成したプリント基板９１３にＬＥＤ９１０を複数備え付けて
構成している。但し、プリント基板９１３部分は冷蔵室２内には露出させないようにして
見栄えを良くし、また内容積が減少することを抑制している。
【０１９３】
　本実施の形態では、図２１に示すように、ＬＥＤ９１０の略中心と貯蔵室（例えば、冷
蔵室２）に載置される庫内棚８０の前縁までの距離（長さ）をＬ１とし、図２４に示すよ
うに冷蔵庫１の貯蔵室（例えば、冷蔵室２）の横幅（内側壁２Ｐと内側壁２Ｐの間）の距
離（長さ）をＬ２、ＬＥＤ９１０の略中心と貯蔵室（例えば、冷蔵室２）の内側壁２Ｐま
での距離（長さ）をＬ３、載置される庫内棚８０の前縁から貯蔵室（例えば、冷蔵室２）
の背面壁までの距離をＬ４とすれば、本実施の形態では、内側壁２Ｐに対してＬＥＤ９１
０の光軸９１５がなす角度θをＴａｎ－１（（Ｌ２＋Ｌ３）／Ｌ１））＜θ＜９０°とな
るように配置してＬＥＤ９１０の光軸９１５方向の光が庫内棚８０（特に前縁部分）に直
接入射しないような方向（例えば、ＬＥＤ９１０の光軸９１５が庫内棚８０の前縁部分に
直接当たらないような方向）にＬＥＤ９１０、およびＬＥＤ９１０の光軸９１５を配置し
て使用者に眩しさを与えないようにしている。ここで、Ｔａｎ－１はアークタンゼントを
表す。
【０１９４】
　ここで、Ｌ２＞＞Ｌ３（Ｌ２がＬ３よりも十分大きい）であるので、Ｌ２＋Ｌ３≒Ｌ２
（Ｌ２＋Ｌ３がＬ２と略同等）と考えることができるので、Ｔａｎ－１（（Ｌ２＋Ｌ３）
／Ｌ１）は、Ｔａｎ－１（Ｌ２／Ｌ１）と考えてＬＥＤ９１０の光軸９１５を配置しても
良い。従って、上述のように考えれば、内側壁２Ｐに対してＬＥＤ９１０の光軸９１５が
なす角度θをＴａｎ－１（Ｌ２／Ｌ１）＜θ＜９０°となるようにしてＬＥＤ９１０の光
軸９１５方向の光が庫内棚８０（特に前縁部分）に直接入射しないような方向（例えば、
ＬＥＤ９１０の光軸９１５が庫内棚８０の前縁部分に直接当たらないような方向）にＬＥ
Ｄ９１０、およびＬＥＤ９１０の光軸９１５を配置しても良い。
【０１９５】
　図２４（ａ）では、内側壁２Ｐに対してＬＥＤ９１０の光軸９１５がなす角度θをＴａ
ｎ－１（（Ｌ２＋Ｌ３）／Ｌ１）より大きい角度、例えばθを７０度より大きい角度とな
るようにしており、ＬＥＤ９１０の光軸９１５方向の光が庫内棚８０（特に前縁部分）に
直接入射しないような方向（例えば、ＬＥＤ９１０の光軸９１５が庫内棚８０の前縁部分
に直接当たらないような方向）にＬＥＤ９１０の光軸９１５が向くように、照明装置９０
０を取り付けて光が庫内棚８０の前縁に直接当たって反射光が使用者に眩しさを与えない
ようにしている。
【０１９６】
　Ｔａｎ－１（（Ｌ２＋Ｌ３）／Ｌ１）より大きい角度、例えば角度θを７０度より大き
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くすることで、庫内棚８０全体を照射する際に、ムラ等をなくし、バランスのよい照射を
行うことができる。ここで、例えば、角度θを７０度より大きくしても光軸９１５方向の
光が庫内棚８０に入射するような場合には、反射光が使用者に眩しさを与えない等の事情
がなければ、基本的には光軸９１５方向の光が庫内棚８０に直接入射しないような向きに
することを優先して設置する方が望ましい。また、角度θの上限については限定するもの
はないが、冷蔵室２内を照明することが主であるため、角度θが９０°以上だと光軸９１
５が冷蔵庫１の庫内側を向かずに庫外側を向くようになるため庫内を照射しなくなる恐れ
があるので、内側壁２Ｐに対してＬＥＤの光軸９１５の成す角度θは、９０°より小さく
して庫内側を向くようにした方が好ましい。即ち、内側壁２Ｐに対してＬＥＤの光軸９１
５の成す角度θは、７０°より大きく、９０°より小さいことが好ましい（即ち、７０°
＜θ＜９０°であることが好ましい）。但し、有効照射範囲αの範囲は庫内を照明可能な
ので、有効照射範囲αを例えばα＝１００度（光軸９１５に対して±５０度）とすれば、
光軸９１５の設置角度θがＴａｎ－１（（Ｌ２＋Ｌ３）／Ｌ１））＜θ＜９０°＋α／２
の範囲内であれば、庫内の照明を行え、しかも使用者に眩しさを与えないので良い。
【０１９７】
　但し、照明装置９００の内側壁２Ｐへの取付位置を庫内棚８０の前縁よりも庫内側に設
ける場合（例えば、Ｌ３がマイナスの場合）には、内側壁２Ｐに対してＬＥＤの光軸９１
５の成す角度θがＴａｎ－１（（Ｌ２＋Ｌ３）／Ｌ１）以下、例えばθが７０度以下であ
っても光軸９１５方向の光が庫内棚８０の前縁に直接当たることがないので、照明装置９
００を取り付けて光が庫内棚８０の前縁に直接当たって反射光が使用者に眩しさを与える
ことがない。従って、この場合は、光軸９１５をθ＝約７０度、ＬＥＤ９１０の有効照射
範囲αを例えば１００度（±約５０度）程度とすれば、照明装置９００のＬＥＤ９１０が
照射する範囲は、内側壁２Ｐに対して－α／２＋θ＜照射範囲＜θ＋α／２となり照射範
囲は２０°から１２０°までの範囲となり、庫内のほぼ全領域を満遍無く照射することが
可能になる。
【０１９８】
　また、照明装置９００の取付位置が内側壁２Ｐに対して庫内棚８０の前縁よりも前方側
の場合（例えば、Ｌ３がプラスの場合）で内側壁２Ｐに対してＬＥＤの光軸９１５の成す
角度θがＴａｎ－１（（Ｌ２＋Ｌ３）／Ｌ１）以下、例えば７０度以下の場合について説
明する。図２５は本発明の実施の形態１における別の冷蔵庫の冷蔵室２の上面図である。
この冷蔵庫１においては、内側壁２Ｐに対するＬＥＤ９１０の光軸９１５の成す角度θを
Ｔａｎ－１（（Ｌ２＋Ｌ３）／Ｌ１）以下として、ＬＥＤの光軸９１５方向の光を庫内棚
８０の方向に向けている場合を表している。図に示す冷蔵庫１では、内側壁２Ｐに対する
ＬＥＤ９１０の角度θをＴａｎ－１（（Ｌ２＋Ｌ３）／Ｌ１）以下として、ＬＥＤの光軸
９１５方向の光を庫内棚８０の方向に向けているために、冷蔵室２の後側（奥側）に集中
的に光が照射されやすい。そのため、冷蔵室２内を明るく照らすことができるが、ＬＥＤ
９１０による光軸９１５方向の光が庫内棚８０に直接入射することになるため、庫内棚８
０の前縁による反射光が冷蔵庫１の使用者の目に強く入射し、眩しく感じてしまう恐れが
ある。
【０１９９】
　この場合には、庫内棚８０の前縁に光を反射しにくい材料の使用や光を反射しにくい皮
膜加工や形状（例えば、光沢のない塗装や反射しにくい色の塗装や表面を凹凸加工して反
射した光が庫内前面方向でなく側面方向に向かうような形状など）にして光が反射しても
眩しく感じないようにすれば良い。従って、本実施の形態では、冷蔵庫１は、内側壁２Ｐ
に対するＬＥＤ９１０の角度θをＴａｎ－１（（Ｌ２＋Ｌ３）／Ｌ１）以下（例えば、７
０度以下）にしてＬＥＤ９１０の光軸９１５方向に発した光が直接庫内棚８０に入射して
も反射による眩しさを軽減させることができ、しかも庫内のほぼ全範囲を満遍無く明るく
照射することができ、使用者の目に与える影響が小さく庫内の貯蔵物が夜間でもすぐに確
認できる目にやさしい冷蔵庫１を提供できる。
【０２００】
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　ここで、前述したように、照明装置９００の光源であるＬＥＤ９１０は指向性が強く、
光軸９１５を中心とした有効照射範囲αにおける光が強く照射される。ここで、内側壁２
Ｐに対してＬＥＤ９１０の光軸９１５方向がなす角度θを変化させると、有効照射範囲α
も連動して変化する。図２５に示す冷蔵庫１では、内側壁２Ｐに対するＬＥＤ９１０の光
軸９１５の角度θをＴａｎ－１（（Ｌ２＋Ｌ３）／Ｌ１）以下（例えば７０°以下）とし
て、冷蔵室２内を集中的に照射しているため、冷蔵室扉７が閉塞状態に対してほぼ９０度
開口した状態の開かれた冷蔵室扉７の内側はＬＥＤ９１０の有効照射範囲αの中に含まれ
なくなる可能性があるため、冷蔵室扉７の内側に設けているドアポケット７２には、ＬＥ
Ｄ９１０による光の照射が少なく、暗くなってしまう恐れがある。ドアポケット７２は、
飲み物、小物等を収納したり取り出したりするのに非常に便利な収納スペースであるため
、特に夜間など冷蔵庫１の周囲が暗くなっている場合など使用者の便利を考えると冷蔵室
扉７がほぼ９０度開口した状態のドアポケット７２を照明できるようにすることが好まし
いので、有効照射範囲αを考慮して光軸９１５の設置角度を設定すれば良い。
【０２０１】
　なお、ＬＥＤの有効照射範囲αを考慮して内側壁２Ｐに対するＬＥＤ９１０の光軸９１
５の角度θをＴａｎ－１（（Ｌ２＋Ｌ３）／Ｌ１）（例えば、７０度）よりも大きくする
などして冷蔵室扉７が閉塞状態に対してほぼ９０度開口した状態のドアポケット７２を照
明できる程度にＬＥＤ９１０の光軸９１５のなす角度θを設定すれば良い。
【０２０２】
　そこで図２４で示す冷蔵庫１では、内側壁２Ｐに対するＬＥＤ９１０の光軸９１５がな
す角度θをＴａｎ－１（（Ｌ２＋Ｌ３）／Ｌ１）よりも大きい角度（例えば約７５度）に
して、冷蔵室扉７が閉塞された状態に対してほぼ９０度開口した状態のドアポケット７２
を有効照射範囲α（の延長線上）に含めるようにしている。そのため、ＬＥＤ９１０は冷
蔵室２内を照射すると同時にドアポケット７２も照明することが可能となり、夜間であっ
ても庫内の照明とドアポケットの照明の両方が得られるユーザの使い勝手の良い冷蔵庫１
が得られる。また、静電霧化装置２００の動作中も照明装置９００のＬＥＤ９１０を点灯
や点滅させることでユーザが即座に認識できる。
【０２０３】
　ここで、内側壁２Ｐに対するＬＥＤ９１０の光軸９１５がなす角度θがＴａｎ－１（（
Ｌ２＋Ｌ３）／（Ｌ１＋Ｌ４））の時、一般の冷蔵庫ではθが略６０度の時が、光軸９１
５がＬＥＤ９１０が設置されている内側壁２Ｐと対向する内側壁２Ｐが背面壁と交差する
角部位置２Ｒ（貯蔵室内の奥側角部位置、奥側コーナー位置）方向を向くので、θが略６
０度の時が一番効率よく貯蔵室内全域を照射可能となる。従って、θがＴａｎ－１（（Ｌ
２＋Ｌ３）／（Ｌ１＋Ｌ４））の時（例えば、約６０度）の場合が庫内照明としての観点
から考えれば良い。
【０２０４】
　ここで、Ｌ４＞＞Ｌ１（Ｌ４がＬ１よりも十分大きい）であるので、Ｌ１＋Ｌ４≒Ｌ４
（Ｌ１＋Ｌ４がＬ４と略同等）と考えることができるので、Ｔａｎ－１（（Ｌ２＋Ｌ３）
／（Ｌ１＋Ｌ４））は、Ｔａｎ－１（Ｌ２／Ｌ４）と考えて、ＬＥＤ９１０の光軸９１５
を配置しても良い。θがＴａｎ－１（（Ｌ２＋Ｌ３）／（Ｌ１＋Ｌ４））以下（例えば、
略６０度以下）の場合には、上述したようにＬＥＤ９１０から発せされる光が庫内棚８０
の前縁に反射してユーザに眩しさを与える可能性があるが、θが３０度以上６０度以下程
度であれば反射の方向が冷蔵庫１正面側に立って庫内を視認するユーザには眩しさを与え
る方向ではないので、ユーザに眩しささを与えてユーザが使いにくいという可能性は低い
と考えられる。また、ユーザに眩しさを与える可能性がある場合は、庫内棚８０の前縁に
反射光を和らげる材料の部材や光を吸収して反射光を弱くする部材などを設ければ良い。
【０２０５】
　ここで、内側壁２Ｐに対するＬＥＤ９１０の光軸９１５がなす角度θは、ＬＥＤ９１０
の有効照射範囲αを考慮するとＴａｎ－１（（Ｌ２＋Ｌ３）／（Ｌ１＋Ｌ４））程度がよ
い。但し、なす角度θをＴａｎ－１（（Ｌ２＋Ｌ３）／（Ｌ１＋Ｌ４））程度にすると、
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庫内棚８０の前縁に光が反射して使用者が眩しく感じる恐れがあるし、冷蔵室扉７が閉塞
された状態に対してほぼ９０度開口した状態のドアポケット７２が照射されにくくなる可
能性があるので、θはＴａｎ－１（（Ｌ２＋Ｌ３）／（Ｌ１＋Ｌ４））程度＜θ＜９０度
の範囲内に設定するのが良いが、θが９０度に近くなると有効照射範囲αを考慮すると、
θが例えば約９０度、有効照射範囲αが例えば１００度（光軸９１５に対して±５０度）
とすれば、照射範囲は４０度から１５０度の範囲となり照射範囲が１５０度の場合には使
用者（ユーザ）に眩しさを与える可能性があるので、θはＴａｎ－１（（Ｌ２＋Ｌ３）／
（Ｌ１＋Ｌ４））程度＜θ＜Ｔａｎ－１（（Ｌ２＋Ｌ３）／Ｌ１）程度の範囲内に設定し
た方が、有効照射範囲αを考慮したときには使用者に眩しさを与えず、庫内の広い範囲を
照射できるので良い。
【０２０６】
　以上のように本実施の形態１によれば、ＬＥＤ９１０を庫内照明に使用したので、発熱
量が少なく、低消費電力による省エネルギな冷蔵庫１を得ることができる。また、庫内照
明に使用される複数のＬＥＤ９１０のうちの少なくとも１個を静電霧化装置２００の動作
中に点滅させたり、照明に使用する発色とは異なる他色で点灯させたりできるので、別途
静電霧化装置２００のために照明装置を設ける必要がなくなり、また、他色で点灯させる
ことにより意匠性も向上し、ユーザが静電霧化装置２００が動作中であることが目視にて
即座にわかる。
【０２０７】
　また、ＬＥＤ９１０を照明に利用する際、冷蔵庫１の冷蔵室２内における左右の内側壁
２Ｐに、庫内棚８０の前縁よりも前側（冷蔵室扉７側）となる位置に、複数のＬＥＤ９１
０を上下方向に並べた照明装置９００を設け、各ＬＥＤ９１０が発する光の光軸９１５と
内側壁２Ｐとがなす角度θをＴａｎ－１（Ｌ２＋Ｌ３）／Ｌ１）程度（例えば、略７０°
）より大きく略９０度より小さいものとし、また光軸９１５方向の光が庫内棚８０に直接
入射しないようにしたので、ＬＥＤ９１０の光軸９１５方向の光が庫内棚８０の前縁に直
接当たることがなく、使用者の眩しさを軽減させることができ、冷蔵室２内の高視認性を
確保することができる。また、各ＬＥＤ９１０が発する光の光軸９１５と内側壁２Ｐとが
なす角度θをＴａｎ－１（Ｌ２＋Ｌ３）／Ｌ１）程度（例えば、略７０°）より大きくし
て照明装置９００を冷蔵室２内の後方（奥側）に傾けすぎて設置しないようにした場合に
は、冷蔵室２の前側、即ち冷蔵室扉７が開放状態であっても冷蔵室扉７に設けているドア
ポケット７２も照射することができるため、例えばドアポケット７２照明用の専用の照明
装置を設ける必要がなく、コスト削減、省エネルギー化に寄与することができる。
【０２０８】
　また、内側壁２Ｐに対するＬＥＤ９１０のなす角度θをＴａｎ－１（Ｌ２＋Ｌ３）／Ｌ
１）程度（例えば、略７０°）以下にしてＬＥＤ９１０の光軸９１５方向に発した光が直
接庫内棚８０に入射するようにした場合でも、庫内棚８０の前縁への光の入射角が浅いた
め反射光が冷蔵庫１前面の使用者に直接当たらず使用者が眩しさの影響を受けにくい場合
には、反射による反射光で眩しさを感じることがなく、しかも庫内のほぼ全範囲を満遍無
く明るく照射することができ、使用者の目に与える影響が小さく庫内の貯蔵物が夜間でも
すぐに確認できる目にやさしい冷蔵庫１提供できる。
【０２０９】
　また、ＬＥＤ９１０の光軸９１５方向に発した光が直接庫内棚８０に入射するようにし
た場合で使用者が眩しく感じるような場合でも、庫内棚８０の前縁に光を反射しにくい材
料の使用や光を反射しにくい皮膜加工や形状（例えば、光沢のない塗装や反射しにくい色
の塗装や表面を凹凸加工して反射した光が庫内前面方向でなく側面方向に向かうような形
状）にすれば、同様に反射による眩しさを軽減させることができ、しかも庫内のほぼ全範
囲を満遍無く明るく照射することができ、使用者の目に与える影響が小さく庫内の貯蔵物
が夜間でもすぐに確認できる目にやさしい冷蔵庫１を提供できる。
【０２１０】
　ここで、貯蔵室（例えば、冷蔵室２）の開閉扉（例えば、冷蔵室扉７）の開時に庫内の



(47) JP 4794698 B2 2011.10.19

10

20

30

40

50

照明装置９００の複数のＬＥＤ（例えば、ＬＥＤ９１０ａ～９１０ｆ）を点灯させるが、
このとき複数のＬＥＤ９１０（例えば、ＬＥＤ９１０ａ～９１０ｆ）のうち、少なくとも
１つ（例えば、ＬＥＤ９１０ａ）を静電霧化装置２００の動作中の表示に使用する場合に
は、貯蔵室（例えば、冷蔵室２）の開閉扉（例えば、冷蔵室扉７）の開時に少なくとも１
つの、例えばＬＥＤ９１０ａを点滅、あるいは消灯させるようにすれば良い。あるいは、
少なくとも１つのＬＥＤ（例えば、ＬＥＤ９１０ａ）を色の異なる２つ以上のＬＥＤ（例
えば、白色とオレンジ色）で構成し、静電霧化装置２００が動作していないときは、庫内
照明装置９００の点灯色と同系統色（例えば白色）で点灯させ、静電霧化装置２００が動
作しているときは、庫内の照明装置９００の点灯色と異なる色（例えば、非同系統色で例
えばオレンジ色）で点灯させるようにしても良い。
【０２１１】
　また、静電霧化装置２００の動作中に２つ以上のＬＥＤ（例えば、ＬＥＤ９１０ａ、Ｌ
ＥＤ９１０ｂ）を点灯させる場合には、これら２つ以上のＬＥＤ（例えば、ＬＥＤ９１０
ａ、ＬＥＤ９１０ｂ）は、庫内照明装置９００の点灯色（例えば、白色）と異なる色（例
えば、青色やオレンジ色や赤色など）とし、静電霧化装置２００が動作していないときは
、少なくとも２つ以上のＬＥＤ（例えば、ＬＥＤ９１０ａ、ＬＥＤ９１０ｂ）を庫内照明
装置９００の点灯色と同系統色（例えば、白色）で点灯させ、静電霧化装置２００が動作
しているときは、庫内照明装置９００の点灯色と異なる色（例えば、非同系統色で例えば
青色やオレンジ色や赤色など）で点灯させるようにしても良い。
【０２１２】
　また、これら少なくとも２つ以上のＬＥＤは異なる色であっても良く、また、同じ色で
あっても良い。また、静電霧化装置２００が動作しているときは、少なくとも２つ以上の
ＬＥＤを交互に点灯、消灯させるようにしても良い。このようにすると意匠性が向上する
とともにユーザに静電霧化装置２００が動作中であることが即座に認識でき、しかも庫内
照明と兼用できるので、低コストの冷蔵庫１が得られる。また、少なくとも１つ以上のＬ
ＥＤ（例えば、ＬＥＤ９１０ａ、ＬＥＤ９１０ｂ）を色の異なる２つ以上の色で発光可能
な複数色発光ＬＥＤを使用するようにしても良い。また、庫内照明装置９００の複数のＬ
ＥＤ９１０のすくなくとも１つ（例えば、ＬＥＤ９１０ｆ）を静電霧化装置２００の動作
中を表す専用のＬＥＤとして使用しても良い。この場合は、静電霧化装置２００が動作し
ていない場合は点灯せず、静電霧化装置２００が動作しているときのみ庫内照明装置９０
０の点灯色（例えば、白色）と異なる色（例えば、オレンジ色など）で点灯させるように
しても良い。
【０２１３】
　また、貯蔵室（例えば、冷蔵室２）の開閉扉（例えば、冷蔵室扉７）の開時に静電霧化
装置２００が動作していないことが多い場合には、開閉扉（例えば、冷蔵室扉７）が開放
されたときよりも所定時間（例えば、６０分）以内に動作した場合には、静電霧化装置２
００の動作中を表す点灯制御を行うようにして良い。このようにすると冷蔵室扉７の開放
したときに静電霧化装置２００が動作しなくても静電霧化装置２００が動作していること
がユーザに認識できる。また、操作パネル６０に静電霧化装置２００が動作中のときのみ
を表示するのではなく、静電霧化装置２００の動作結果や動作予定（例えば、何分前に動
作したのかや、次は何分後に動作予定なのかなど）についても表示するようにすれば良い
。このようにすると、ユーザが静電霧化装置２００の動作中に冷蔵庫１の近くにいなくて
も、静電霧化装置２００の動作状況が目視にて把握できる。
【０２１４】
　以上より、貯蔵室内の照明装置９００にＬＥＤ９１０を使用し、ＬＥＤ９１０の略中心
と貯蔵室（例えば、冷蔵室２）内に載置される庫内棚８０の前縁までの距離をＬ１とし、
貯蔵室の内側壁面（内側壁２Ｐ）間距離（貯蔵室の横幅）をＬ２、ＬＥＤ９１０の略中心
と貯蔵室のＬＥＤが設けられている内側壁２Ｐまでの距離をＬ３、庫内棚８０の前縁から
貯蔵室の背面壁までの距離をＬ４としたとき、ＬＥＤ９１０が設けられている内側壁２Ｐ
に対するＬＥＤ９１０の光軸９１５のなす角度θを
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　Ｔａｎ－１（（Ｌ２＋Ｌ３）／（Ｌ１＋Ｌ４））程度＜θ＜Ｔａｎ－１（（Ｌ２＋Ｌ３
）／Ｌ１）程度
の範囲内に設定すれば、使用者に眩しさを与えず、また庫内の広い範囲を照射できるので
庫内が見やすいし、また、貯蔵室内（庫内）の照明装置９００の少なくとも１つを静電霧
化装置照明６００として使用すれば貯蔵室内（庫内）の照明装置９００で静電霧化装置２
００（ミスト噴霧装置）が動作中かどうかが即座に視認することもできる。また、有効照
射範囲αを考慮すれば扉開放時であってもドアポケット７２も照射可能となるため夜間で
あってもドアポケット７２内の収納物が視認できる。
【０２１５】
　また、ＬＥＤ９１０が設けられている内側壁２Ｐに対するＬＥＤ９１０の光軸９１５の
なす角度θを
　Ｔａｎ－１（（Ｌ２＋Ｌ３）／（Ｌ１＋Ｌ４））程度＜θ＜略９０度
の範囲内に設定しても、使用者に眩しさを与えず、また、有効照射範囲αを考慮すれば庫
内の広い範囲を照射できるので庫内が見やすいし、また、貯蔵室内（庫内）の照明装置９
００の少なくとも１つを静電霧化装置照明６００として使用すれば貯蔵室内（庫内）の照
明装置９００で静電霧化装置２００（ミスト噴霧装置）が動作中かどうかが即座に視認す
ることもできる。また、扉開放時であってもドアポケット７２も照射可能となるため夜間
であってもドアポケット７２内の収納物が視認できる。
【０２１６】
　また、ＬＥＤ９１０が設けられている内側壁２Ｐに対するＬＥＤ９１０の光軸９１５の
なす角度θを
　Ｔａｎ－１（（Ｌ２＋Ｌ３）／Ｌ１）程度＜θ＜略９０度
の範囲内に設定すれば、ＬＥＤ９１０の光軸９１５が庫内棚８０の前縁に直接当たらない
ため使用者に眩しさを与えず、また、有効照射範囲αを考慮すれば庫内の広い範囲を照射
できるので庫内が見やすいし、また、貯蔵室内（庫内）の照明装置９００の少なくとも１
つを静電霧化装置照明６００として使用すれば貯蔵室内（庫内）の照明装置９００で静電
霧化装置２００（ミスト噴霧装置）が動作中かどうかが即座に視認することもできる。ま
た、扉開放時であってもドアポケット７２も照射可能となるため夜間であってもドアポケ
ット７２内の収納物が視認できる。
【０２１７】
（静電霧化装置照明の他利用）
　また、静電霧化装置照明６００や貯蔵室内（庫内）の照明装置９００や静電霧化装置２
００の動作中を表すＬＥＤ（例えば、ＬＥＤ９１０ａ）に、例えばＵＶ－Ａ波長領域にあ
る３７５ｎｍをピークにもち３６０ｎｍから４００ｎｍの範囲の波長を発光する青色や紫
色のＬＥＤ（例えば、ＬＥＤ９１０ａ）を使用し、冷蔵庫１の扉が閉塞中に、例えば所定
時間だけ庫内を点灯するようにすれば、人体への影響が無く、野菜などのビタミンを増量
させることができる。また、静電霧化装置照明６００や貯蔵室内（庫内）の照明装置９０
０や静電霧化装置２００の動作中を表すＬＥＤ（例えば、ＬＥＤ９１０ａ）に、例えば５
９０ｎｍをピークにもち、５５０ｎｍから６２０ｎｍの範囲の波長を発光する高輝度の暖
かみのあるオレンジ色のＬＥＤを使用し、冷蔵庫１の扉が閉塞中に例えば所定時間だけ庫
内を点灯するようにすれば、人体への影響が無く、暖かみのある庫内灯として使用でき、
また、主に緑黄色野菜の自己防衛機能を刺激しポリフェノールの生合成を促すことにも使
用でき、また、光合成によるビタミンＣの生合成を促進にも利用できる。従って、冷蔵室
２や切替室４などでも効果が得られるが、野菜室５に適用すれば、さらなる効果が得られ
る。
【０２１８】
　植物は基本的には光合成で生育するが、それ以外に種子発芽、花芽分化、開花、子葉の
展開、葉緑素合成、筋間伸長などの植物の質的な変化である光形態形成を行い、その際蓄
えた養分をエネルギー源とする。その中でも発芽や開花など野菜保存にふさわしくない光
形態形成は、４７０ｎｍ近辺の青色光と６６０ｎｍ近辺の赤色光によって促進される傾向
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にある。静電霧化装置照明６００のＬＥＤ、貯蔵室内（庫内）の照明装置９００のＬＥＤ
９１０から照射される光は緑黄色野菜の自己防衛機能を刺激してポリフェノールの生合成
を促進する波長３２０～４００ｎｍの範囲にあるため、野菜保存性を低下させない。また
ブルーベリーやイチゴなどのアントシアニンに対しては黄緑色などの波長の光源であるＬ
ＥＤ９１０にて栄養分増加を行う。
【０２１９】
　ポリフェノールとは、ベンゼン環に複数の水酸基或いはメトキシ基が置換した化合物の
総称であり、野菜や果物や茶などの作物に含まれている。ポリフェノールのうち、いわゆ
るフラボノイド類は植物の特に太陽光をよく浴びる部位に含まれる。これは、植物が太陽
光に含まれる紫外線に対する自己防衛のために紫外線領域に強い極大吸収を持つフラボノ
イド類を合成しているものと考えられる。ポリフェノールの主な生理作用は、抗酸化作用
とタンパク質機能調節作用である。このため、抗酸化による老化抑止のほか、癌、動脈硬
化、糖尿病、循環器疾患、アルツハイマー病、パーキンソン病、アミロイドーシス、肝炎
、白内障などを軽減する。
【０２２０】
　紫外線は一般にＵＶ－Ａ波長領域（近紫外、３２０～４００ｎｍ）、ＵＶ－Ｂ波長領域
（中紫外、２８０～３２０ｎｍ）、ＵＶ－Ｃ波長領域（遠紫外、１００～２８０ｎｍ）に
別れる。波長が短いほど人体に有害で３２０ｎｍ以下、即ちＵＶ－ＢおよびＵＶ－Ｃ波長
領域では遺伝子障害を起こす可能性がある。このため不特定多数の人間が利用する家庭用
冷蔵庫にはＵＶ－Ａ波長領域である近紫外線の極力波長の長いＬＥＤを採用することが望
ましい。当然ながら人体への影響の無い照射量としたり、構造的に開放扉からもれないな
ど２重３重に安全性を高められている。
【０２２１】
　即ち冷蔵庫１の庫内への配置など他の光源などと区別せずに簡単な構造で安全性を高め
ている。もちろん中紫外線領域等の波長を使用し、例えば冷蔵庫扉閉鎖時のみ照射し構造
的に扉方向への照射漏れを防ぐことも可能である。その場合は植物の自己防衛機能を刺激
する波長の光を自由に選択するがその光源だけを他の光源とは別に特別な配置、構造とす
る必要がある。静電霧化装置照明６００のＬＥＤ、貯蔵室内（庫内）の照明装置９００の
ＬＥＤ９１０は、主に緑黄色野菜の自己防衛機能を刺激しポリフェノールの生合成を促す
。静電霧化装置照明６００のＬＥＤ、貯蔵室内（庫内）の照明装置９００のＬＥＤ９１０
は、例えば５９０ｎｍをピークにもち、５５０ｎｍから６２０ｎｍの範囲の波長を発光す
る高輝度のＬＥＤで庫内灯として、また、光合成によるビタミンＣの生合成を促進にも利
用する。これら波長の光を単独にて、または他の波長領域の光を組み合わせて使用しても
よい。
【０２２２】
（静電霧化装置の戻り風路への適用）
　以上は、静電霧化装置２００を貯蔵室内に設置して貯蔵室内と冷却風路内との温度差で
貯蔵室内に設置された冷却板２１０の吸熱フィン部２１１に結露させてミストを噴霧させ
る場合について上述してきたが、貯蔵室（例えば、野菜室５）内の冷却を他の貯蔵室（例
えば、冷蔵室２）内を冷却した冷気を戻り風路を介して冷却している場合には、貯蔵室（
例えば、野菜室５）内に静電霧化装置２００を設けなくても良く、他の貯蔵室（例えば、
冷蔵室２）からの戻り風路内に設ければ良い。この場合、戻り風路内を流れる戻り冷気は
、他の貯蔵室を冷却して温度が上昇しており、冷却風路内の冷却冷気よりも温度が高く冷
却板２１０の吸熱フィン部２１１を戻り風路内に設け、冷却風路内に放熱フィン部２１２
を設けるようにすれば冷却板２１０に温度差が利用できるので、吸熱フィン部２１１に結
露水を生成させることが可能となり、戻り風路内にミストを発生させることができる。従
って、戻り風路内で発生した微細化されたナノミストは、戻り風路内を流れて貯蔵室（例
えば、野菜室５）内に到達し、貯蔵室内を均一にミスト噴霧することが可能となる。
【０２２３】
　このようにすると、貯蔵室内に静電霧化装置２００を設ける必要がないので、貯蔵室内
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の内容積を大きくすることが可能となる。また、冷蔵庫１の前面側から静電霧化装置２０
０がメンテナンス可能なようにしても良い。他の貯蔵室（例えば、冷蔵室２）から貯蔵室
（例えば、野菜室５）までの戻り風路が背面壁の奥側に設けられている貯蔵室（例えば、
切替室４や野菜室５など）のうち、静電霧化装置２００が設けられた部位の貯蔵室（例え
ば、切替室４や野菜室５など）の背面の仕切り壁５１（断熱壁）の少なくとも一部が貯蔵
室内側から取り外せるようにして、静電霧化装置２００のメンテナンスが可能なようにす
ればよい。この場合も静電霧化装置２００をキット化してキット化部品５１２にして戻り
風路内に取り付ければ、静電霧化装置２００のメンテナンスや部品交換が容易になる。ま
た、リサイクル時や分解時にも分別回収可能となるので、リサイクル性が向上する。
【０２２４】
（ペルチェ素子の利用）
　また、上述したように貯蔵室内や戻り風路内に冷却板２１０の吸熱フィン部２１１を設
け、冷却風路内に冷却板２１０の放熱フィン部２１２を設けるのが難しい場合には、吸熱
フィン部２１１と放熱フィン部２１２との間に熱伝導部２１３の代わりに例えばペルチェ
素子（２種類の金属の接合部の間に電流を流して片方の金属からもう片方の金属熱が移動
するペルチェ効果を利用した板状の半導体素子であって、直流電流を流すと一方の面が吸
熱し、反対面に発熱が起こることで一方の面と反対面間に温度差を発生させる手段）を設
けるようにすれば、吸熱フィン部２１１で吸熱し放熱フィン部２１２放熱させることがで
きるので、吸熱フィン部２１１と放熱フィン部２１２の両方をともに貯蔵室内や戻り風路
内に設ければ良くなるので、構成が簡単になり、取付やメンテナンスなどが容易になる。
また、電流の大きさで吸熱フィン部２１１と放熱フィン部２１２との間の温度差を調整で
きるので、必要な結露水を貯蔵室内の温度などから設定できるので、結露水が不足するこ
とを回避でき、安定してミスト噴霧が行える冷蔵庫１得られる。
【０２２５】
　このように吸熱フィン部２１１で吸熱し放熱フィン部２１２放熱させることができるの
で、吸熱フィン部２１１と放熱フィン部２１２との間に熱伝導部２１３の代わりに例えば
ペルチェ素子（２種類の金属の接合部の間に電流を流して片方の金属からもう片方の金属
熱が移動するペルチェ効果を利用した板状の半導体素子であって、直流電流を流すと一方
の面が吸熱し、反対面に発熱が起こることで一方の面と反対面間に温度差を発生させる手
段）を設けるようにすれば、低温の冷気などが使用できない空気調和機や家電機器などに
おいても使用可能となる。冷蔵庫１の場合においては、貯蔵室（例えば、冷蔵室２）の貯
蔵室内容積を稼ぐ必要から冷却風路を設けずにできるだけ断熱壁の厚さを薄くしたい部位
（天井面や側壁面や下面など）や貯蔵室間（貯蔵室と貯蔵室との間）を仕切る仕切壁や棚
（例えば、冷蔵室２と切替室４との間の仕切壁や冷蔵室２と略密閉された容器２Ｘ，２Ｙ
の間の仕切壁や棚など）など冷却風路が使用できない部位にも設置が可能となる。このと
き冷蔵庫１の最上部に設けられた貯蔵室の上面（冷蔵庫１の天井面）に静電霧化装置２０
０（ミスト噴霧装置）を設置すれば、微細化されたナノミストを効率よく貯蔵室内全域に
噴霧することができる。また、必要な低温冷気が流れる冷却風路などを持たず低温の冷気
などが使用できない空気調和機や家電機器などと静電霧化装置２００の共通化ができ、低
コストで抗菌、脱臭、防汚効果の得られる冷蔵庫１や空気調和機や家電機器が得られる。
【０２２６】
（冷蔵庫側壁への適用）
　次に静電霧化装置２００を冷蔵庫１の貯蔵室の側壁に適用する場合の一例について説明
する。図２６は本発明の実施の形態１を示す冷蔵庫１の側断面図、図２７は本発明の実施
の形態１における冷蔵庫１の冷蔵室２の正面斜視図である。図において、図１～図２５と
同等部分は同一の符号を付して説明は省略する。
【０２２７】
　図において、冷蔵庫１の内側壁２Ｐに設けられた静電霧化装置２００が、内側壁２Ｐに
設けられた凹部内に収納されている。静電霧化装置２００は、図６～図１１に示したよう
に電極保持部２２０、直方体（角柱）状あるいは円柱状の放電電極２３０、放電電極２３
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０の突出部２３１先端の断面形状（略円形）と略相似形状でしかも突出部２３１の断面（
略円形）よりも大きな開口である略円形の開口部２４１を備えた対向電極２４０から構成
されている。あるいは図１２～図１７で示したように、軸方向に細長い角柱状あるいは円
柱状の本体部２３２と本体部２３２から軸方向に対して略直角方向に突出し、対向電極２
４０に向かって細くなる角錐状あるいは円錐状の突出部２３１とを備えた放電電極２３０
、放電電極２３０を保持・収納する電極保持部２２０、放電電極２３０に電圧を印加する
ための通電部材２８０、放電電極２３０の突出部２３１先端の断面形状（略四角形や略円
形）よりも大きな開口である略四角形あるいは略円形の開口部２４１を有する対向電極２
４０、放電電極２３０を通電部材２８０を介して電極保持部２２０に保持・固定する固定
手段２６０（押圧部材）から構成されている。
【０２２８】
　ここで、放電電極２３０や電極保持部２２０に結露水や供給水を供給する手段としては
、結露水を生成する冷却板２１０や供給水を供給する貯水タンク２７０などの水供給手段
があり、この水供給手段を放電電極２３０の直上に設けて、冷却板２１０で生成される結
露水や貯水タンク２７０からの水滴２７５（供給水）などが直下に設けられた放電電極２
３０の本体部２３２や固定手段２６０（押圧手段）の傾斜部２６４や電極保持部２２０に
落下するように内側壁２Ｐや固定手段２６０（押圧手段）や電極保持部２２０の少なくと
も１つに取り付ければ良い。また、冷却板２１０の代わりに貯水タンク２７０を使用する
場合は、ユーザが水を補給する必要があるため、静電霧化装置２００を内側壁２Ｐや天井
壁や仕切り壁に着脱自在に設ければ良く、この場合、貯水タンク２７０を図１７に示した
ように静電霧化装置２００を構成する固定手段２６０（押圧手段）、あるいは電極保持部
２２０に着脱可能に設けるようにすればよい。
【０２２９】
　冷却器室１３１より貯蔵室背面に設けられた冷却風路５３に送風された冷気は、貯蔵室
背面に設けられた冷却風路５３より側方に分岐した背面壁および側壁断熱材中に設けられ
た周囲が囲まれたダクトなどの静電霧化装置入口冷気風路８３０を通り、貯蔵室の内側壁
２Ｐの凹部に設置されている静電霧化装置２００に到達し、静電霧化装置２００にてナノ
ミスト化された微細な水滴を含んだ状態で背面壁および側壁断熱材中に設けられた周囲が
囲まれたダクトなどの静電霧化装置出口冷気風路８２０を通って、例えば貯蔵室背面壁上
部に設けられたミスト噴霧室に到達する。ミスト噴霧室には、着脱可能に設けられたミス
ト噴霧用カバー８００が設けられており、静電霧化装置２００にてナノミスト化された微
細な水滴を含んだ冷気が、ミスト噴霧用カバー８００に形成されたミスト噴霧口８１０か
ら貯蔵室内に噴霧される。
【０２３０】
　このように、少なくとも放電電極２３０と対向電極２４０を備えた静電霧化装置２００
を貯蔵室の側壁（例えば、冷蔵室２の側壁で高さ位置がユーザの手の届く高さ位置である
略中央高さ位置）に配置し、静電霧化装置２００で生成されたミストを静電霧化装置２０
０が配置された場所（例えば、冷蔵室２の側壁で高さ位置がユーザの手の届く高さ位置で
ある略中央高さ位置）とは別の場所（例えば冷蔵室２の背面壁上部や静電霧化装置２００
が設けられている貯蔵室（たとえば冷蔵室２）とは異なる別の第２の貯蔵室（たとえば切
替室４や野菜室５）など）に周囲が囲まれた冷気ダクトなどの静電霧化装置出口冷気風路
８２０内の冷気で運んで噴霧するようにしているので、少なくとも放電電極２３０と対向
電極２４０を備えた静電霧化装置２００や、静電霧化装置２００で生成されたミストを貯
蔵室内に噴霧するためのミスト噴霧部（例えば、ミスト噴霧室に設けられたミスト噴霧用
カバー８００に形成されたミスト噴霧口８１０）の配置位置の自由度が増し、ミスト噴霧
させたい場所からミスト噴霧が行えるので、設計の自由度が向上する。また、少なくとも
放電電極２３０と対向電極２４０を備えた静電霧化装置２００と、静電霧化装置２００で
生成されたミストを貯蔵室内に噴霧するためのミスト噴霧部（例えば、ミスト噴霧室に設
けられたミスト噴霧用カバー８００に形成されたミスト噴霧口８１０）を別部品として分
離できるので、個々の部品の小型化、薄型化が可能となり、冷蔵庫１の貯蔵室内壁を薄く
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でき、貯蔵室の内容積の拡大が図れ、しかも低コスト化な冷蔵庫１が得られる。
【０２３１】
　ここで、静電霧化装置２００の配置位置は、貯水タンク２７０を設ける場合は、貯水タ
ンク２７０をユーザが取り外して水を追加する必要があるため、ユーザの手の届く高さ位
置（日本人女性の身長を考慮して、屈まないでしかも目線位置よりも下方位置）が良く、
腰から肩位置（８０ｃｍ程度以上１４０ｃｍ程度以下の高さ）までの高さ位置で貯蔵室の
手前側が好ましい。また、ミスト噴霧口８１０の配置位置は、高さ方向では貯蔵室内の上
部から下部まで重力によって満遍なく噴霧するために貯蔵室の上部がよく、また、幅方向
（横方向）ではミストが冷気に混ざって貯蔵室内の幅方向（横方向）にも満遍なく噴霧で
きる位置が良く、冷気吹出し口の位置を考慮して冷蔵庫１の幅方向の略中央位置に１カ所
、あるいは複数箇所設けても良いし、幅方向の略端部位置に１カ所、あるいは両端部位置
にそれぞれ１箇所の計２箇所、あるいは複数箇所設けるようにしても良い。
【０２３２】
（空気調和機への適用）
　ここで、静電霧化装置２００を空気調和機の室内機に搭載する場合の構成について説明
する。尚、空気調和機の室内機については、良く知られた一般的なセパレート式の空気調
和機の室内機と同様であるので、図示を省略している。室内機本体（筐体）内には、前面
側に設けられた前面側熱交換器と上方あるいは後方に設けられた背面熱交換器とを逆Ｖ字
形に配置した熱交換器と、この熱交換器の前面側熱交換器の前方あるいは上方に設けられ
た空気吸込口と、室内機前面下方に設けられた空気吹出口と、空気吸込み口と熱交換器と
の間に設けられたフィルタと、逆Ｖ字状の熱交換器の前面側熱交換器と背面熱交換器の間
に設けられ空気吸込口から吸込んだ空気をフィルタ、熱交換器を介し熱交換した空気を空
気吹出口から吹出すための送風機と、前面側熱交換器、背面熱交換器の少なくとも一方の
下方に設けられたドレンパンと、を備え、静電霧化装置２００をフィルタの下流でドレン
パンの上部に設けるようにすれば、静電霧化装置２００の電極保持部２２０あるいは固定
手段２６０に切欠きや開口を設け、電極保持部２２０に放電電極２３０が保持された状態
で給水手段（吸熱フィン部２１１や貯水タンク２７０）より落下した結露水や水が放電電
極２３０あるいは電極保持部２２０あるいは固定手段２６０に溜まらないようにして放電
電極２３０と対向電極２４０間に電圧を印加した場合に吸熱フィン部２１１の下端面２１
１Ｙと放電電極２３０との間で放電しないようにした場合であっても、電極保持部２２０
あるいは固定手段２６０に切欠きや開口から排出された水がドレンパンに排出されるので
、別途水受け部を設ける必要がなくなり低コストであり、部品点数も削減でき、組立性も
向上する。
【０２３３】
　また、吸熱フィン部２１１や放電電極２３０、対向電極２４０、電極保持部２２０を空
気調和機の吹出し口の近辺でドレン水を受けるドレンパンの上部に配置し、放熱フィン部
２１２が吸込み口近辺に配置するようにすれば良い。そうすれば、放熱フィン部２１２、
放電電極２３０、対向電極２４０などが吹出し口近辺に配置されているので、放電電極２
３０、対向電極２４０に電圧が印加されてミストが発生するが、この発生したミストが吹
出し口より吹出された冷却された冷気と一緒に室内に吹出され、室内の除菌や加湿ができ
る。また、放電電極２３０に溜まった水が電極保持部２２０からあふれた場合でも特別な
水受けなどの部品を設けなくてもドレンパンで受けて室外に排出できるので低コストな空
気調和機が得られる。
【０２３４】
　また、静電霧化装置２００を空気調和機の室内機の空気吸込口の下流で空気吸込口近辺
に配置し、ダクトやホースなどの送風路を介して空気調和機の室内機の空気吹出口の上流
側にミスト噴霧口を設けるようにしても良い。ここで、ミスと噴霧口を空気吹出口と兼用
にしたり、ミスト噴霧口を送風路や空気吹出口の内部に開口するように設けるようにして
ミストを空気吹出口から空気吹出口の開口している室内に噴霧するようにしてもよい。こ
のように、少なくとも放電電極２３０と対向電極２４０を備えた静電霧化装置２００を空
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気調和機の室内機の空気吸込口の下流や空気吸込口近辺に配置し、静電霧化装置２００で
生成されたミストを静電霧化装置２００が配置された部位とは別の場所（例えば、空気調
和機室内機の空気吹出口が開口している室内や空気吹出口の上流側の送風路内など）に周
囲が囲まれたダクトなどの空気風路内を介して噴霧するようにしているので、少なくとも
放電電極２３０と対向電極２４０を備えた静電霧化装置２００や、静電霧化装置２００で
生成されたミストを室内に噴霧するためのミスト噴霧部（ミスト噴霧口）の配置位置の自
由度が増し、ミスト噴霧させたい場所からミスト噴霧が行えるので、設計の自由度が向上
する。
【０２３５】
　また、電流の大きさで吸熱フィン部２１１と放熱フィン部２１２との間の温度差を調整
できるので、必要な結露水を室内の温度などから設定でき、結露水が不足することを回避
でき、安定して微細化されたナノミストを均一に噴霧することができる。また、放熱フィ
ン部２１２が吸込み口近辺に配置されているので、放熱フィン部２１２が発熱して温度が
若干上昇しても吸込み口吸込まれるため、室内への吹出し冷気の温度には影響を与えない
ので、室内の温度制御に影響を与えず温度制御の容易な空気調和機や家電機器などを提供
できる。
【０２３６】
（表示）
　ここで、庫内の照明装置９００のＬＥＤ９１０による静電霧化装置２００（ミスト噴霧
装置）の動作状況の表示や静電霧化装置２００の動作の強さ（例えば、印加電圧の大きさ
やミスト噴霧の噴霧量など）で貯蔵室内のミスト噴霧量の大きさや除菌度合い（除菌の強
さ）の表示や、また、使用電力量や電気代やＣＯ２排出量などを棒グラフや葉っぱマーク
などの図形で表示する場合に、その図形を複数分割してその分割数に応じて色を変えるな
どして色に変化した分割部分の数でミスト噴霧量や除菌度合いなどを表示させる点につい
ては、冷蔵庫１に限らず、空気調和機や家電機器に適用して同様の表示を行っても良く、
空気調和機の場合は、室内機の前面の意匠面（例えば前面カバーなど）や空気調和機の運
転・停止や温度設定などを行うリモコンの表示部などに表示させるようにすれば良く、そ
の場合は、冷蔵庫の場合と同様に使用者に目視にて静電霧化装置（ミスト噴霧装置）２０
０の動作状況や静電霧化装置２００（ミスト噴霧装置）の動作の強さ（例えば、印加電圧
の大きさやミスト噴霧の噴霧量など）で貯蔵室内のミスト噴霧量の大きさや除菌度合い（
除菌の強さ）即座に判断できる効果が得られる。
【０２３７】
　本実施の形態の冷蔵庫１や空気調和機などの家電機器は、静電霧化装置２００や静電霧
化装置２００を構成する各部品（例えば、冷却板２１０や放電電極２３０や高電圧電源部
２５０など）の配置されている貯蔵室や部位や材料名などがリサイクル時などに目視にて
簡単に分かるように、全体図などにミスト噴霧装置（静電霧化装置２００）の設置位置が
視認できるように図形などで表示すれば良い。
【０２３８】
　ここで、冷蔵庫１の場合には、冷蔵庫本体裏面や側面や開閉ドアの庫内側や制御装置な
どに、冷蔵庫１の場合には冷蔵庫１の全体図や貯蔵室配置図や斜視図や立体図や部分表示
図や展開図などの表示図面を表示するようにしている。また、空気調和機の場合には、室
内機や室外機の裏面や側面や意匠カバー（前面カバーなど）の内側や制御装置などに室内
機や室外機の全体図や部品配置図や斜視図や立体図や部分表示図や展開図などの表示図面
を表示するようにしている。そしてこれら全体図などの表示図面に静電霧化装置２００（
ミスト噴霧装置）の配置位置を図形などで目視で即座に確認できるようにしている。尚、
高電圧電源部２５０が別部位に配置されている場合には高電圧電源部２５０の設置位置も
含めれば良いし、また、リサイクルに有用な他の部品の設置位置なども合わせて表示すれ
ば良い。
【０２３９】
　ここで、全体図などの表示図面に黒丸（●）などの図形や静電霧化装置２００の形状と
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略相似形状の図形などで表示するようにしたり、また静電霧化装置２００に使用されてい
る材料名や使用重量やリサイクル可能かどうかやリサイクルの方法やリサイクル時や分解
時の注意事項などを一覧表などで表示するようにして、リサイクル時や分解時に有用とな
る情報を表示して目視で即座に理解してもらえるようにしている。従って、リサイクル時
に人体に影響を及ぼす材料などが使用されていないかやリサイクル時に再利用可能な部品
とその重量などが即座に把握できるので、分解時に戸惑うことなく分解でき、また、リサ
イクルが可能となり、よって分解性が良好で、しかもリサイクル効率が向上する冷蔵庫１
や空気調和機などの家電機器が得られる。
【０２４０】
　ここで、家電機器が冷蔵庫１の場合は、冷蔵庫本体や個別の機能部品（例えば、静電霧
化装置２００や圧縮機１２や除霜用ヒータ１５０や冷気循環用ファン１４など）に標準使
用期間を定めて、冷蔵庫本体の操作パネル６０などに表示するようにしている。
【０２４１】
　家電機器が空気調和機や空気清浄機などの機器の場合は、室内機や室外機や機器本体や
機能部品（例えば、静電霧化装置２００や圧縮機や送風機など）に標準使用期間を定めて
、室内機本体の前面の意匠パネルやリモコンなどに表示するようにすれば良い。また、例
えば、室内機本体の前面の意匠パネルや機器の運転・停止などを指示するリモコンなどに
機能部品も含めた室内機本体や室外機本体に対して標準使用期間を定めて、あるいは室内
機本体や室外機本体とは機能部品を別々に標準使用期間を定めて、標準使用期間（標準使
用時間）を棒グラフや葉っぱなど図形の大きさ・長さや数で表示し、現在の使用時間も色
を変えたり模様を変えたりするなどして並べて表示することで、ユーザに目視にて視認さ
せてユーザに買い替えを促すようにしても良い。
【０２４２】
　ここで、例えば、操作パネル６０や前面パネルやリモコンなどの表示部に機能部品も含
めて機器に対する標準使用期間を定めて、あるいは冷蔵庫１などの機器本体と機能部品（
静電霧化装置２００や圧縮機１２など）を別々に標準使用期間を定めて、標準使用期間（
標準使用時間）を棒グラフなど図形で表示し、現在の使用期間（時間）も色を変えたり模
様を変えたりするなどして並べて図形表示することで、ユーザに目視にて表示させても良
い。また、機器の実使用期間の表示に合わせて実験や計算などで得られる使用年数ととも
に変化する標準の性能データ（圧縮機入力やファン入力や機器全体の使用電力量や能力な
どの性能に係わる能力や入力などの経時変化のデータなど）をテーブルとして予めマイコ
ン３１に記憶させておき、性能（能力や入力など）の劣化程度を棒グラフの長さや図形の
数で表示すようにしても良い。即ち、購入初期を１００％として現在の予測性能を初期性
能に対する性能低下割合で表示しで表示（例えば棒グラフの長さや図形の数などで表示）
して視覚にてユーザに買い替えを促しても良い。
【０２４３】
　即ち、静電霧化装置２００や冷蔵庫１や空気調和機や空気清浄機などの機器の予め定め
られた標準使用期間を記憶する記憶手段（マイコン３１）を備え、記憶手段（マイコン３
１）に記憶されている標準使用期間に対してタイマなどで計測した現在の使用期間を、棒
グラフや葉っぱなど図形の大きさや長さや数などで機器本体の表示部（冷蔵庫の操作パネ
ル６０や室内機前面カバーの表示部など）や前記機器の運転・停止などを指示するリモコ
ンの表示部などに表示するようにしたので、ユーザに目視にて機器の使用期間を視認にて
認識させてユーザに機器や部品の買い替えや部品の交換などのサービスを促すことができ
る。
【０２４４】
　また、機器の標準使用期間に対して使用可能な残りの期間を棒グラフや葉っぱマークな
どの図形で表示させるようにしても良い。この場合には、使用可能期間を示す棒グラフな
どの図形の大きさや数が使用期間が増えれば増えるほど減少してくるので、ユーザに危機
意識を持たせることができ、故障する前に買い替えを意識させることができる。また、残
存期間が所定期間よりも少なくなると買い替えやサービスを促すメッセージを表示させる
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ようにすれば、さらにユーザに故障する前に買い替えを意識させることができる。
【０２４５】
　また、静電霧化装置２００の動作中の印加電圧の大きさや機器の使用電力量や電気代や
ＣＯ２排出量などを棒グラフや葉っぱなど図形の大きさや長さや数などで機器本体や機器
の運転・停止などを指示するリモコンなどに表示するようにすれば、ユーザに省エネ意識
の向上を認識させることができる。また、静電霧化装置２００の動作時の印加電圧の大き
さによる機器の使用電力やＣＯ２排出量などの関係も把握でき、ユーザの省エネ意識が高
揚する。ここで、静電霧化装置２００への印加電圧の大きさを操作ボタンやリモコンなど
でユーザが設定できる（例えば、強、中、弱の複数段階設定や無段階設定で変更できるよ
うにすれば良い）ようにすれば、省エネしたいときは弱モードを選択するなどでき、省エ
ネを図ることができる。
【０２４６】
　また、機器本体や機能部品（例えば、静電霧化装置２００や圧縮機１２など）の使用電
量量を測定する手段を備えて瞬時の使用電力量や累積（例えば、１日毎、あるいは月毎な
ど）の使用電力量を測定して、冷蔵庫１の前面の操作パネル６０や空気調和機や空気清浄
機の前面や上面のパネルの表示部やリモコンの表示部などに、瞬時の使用電力量や累積（
例えば１日毎、あるいは月毎など）の使用電力量を棒グラフや葉っぱマークの数などで図
形表示して家電機器の使用ユーザに視覚にて省エネを意識させるようにしても良い。
【０２４７】
　また、このような図形での表示を、実使用時間が標準使用時間の所定割合（例えば標準
使用時間の９０％や９５％など）を超えたときからユーザに本体や機能部品の点検や交換
を促すメッセージなどとともに本体やリモコンなどに表示させるようにして、ユーザに本
体や機能部品などの点検や交換や買い替えを促すようにしても良い。また、実使用時間が
標準使用時間の第１の所定割合（例えば、標準使用時間の９０％など）を超えたときから
本体やリモコンなどに上述の図形などで表示させるようにして、実使用時間が標準使用時
間の第１の所定割合よりも大きな第２の所定割合（例えば、標準使用時間の９５％など）
を超えた場合にユーザに本体や機能部品の点検や交換を促すメッセージなどを表示するな
ど時間の経過とともに複数段階（例えば、２段階）で表示してユーザに本体や機能部品な
どの点検や交換や買い替えを目視にて促すようにしても良い。このように本体やリモコン
などに標準使用期間を経過した場合にユーザに点検や交換や買い替えを促す図形やメッセ
ージなどの文章などを表示することで、経年劣化による性能低下やごみ詰まりなどによる
故障や着火などが抑制できるので、信頼性の高い冷蔵庫１や空気調和機や家電機器が得ら
れる。特に高電圧を印加する静電霧化装置２００に対しては、電極保持部２２０へのごみ
詰まりやフィン板間へのごみ詰まりなどによる静電霧化装置２００への水供給不足や、ほ
こりやごみ等の電極への付着、電極の劣化などによる着火による静電霧化装置２００の故
障の予防などに有効である。
【０２４８】
　以上のように本発明では、チタン材などの３次元網目状構造を持たせた金属多孔質体の
発泡金属で形成された本体部２３２、および本体部２３２と一体で本体部２３２から突出
するように形成されて本体部２３２の表面に付着した水が毛細管現象により供給される突
出部２３１とから構成された放電電極２３０と、放電電極２３０を保持する電極保持部２
２０と、電極保持部２２０に設けられ、突出部２３１と対向して設けられた対向電極２４
０と、本体部２３２の直上に所定すきまＺを介して設けられ、放電電極２３０あるいは電
極保持部２２０に水を供給する水供給手段（冷却板２１０あるいは貯水タンク２７０）と
、電極保持部２２０に収納・保持された放電電極２３０あるいは対向電極２４０を電極保
持部２２０に固定する固定手段２６０と、を備え、電極保持部２２０、放電電極２３０、
対向電極２４０、固定手段２６０を一体に形成し放電電極２３０と対向電極２４０間に電
圧を印加することでミストを発生させるようにしているので、放電電極２３０にセラミッ
ク材を使用する場合に比べて孔径が大きいため給水量や毛細管力が大きく、異物による目
詰まりに対する耐力が格段に大きい。
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【０２４９】
　また、静電霧化装置２００を空気調和機の室内機の空気吸込口の下流で空気吸込口近辺
に配置し、ダクトやホースなどの送風路を介して空気調和機の室内機の空気吹出口の上流
側にミスト噴霧口を設けるようにしても良い。ここで、ミスと噴霧口を空気吹出口と兼用
にしたり、ミスト噴霧口を送風路や空気吹出口の内部に開口するように設けるようにして
ミストを空気吹出口から空気吹出口の開口している室内に噴霧するようにしてもよい。こ
のように、少なくとも放電電極２３０と対向電極２４０を備えた静電霧化装置２００を空
気調和機の室内機の空気吸込口の下流や空気吸込口近辺に配置し、静電霧化装置２００で
生成されたミストを静電霧化装置２００が配置された部位とは別の場所（例えば、空気調
和機室内機の空気吹出口が開口している室内や空気吹出口の上流側の送風路内など）に周
囲が囲まれたダクトなどの空気風路内を介して噴霧するようにしているので、少なくとも
放電電極２３０と対向電極２４０を備えた静電霧化装置２００や、静電霧化装置２００で
生成されたミストを室内に噴霧するためのミスト噴霧部（ミスト噴霧口）の配置位置の自
由度が増し、ミスト噴霧させたい場所からミスト噴霧が行えるので、設計の自由度が向上
する。
【０２５０】
　また、所定すきまＦの設定範囲や印加電圧の設定範囲の自由度を大きくでき、ナノミス
トの生成が確実に容易に行える。また、本体部２３２の直上に水供給手段を設けているの
で、水供給手段を放電電極２３０の下方や放電電極２３０とは離れた別の場所に設ける場
合に比べて、水供給手段から供給される水が直接直下の放電電極２３０（あるいは電極保
持部２２０や固定手段２６０）に落下し、水供給手段である冷却板２１０の吸熱フィン部
２１１に生成された結露水や貯水タンク２７０から供給される水を電極保持部２２０（あ
るいは放電電極２３０や固定手段２６０）に搬送するための搬送部が不要であり、構造が
簡単でコンパクトとなり低コストの冷蔵庫１が得られる。即ち、水を搬送する搬送部が不
要であり搬送部がごみなどでつまって結露水が放電電極２３０へ供給されないということ
もなくなるので、構造が簡単で低コストで信頼性の高い静電霧化装置２００及び冷蔵庫１
を提供できる。また、給水手段（例えば、冷却板２１０や貯水タンク２７０など）、ある
いは電極保持部や放電電極の形状の自由度や配置の自由度が増加し、冷蔵庫１や空気調和
機や空気清浄機などの家電機器ごとの構造に合わせて自由に放電電極２３０や対向電極２
４０や給水手段（例えば、冷却板２１０や貯水タンク２７０など）の形状や配置を設定で
き、家電機器に合わせてコンパクトで効率の良い静電霧化装置２００を得ることができる
。
【０２５１】
　また、本体部２３２と突出部２３１の外形形状の大きさ（幅、厚さなど）あるいは断面
積が略同等の場合には、本体部２３２の軸方向長さは、突出部２３１の長さの４倍以上２
０倍以下の範囲内が加工性が良く、本体部２３２から突出部２３１への水供給量も多く、
水供給時間が短くできる効果を奏する。
【０２５２】
　また、チタンなどの発泡金属を使用しており、スポンジのような３次元網目状構造を持
たせた金属多孔質体であるため、金属内部の吸水量も発泡金属でないものにくらべ２倍～
５倍程度と多く、焼結金属に比べて毛細管力も大きく、電気抵抗が（０．４～２）×１０
－７Ω・ｍ程度と小さく導電体として水に効率的に電気がかかるので、電気抵抗が大きな
セラミック（電気抵抗は約１０１２Ω・ｍ程度と大きい）などに比べて格段に電気を通し
やすくミスト生成量を多くでき、また、印加電圧の設定などが容易でありしかも印加電圧
を小さくすることも可能であり、ナノミストの生成が確実に容易に行える。本実施の形態
では、発泡金属で形成された本体部２３２、および本体部２３２の表面に付着した水が毛
細管現象により供給される突出部２３１とから構成された放電電極と、放電電極２３０を
保持する電極保持部２２０と、電極保持部２２０に設けられ、突出部２３１と対向して設
けられた対向電極２４０と、放電電極２３０に水を供給する水供給手段（たとえば冷却板
２１０や貯水タンク２７０など）と、放電電極２３０と対向電極２４０間に電圧を印加し
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て突出部２３１よりミストを発生させる高電圧電源部２５０と、を備え、放電電極２３０
に孔径１０～８００μｍ（好ましくは孔径５０～３００μｍ、さらに好ましくは孔径５０
～１５０μｍ）、空隙率６０～９０％（好ましくは７０～８０％）の三次元網目構造の発
泡金属を使用するようにしており、放電電極２３０の孔径を１０～８００μｍとすること
で、異物による目詰まりに対する耐力が格段に大きくなり、また、長期間にわたり安定し
て本体部２３２から突出部２３１に水を供給することができる。また、空隙率が６０％以
上９０％以下と大きなチタンなどの３次元網目状構造を持たせた発泡金属を使用している
ので、従来のセラミックや焼結金属などに比べて多くの水を発泡金属内部に保持できる。
従って、ナノミストを効率よく多量に発生させることができる。
【０２５３】
　また、放電電極２３０が、３次元網目構造を有する発泡金属で形成され、軸方向に長い
略直方体状あるいは略円柱状の本体部２３２と、本体部２３２の軸方向途中から本体部２
３２の軸方向と略直角方向へ突出し、本体部２３２の軸方向長さよりも短く本体部２３２
と一体に形成されて本体部２３２の表面に付着した水が毛細管現象により供給される略直
方体状あるいは略円柱状あるいは略角錐状あるいは略円錐状の突出部２３１と、を備え、
本体部２３２の軸方向長さは、突出部２３１の長さの４倍以上２０倍以下の範囲内とした
ので、本体部２３２の軸方向に対する突出部２３１の突出位置にて本体部が２つ（例えば
、第１の本体部２３７と第２の本体部２３８）に分かれるため、突出部２３１へは第１の
本体部２３７と第２の本体部２３８の２箇所（突出部２３１の両側）から毛細管現象にて
水を供給することができるため、突出部２３１へ水を多く供給することが可能となり、ミ
スト噴霧量を多くでき、安定してミスト噴霧が可能となる。また、第１の本体部２３７あ
るいは第２の本体部２３８のどちらか一方（例えば、第１の本体部）が目詰まりなどで機
能しなくなったとしてももう一方（他方）（例えば、第２の本体部２３８）にて突出部２
３１に水を供給できるので、長期間にわたって安定して突出部２３１に水を供給でき、長
期間にわたって安定してミストを噴霧できる信頼性の高い静電霧化装置２００（ミスト噴
霧装置）が得られる。
【０２５４】
　放電電極２３０あるいは電極保持部２２０の直上に設けられた給水手段（例えば、冷却
板２１０の吸熱フィン部２１１や貯水タンク２７０など）より落下することによって放電
電極２３０あるいは電極保持部２２０あるいは固定手段２６０に供給される水が給水手段
から放電電極２３０に落下するまで水の落下経路において空気の流れの影響を直接受けな
いように給水手段（冷却板２１０の吸熱フィン部２１１あるいは貯水タンク２７０）また
は電極保持部２２０または固定手段２６０の少なくと一つを覆う覆い部（給水手段覆い部
２２０Ｘ，２６９）を電極保持部２２０あるいは固定手段２６０に設けるようにしたので
、落下した水滴２７５や結露水が給水手段あるいは電極保持部２２０あるいは固定手段２
６０（押圧手段）が設置されている周囲の空気中の埃やかびやごみなどの異物の影響を受
けにくくなり放電電極２３０に付着した水滴や電極保持部２２０内の水滴がよごれにくく
放電電極２３０の目詰まりが抑制でき、信頼性が高く、きれいで衛生的な静電霧化装置２
００が得られる。
【０２５５】
　また、電極保持部２２０あるいは固定手段２６０に切欠きや開口を設け、電極保持部２
２０に放電電極２３０が保持された状態で給水手段（吸熱フィン部２１１や貯水タンク２
７０）より落下した結露水や水が放電電極２３０あるいは電極保持部２２０あるいは固定
手段２６０に溜まらないようにしたので、放電電極２３０の本体部２３２の表面に水滴が
付着した状態や電極保持部２２０に水が溜まった状態になることがなく、放電電極２３０
と対向電極２４０間に電圧を印加した場合でも吸熱フィン部２１１の下端面２１１Ｙと放
電電極２３０との間で放電する恐れがなくなり、安全な静電霧化装置２００や機器が得ら
れる。ここで、電極保持部２２０の放電電極２３０の保持部分に水が溜まらない構成（あ
るいは放電電極２３０の表面に水が溜まらない構成とするために放電電極２３０の保持部
分からは水が排出できる構成とし、排出された水を溜める水溜め部を別途下方など放電電
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極２３０とは離れた位置に設ける構成として水溜め部に溜まった水が放電電極２３０に接
触しない構成）にした方が良い。また、吸熱フィン部２１１の下端面２１１Ｙと放電電極
２３０との間の所定すきまＺを４ｍｍ以上（好ましくは６ｍｍ以上）として放電電極２３
０の本体部２３２の上表面に水滴が付着しても吸熱フィン部２１１と放電電極２３０とが
放電しない距離を確保すればさらに安全性が向上する。
【０２５６】
　また、発泡金属で形成された本体部２３２、および本体部２３２と一体で本体部２３２
から突出するように形成されて本体部２３２の表面に付着した水が毛細管現象により供給
される突出部２３１とにより構成された放電電極２３０と、放電電極２３０を収納する電
極保持部２２０と、電極保持部２２０に設けられ、突出部２３１と対向して設けられた対
向電極２４０と、本体部２３２の直上に所定すきまＺを介して設けられ、放電電極２３０
あるいは電極保持部２２０に水を供給する水供給手段（冷却板２１０の吸熱フィン部２１
１、給水タンク２７０）と、少なくとも放電電極２３０、対向電極２４０、電極保持部２
２０にて構成されて放電電極２３０と対向電極２４０間に電圧を印加することでミストを
発生させる静電霧化装置２００と、静電霧化装置２００と離れた位置に設けられ、静電霧
化装置２００と送風路を介して接続された噴霧口と、を備え、静電霧化装置２００で生成
されたナノミストを静電霧化装置２００と離れた位置に設けられた噴霧口から噴霧口が開
口している貯蔵室や部屋などの室内に噴霧するようにしたので、少なくとも放電電極２３
０と対向電極２４０を備えた静電霧化装置２００や、静電霧化装置２００で生成されたミ
ストを室内に噴霧するためのミスト噴霧部（ミスト噴霧口）の配置位置の自由度が増し、
ミスト噴霧させたい場所からミスト噴霧が行えるので、冷蔵庫１や空気調和機や空気清浄
機などの家電機器ごとの構造に合わせて設計することが可能であり、設計の自由度が向上
する。また、本体部２３２の直上に所定すきまＺを介して水供給手段を設けるようにして
いるため、水供給手段である給水手段（冷却板２１０、あるいは貯水タンク２７０）、あ
るいは放電電極２３０の形状の自由度や配置の自由度が増加し、冷蔵庫１や空気調和機や
空気清浄機などの家電機器ごとの構造に合わせて自由に放電電極２３０や対向電極２４０
や冷却板２１０や貯水タンク２７０の形状や配置を設定でき、家電機器に合わせてコンパ
クトで効率の良い静電霧化装置を得ることができる。
【符号の説明】
【０２５７】
　１　冷蔵庫、１Ａ　機械室、２　冷蔵室、２Ａ　チルド室、２Ｐ　内側壁、２Ｘ　略密
閉された容器、２Ｙ　略密閉された容器、３　製氷室、４　切替室、５　野菜室、６　冷
凍室、７　冷蔵室扉、７Ａ　冷蔵室扉左、７Ｂ　冷蔵室扉右、８　製氷室扉、９　切替室
扉、１０　野菜室扉、１１　冷凍室扉、１２　圧縮機、１３　冷却器、１４　冷気循環用
ファン、１９　切替室サーミスタ、２２　サーモパイル、１５　切替室ダンパ、１６　切
替室冷却風路、３０　制御装置、５０　冷却風路、５１　仕切り壁、５３　冷却風路、５
５　冷蔵室ダンパ、６０　操作パネル、６０ａ　部屋選択スイッチ、６０ｂ　温度帯切替
スイッチ、６０ｃ　瞬冷凍スイッチ、６０ｄ　製氷切替スイッチ、６０ｅ　ミスト噴霧ス
イッチ、７２　ドアポケット、８０　庫内棚、１３１　冷却器室、１５０　除霜用ヒータ
、１５１　ヒータルーフ、１５２　除霜電極保持部、２００　静電霧化装置、２１０　冷
却板、２１１　吸熱フィン部、２１１ａ　吸熱フィン板、２１１ｂ　吸熱フィン板、２１
１ｃ　吸熱フィン板、２１１ｄ　吸熱フィン板、２１１ｅ　吸熱フィン板、２１１Ｔ　突
出部、２１１Ｗ　傾斜部、２１１Ｘ　外側面、２１１Ｙ　下端面、２１２　放熱フィン部
、２１２ａ　放熱フィン板、２１２ｂ　放熱フィン板、２１２ｃ　放熱フィン板、２１２
ｄ　放熱フィン板、２１２ｅ　放熱フィン板、２１３　熱伝導部、２１４　空隙部、２２
０　電極保持部、２２０Ｇ　水集中部、２２０Ｋ　幅方向寸法、２２０Ｌ　奥行き方向寸
法、２２０Ｗ　傾斜部、２２０Ｘ　給水手段覆い部、２２２　切欠き部、２２３　対向電
極収納部、２３０　放電電極、２３１　突出部、２３２　本体部、２３７　第１の本体部
、２３８　第２の本体部、２４０　対向電極、２４１　開口部、２５０　高電圧電源部、
２５１　電源、２６０　固定手段、２６１　対向電極覆い部、２６２　通電部材押さえ部
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、２６３　段差部、２６８　固定用つめ部、２６９　給水手段覆い部、２７０　貯水タン
ク、２７１　目盛線、２７５　水滴、２７７　水排出口、２８０　通電部材、２８６　電
極通電手段通電部、３００　カバー、５１１　冷却板断熱材、５１２　キット化部品、５
１５　前面開口部、５３１　側方冷気吹出し口、５３２　側方冷気吹出し口、５３３　上
方冷気吹出し口、５３４　下方冷気吹出し口、６００　静電霧化装置照明、８００　ミス
ト噴霧用カバー、８１０　ミスト噴霧口、８２０　静電霧化装置出口冷気風路、８３０　
静電霧化装置入口冷気風路、９００　照明装置、９１０　ＬＥＤ、９１０ａ　ＬＥＤ、９
１０ｂ　ＬＥＤ、９１０ｃ　ＬＥＤ、９１０ｄ　ＬＥＤ、９１０ｅ　ＬＥＤ、９１０ｆ　
ＬＥＤ、９１５　光軸。
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